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プロローグ







（これはずいぶん、早まっちゃった、かなぁ……）

　自分をひいた車が走り去っていくのを見送りながら、結ゆう城き鋼はがねは少しだけ後悔をしていた。

　学校からの帰り道、車にひかれそうになっていた猫を見つけたのが数秒前。一瞬だけ迷ったものの、結局飛び出して助けようとしたところ、容赦なく直進してきた車と正面衝突。鋼は派手に撥はね飛ばされた。

　横になった視界に映るのは、泡を食ったように蛇行して走り去っていく車と、そして地面に広がる赤い何か。

（ああ、さむ、い……）

　車に撥ね飛ばされた衝撃で、全身の感覚がおかしい。痛みはないが、不自然な寒気がする。異様に眠い。これは死ぬのではないか、と直感してしまった。

　朦もう朧ろうとした意識に浮かぶ思考は、とりとめのないことばっかりで――。

（あの人も、こんな気分、だったのかな）

　思い出したのは、年上の従姉。十年ちょっと前に、あっさりと事故で死んで、鋼は初めて身内の葬式に出た。

　鋼が死を、間近に感じた唯一の瞬間。それでも自分が死ぬ時のことなんて、これっぽっちも考えなかったけれど。

「……ぁ」

　横切った白いものに、鋼の口から声にもならないかすれた呼気が漏れる。

　目の前には、どこかへ逃げ出したとばかり思っていた、鋼が助けた白い子猫がいた。思ったよりも大きい、キラキラとした瞳で、こちらを覗き込んでいる。

（そう、か。こいつは、助かった、のか。は、はは……。なら、死にざまとしては、これも、わるく、は、ない、か……）

　――そうして鋼は自らが助けた白い猫に看取られ、人知れず最期の時を迎えた。

　……はずだった。だが、

（な、なんだ…？）

　唐突に、周囲の光景が歪む。青く晴れ渡った空が、灰色にくすんだアスファルトの道路が、ひび割れてうす茶けたビルが、全て歪んでねじれて消えていく。

　そうして変化する風景の中、悠然とたたずんでいたその小さな体軀にノイズが走り、輪郭が溶けていく。溶けて、ふやけて、広がって、そして気が付けば、鋼の腕に収まるほどだった小さな猫は、あっという間に十二、三歳くらいの年齢の、人間の少女に変わっていた。

「ふむ。〈ゆーき　はがね〉か？　変わった名前じゃのう」

　あまりに突然すぎて、その少し舌っ足らずな言葉が少女の口から出たものだと鋼にはすぐに理解出来なかった。しかし、子猫だった少女は一切斟しん酌しやくせず、正しく鋼を見据えてこう言った。

「喜ぶがいい、結城鋼！　ワシがおぬしを、生まれ変わらせてやるのじゃ!!」
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「……夢？」

　鋼がまず思ったのは、そんなことだった。

　猫を助けて車にひかれたと思ったら、突然助けた猫が女の子になっておぬしを生まれ変わらせてやるー、とか言っているのだ。状況を整理してみようにも、全くワケが分からない。

　改めて、目の前に立つ少女を見る。和装の少女は一見人間そのもので、彼女が数秒前まで猫だったなんてとても信じられない。けれど、頭と背中の二ヶ所だけ、そこだけ猫の面影を残すように、尖った耳と尻尾が生えている。

　一瞬アクセサリーかとも思ったが、その耳と尻尾が明らかに作り物ではない動きでピコピコと揺れているのが見えてしまって、鋼は頭が痛くなってきた。

　しかし、そんな鋼の頭をさらに悩ます言葉が少女の口から飛び出る。

「よいか！　まず言っておくのじゃが、おぬしは死んだのじゃ！」

「……やっぱり、僕は死んだ、のか」

　鋼も一応覚悟していたことではあっても、面と向かってはっきり言われるとショックだった。

「そうじゃ！　じゃって、おぬし車に撥ね飛ばされてポーンとオモチャみたいに空を飛んでおったぞ！　ポーンって！　そんで地面にグチャッて落ちたのじゃから、あれで死なない方が怖いのじゃ！」

　身振り手振りまで使って鋼の惨状を再現する少女。非常にありがたくない。

　ついでにそのポーン、グチャッてなった男の腕の中に子猫だった時の少女もいたはずなのだが、そういえば彼女の方は怪我一つ負っていなかった。不公平なような、本望であるような、微妙な気持ちになった。

「じゃが、心配はいらんのじゃ！　ワシがおぬしを転生させてやるのじゃからな！」

「てん、せい……？」

　鋼もゲームや漫画などで聞いたことはあった。

　――転生。

　一度死んだ人間が、別の存在に生まれ変わること、だったはずだ。

「ぬぅ!?　その顔は、疑っておるな？」

「え、いや……」

　ただ呆あつ気けに取られていただけなのだが、少女はほおをふくらますと、そこから一転、なぜか得意げな表情で平たい胸をそびやかした。

「ふふふ。しかしそんな疑いも、ワシの正体を知ったら吹っ飛ぶのじゃ。よいか、ワシは……ええっと」

　不敵な笑みを浮かべた少女は、懐から小さな紙を取り出すと、それをチラ見しながら、妙なポーズと共に言い放った。

「このワシは、この世界のもっとも新しい神の一柱、転生によって世界間の均衡を保つ、ちちゅじょ……秩序のガーディアン！　しょの、その名も……シロニャ!!」

　決まった。

　とでも言うべき場面であるのに、名乗りをあげた猫少女はやっちまった、みたいな顔で固まっていた。

「ええと……シロニャ？」

　鋼が仕方なく呼びかけると、少女はびくっと肩を震わせた。

「あれ？　もしかして、名前を嚙んで……」

「ち、違うのじゃ！　じゃ、じゃってあれじゃぞ！　ワシの名前は母親である創世神様にもらった大事なものじゃ。そんな、シロナと言うべきところをシロニャって言っちゃったなんてありえにゃいのじゃよ！」

「説明台詞ありがとう！　というか、すでに嚙っみ嚙みな上にたまに『にゃ』とか混じってるけど？」

「こ、これはちがうのじゃよ！　単なる、いや、単にゃるキャラづけじゃ！　台詞に『にゃ』をつけるのは猫耳キャラのたしなみ……もとい、たしにゃみじゃからにゃ！」

「初めて聞いたよ、そんなたしなみ！」

　鋼は白い目を向けたが、シロニャは大げさに腕をぶんぶんと振ってごまかした。

「そ、そんなことよりとにかく転生じゃ！　おぬしはもうポーン、グチャッてなって死んだんじゃが、ワシが特別に他の世界で生き返らせてやるのじゃ！」

「他の世界？　元の世界に戻ることは……」

「それは無理じゃ！　じゃって、それはワシの管轄外じゃし」

「管轄外って……」

　神様にも管轄とかあんのか、と思ってシロニャを見ると、彼女はふへえ、と嘆息した。

「もー。おぬしが見つかってほんとよかったのじゃよ！　これでノルマが達成できるのじゃ」

「ノルマ……」

「そうなのじゃ！　ノルマを達成できないと、めっちゃくちゃ怒られるんじゃぞ！」

「いや、怒られるとか言われても……」

　こっちは人生かかってるんだけど、と声を大にして言いたい。

「ぬぅ。おぬしは知らんじゃろうが、ワシの使命は世界の行く末を左右するほど重要じゃからな。秘密組織に命を狙われたりするのじゃ！」

「ひ、秘密組織？」

　どこかのんびりとしたシロニャと、そんな殺伐とした情報がどうしても結びつかず、鋼は首をかしげた。半信半疑の様子の鋼に、シロニャはとっておきの秘密を打ち明けるように小声で告げた。

「あれは、ワシが繁華街で転生してくれる相手を探して片っ端から通行人に声をかけていた時のこと。奴らはどこからともなく現れたのじゃ。銃刀法が守られているこの国で、これ見よがしに拳銃を身に着け、そろいの紺の団だん服ふくで街を我が物顔で闊かつ歩ぽする、奴らが」

「それ、は……」

　ごくりと、唾を飲み込む。シロニャはその時の恐怖を思い出したようにぶるりと身じろぎをして、震える声で続きを語る。

「奴らはワシを見つけるとトランシーバーで他の団員に連絡を取り、まずワシの逃げ道を塞いだ。怖くなったワシは助けを求めようと周りを見回したが、誰も手を差し伸べようとはしなかったのじゃ。そうして足がすくんで動けなくなってしまったワシに、奴らはゆっくりと、まるで獲物をいたぶるようにゆっくりと近付いてきて、こう、言ったのじゃ。……君、ちょっといいかな？　保護者の方はいる？　話を聞きたいから署まで同行を――」

「それは警察だぁああ!!」

　大声で叫びすぎて、シロニャが耳をビクンッ、とさせたが、鋼は止まらなかった。

「……けいさつ？」

「そうだよ！　単に警察が不審人物に声かけただけだって！」

「にゃっはっは！　それはちゃんちゃらおかしいのじゃよ！　こんな可憐な猫耳と尻尾をつけた美少女が、『自殺して新天地を目指す気はありませんか……のじゃ？』と訊いて回ってるんじゃぞ。どこにも怪しい要素なんて……」

「むしろ怪しくない要素がないよ！　あと無理やり『のじゃ』ってつけすぎだろそれ！」

　ツッコミが激しくなるあまり語気も荒くなる鋼に、シロニャも負けじと言葉を返した。

「ま、待つのじゃよ！　この話にはまだ続きがあるのじゃ！　よいか、ワシは転んでもただでは起きぬ人間、いや神じゃ。その青い秘密結社の魔の手から子猫の姿で逃げ回っている時、ショーウィンドウに映った自分の姿を見て、思ったのじゃ。『わしかわいい』と」

「何言ってんの、お前？」

　とうとう神様をお前呼ばわりする鋼。しかしシロニャはやっぱりめげなかった。むしろ不敵に笑ってみせる。

「ふふふ。その時じゃよ、ワシの頭に天才的なひらめきが生まれたのは。ワシは思いついたのじゃ。子猫姿のワシの可憐さを利用して転生者を確保する、悪魔のような策を！」

「まさか……」

　鋼はハッとした。

　――車道に出ていた猫。あまりにもタイミングよく現れた暴走車。転生者を、つまりは、目の前で死ぬ人間を求めていたシロニャ。

　これが、意味するところは……。

「ま、まさか、子猫の姿でわざと車にひかれそうになることで、誰かを事故に巻き込んで殺そうと……」

　鋼が真っ青になってシロニャを見ると、

「ひ、ひにゃぁぁああ！」

　当のシロニャはもっと真っ青になってぶるぶると震えていた。

「お、おそろしい！　なんておそろしいことを考えるんじゃ！　お、おぬしこそ悪魔……いや、超大悪魔じゃよ！」

「え？　違うの？」

「ぜ、全然ちがうんじゃよ！　ただ猫の姿で相手に媚こびを売ってメロメロにしてから転生を頼むってだけの計画じゃよ！　というかあの時はちゃんと横断歩道を渡ってたのにいきなり車が突っ込んできて超怖かったのじゃよ！　それとあの時は助けてくれてありがとうなのじゃよ！」

「え、あ、ああ。どうも」

　どうやら本当に、あの事故は仕組まれたものではないらしい。その上素直に礼を言われて、一瞬本気で陰謀を疑った鋼も納得出来た。

「ええと、まあ、なんとなく話は分かったよ」

「う、うむ。分かってくれて何よりなのじゃ！」

　うなずくシロニャに、鋼は真剣な顔で語りかけた。

「だけどさ。やっぱり僕は元の世界に戻りたい。シロニャが神様で、僕に恩を感じてくれてるなら、どうにかして元の世界に生き返らせてくれないかな？」

「それは……」

　シロニャはしばらく言葉に詰まった後、

「ご、ごめんなさいなのじゃ！」

　べこん、と音でもしそうな勢いで、大きく頭を下げた。

「シ、シロニャ……？」

「残念じゃが、それはできないのじゃ。神が直接世界に大きな干渉をすると、世界のバランスが崩れて大きな反動が起こってしまう可能性があるのじゃ。じゃから特別な場合を除いて、神が人をよみがえらせることは禁じられているのじゃよ」

「世界の、バランス……」

　壮大すぎる話で、鋼にはピンと来なかった。だが、シロニャが噓をついているとも思えない。

「あとその、ぶっちゃけワシは転生専門なので、人を生き返らせるとか無理なんじゃ」

「あ、うん」

　そっちはすごく分かりやすくてすぐに理解出来たが、ちょっとしょっぱい気持ちになった。

「……そっ、か。無理、なのか」

　ただ、理屈が分かるというのと、納得出来るかというのは別の話だ。

　鋼にだって、今までの人生でやり残したことはあるし、やりたいこともあった。突然の死、なんてものを受け入れられるほどに、まだ人生を達観してはいなかった。

「あ、安心するのじゃ、鋼！」

　しんみりした空気に耐えかねたように、元気のない鋼の肩を、シロニャがぺちぺちと叩いた。

「ワシらは直接人間に干渉はできないのじゃが、その代わり、人に可能性を与えることができる」

「可能、性？」

「そうじゃ。具体的に言うと転生特典じゃな！　今転生すればお客様だけに特別に、期間限定の凄い能力がついてきます、とかそんなのじゃ！」

　随分俗っぽい話になってきた。というか、転生特典は可能性なのだろうか。

　鋼はいくらか腑に落ちないものを感じなくもなかったが、続くシロニャの言葉にハッと顔を上げた。

「それに、おぬしに行ってもらうのは魔法や怪物が平然と跋ばつ扈こする、いわゆる『剣と魔法の世界』じゃ！　そこならもしかすると、この世界に戻ってくる手段も見つけられる……かもしれない……こともない……ような……可能性はなきにしもあらず、なのじゃ！」

　いかにも気休めのような言葉。だが、その言葉の中身よりも必死で鋼を励まそうとするシロニャの姿に、鋼は自分の心が少しだけ落ち着いていくのを感じた。

　元の世界への未練はあるし、自分の不運を嘆きたくもある。だが、猫をかばった時に自分が死んでしまったのは確かで、そんな自分に次のチャンスを与えてくれようとしているこの小さな神様を困らせるのは、なんとなく違う気がしたのだ。

「そ、それにあれじゃ！　おぬしはワシの命の恩人じゃからな！　たっぷりサービスするのじゃ！　あと、肩も揉んであげるのじゃ！」

「いや、それは全然いらないけど」

　そこはしっかりと断りながらも、鋼は少しだけ、前向きに転生のことを考え始めていた。

　それを感じ取ったのか、シロニャは輝かんばかりの得意げな笑顔を浮かべ、大仰な仕し種ぐさで後ろを示す。

「では、かちゅもく……括目するのじゃ！　これが、おぬしを異世界へ送り出す、転生マシーンじゃぁああ！」

「てんせ……はぁぁあ!?」

　ハイテンションなシロニャが示した先、そこにあった転生マシーンは鋼の想像を絶するものだった。
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「で？　……なにこれ？」

　頭痛を抑えるように頭に手をやりながら尋ねる。シロニャが転生マシーンと言いながら示した場所には、なぜかテレビとゲーム機、それにコントローラーとしか思えないものが置かれていた。

　鋼が実に素直な反応を示すと、シロニャはぷくーっと頰をふくらませ、尻尾をぴゅんぴゅん振り回しながら答えた。

「なんじゃよその反応は！　これはワシが一ヶ月間夜も寝ないで作り上げたハイテクマシン、〈転生エディター〉じゃぞ！」

「ハイテクマシン……」

　すでにその呼び方からしてローテクの匂いがするのはなぜだろうか。

「夜全然眠ってないから眠くて眠くて、毎日昼寝を九時間するくらい大変だったのじゃぞ！」

「それ、ただ夜更かしし過ぎて昼夜逆転しちゃってるだけだよな！」

　あと一日九時間はちょっと寝すぎだろ、と思いながら、鋼はその機械から目を離せなかった。

「昔、転生する者は、神様に口頭で希望を伝え、あるいは神様に勝手に能力を決められ、新天地へと飛ばされたらしい。しかし、今時そんなレトロでアナログなやりとりはナンセンスじゃ」

　尻尾をピンと立て、シロニャが得意げに説明をする。

「ふふん。ワシは平成生まれのヴァーチャル世代じゃからの。昔の神などとは一味違うのじゃ。ＩＴ、つまりインターネットのテクノロジーを駆使して転生を行う、次世代型転生神なのじゃ！」

「へぇー。まあ、ＩＴは情報技術、インフォメーションテクノロジーの略だったと思うけど」

「ぬ、ぬぅぅ」

　肝心なところで締まらない神様である。

「と、とにかくじゃな。これは、おぬしの次の人生の可能性を決める、すっごいマッシーンなのじゃ！　おぬしもゲームをやったことがあるなら、キャラエディットをしたことはあるじゃろ？」

「キャラ、エディット？」

　鋼にもそれなら経験がある。ゲームのキャラクターの名前や容姿、能力値を設定して、自分好みのキャラクターを作るシステムのことだろう。

　しかし、それを現実の人間に適用するという発想はなかった。

「それと原理は同じじゃよ。おぬしはこれまで生きてきた中で、『もっと運動神経がよければ』とか、『勉強よりも絵の才能が欲しかった』などと思ったことはないかの？」

「それは……」

　正直に言えば、あった。

　鋼はよくも悪くも、自分が平凡な人間だったと自己評価している。

　人並み程度に勉強が出来て、人並み程度に運動が出来て、そこそこに善良で、無個性と言われない程度には変わったところがあった。

　もちろん、人より秀でたところが全くなかったとは言わない。友達からお前って変わってるよな、と言われることもあったし、何でそんなにツッコミに命かけてるの、と言われることもあったし、約束を守ることにかけては人よりこだわりを持っているとも思っている。しかし、それでも結局は平凡、「普通」の域を出ていなかったと鋼は思う。

　もっと尖った才能や、他人が驚くくらいの特徴を持った人間になりたい、などと考えたことがないと言えば噓になる。

「にゃふふ。どうやら、何か望んだことがあるようじゃな！」

　シロニャは黙り込んだ鋼を見て、そう確信したようだった。

「じゃったら、喜ぶがいいのじゃ！　このマシンは、その望みを叶えるための道具。『次の世界の自分』に望む通りの可能性を渡す、夢の機械なのじゃからな！」

「僕の、望み……」

　シロニャに乗せられていると分かっていても、視線が転生マシーンに吸い込まれるのを止められない。

　オモチャのような外見に騙されそうになるが、これは曲がりなりにも神様の作った道具。これを使えば本当に、「理想の自分」を作ることが出来るのかもしれない。

　気付けば鋼は、まるで吸い寄せられるようにコントローラーへと手を伸ばしていた。

「ほら、早く早く！　スタートボタンを押してみるのじゃ！」

「ええと、スタートボタン、な」

　どこか浮ついたシロニャの声に急かされて、鋼は手にしたコントローラーを見る。普通のゲーム機についているコントローラーよりもゴテゴテしていて、「ＴＵＲＢＯ」だの「ＨＯＬＤ」だの「ＳＰＥＥＤ」だのと注釈のついたボタンの数々が、どことなく胡散臭い雰囲気を発生させていた。

「ふっふん、すごいじゃろ！　名人を超える秒間三百六十連射を達成した、最強の自作コントローラーじゃぞ！」

「キャラエディットに連射が何の役に立つんだよ！」

　ツッコみながらコントローラーを操作して、まず連射機能をオフにした。それを見たシロニャがぷくーっと頰をふくらませていたが、無視してスタートボタンを押す。

　すると現れたのは、「シロナ制作」と書かれたロゴと、デフォルメされた白い猫。それから自然豊かな場所でシロニャが動物と戯れるアイドルのＰＶみたいな映像が……。

「……なにこれ？」

　初めて転生エディターを見た時以上に乾いた声が、鋼の口から漏れた。

「何って、オープニングムービーじゃよ？　かなりの力作でのう。これを完成させるまでに、三週間くらいかかったのじゃ！　あ、この後にＮＧシーン集も入るからよく見て……」

「うん、スキップな」

「えぇぇえ!!」

　シロニャの抗議を無視し、鋼が容赦なくスキップを押すと、今度は「チュートリアルを受けますか？　はい・いいえ」という画面が出てきた。鋼はちょっとだけ迷って、結局「はい」を選択した。すると、

「では、ワシがこのマシンの使い方を説明するのじゃ！」

　似合わない眼鏡と指示棒を持ったチュートリアルキャラ、シロニャ（現実）がマシンの横に立った。

「って、ちょっと待て!!　なんでそこでリアルのお前が説明するんだよ！」

「じゃ、じゃって、オープニングムービーとＮＧシーン集作るのに時間がかかってチュートリアル作る暇がなかったもんじゃから……」

「頑張る方向間違いすぎてるだろ！」

　叫びながらも、とりあえず鋼もこの転生エディターとやらの説明を聞きたいという気持ちはあった。シロニャが画面の横に立つのを、仕方なく黙認する。

「まず、これを見るのじゃ！」

　そうしてシロニャが示したのは、画面上部にある「残りポイント：１２０」という表示だった。

「このボーナスポイントがおぬしの来世での可能性を数字にしたものじゃ！　本来なら五十くらいなのじゃが、おぬしはワシの命の恩人じゃから二倍の百。そこにさらに初回サービスで二十ポイントプラスして、特別に百二十にしてやったのじゃ！」

「……はぁ。それは、どうも」

　おそらくだが、このボーナスポイントの多さが転生先の人生を大きく左右するのだろう。そんな人生を決めるようなポイントをこんな適当に決めていいのかと思ったが、どうせこいつのすることだから、と思い直す。短時間のうちに、鋼のダメな方向への信頼を稼いでいるシロニャだった。

「じゃ、次はこっちじゃ」

　その下には「能力値」「アビリティ」「タレント」という三つの欄がある。そして、画面の一番下。画面下部のバーには「転生開始」という項目が用意されていた。

「この一番下にあるのが、転生開始ボタンじゃな。これを押すと転生が開始されて、十秒で強制的に転生がスタートする。一度押したら取り消しはできないから、よく考えてから押すのじゃ！　シロニャとの約束じゃぞ」

「お前、そういうとこいちいちうざいよなー」

「うざくないのじゃよ！　わしかわいいなのじゃ！」

　言い合ううちにシロニャも興が乗ってきたのか、手にした指示棒をバンバンとディスプレイに叩きつけて熱血指導を続ける。

「よいか？〈能力値〉というのは、〈筋力〉や〈知力〉なんかの基礎的な能力の値で、これが高いほどその能力が高いことになるのじゃ。〈アビリティ〉というのは、〈カギ開け〉や〈魔法〉などの技能のことで、アビリティレベルが高いほどその技能に熟達しておることになる。〈タレント〉というのは、その人間の才能や体質のことで、レベルはなく、後天的に増えることはほとんどない。もちろん、能力値を上げたり、アビリティやタレントを取得する度に、上の残りポイントが減っていくのじゃ。項目によって上げるのに必要なポイント数が違ったりするので、注意が必要じゃ」

「初期値がだいぶ違うみたいだけど、これは？」

　能力値を見ると、筋力は十なのに知力は十二もある。その他の能力値もまちまちだった。

「それは前世補正じゃな。死ぬ前に高かった能力ほど初期値も高くなる仕組みじゃ」

「あー、なるほど」

　鋼は生前、どちらかと言うと運動より勉強の方が得意だったから、この結果も納得だ。

「まあ、基本はそんな感じじゃな。あとは自分が上げたい能力や、取りたいアビリティを自由に選ぶといいのじゃ！」

「よく分かったよ、ありがとう」

「お安い御用なのじゃ！　あ、あと、チュートリアル終了のご褒美に肩を揉んであげるのじゃ！」

「いや、肩は揉まなくていいけど」

　しきりに肩を揉みたがるシロニャの謎習性に首をかしげながらも、鋼は今までの説明事項を頭の中で整理し直し、さあこれから設定をするぞ、と気合を入れたのだが……。

「いや、あのさ」

「んにゃ？　なんじゃ？」

「……そんなにじーっと見つめられると、やりにくいんだけど」

　なぜか説明を終えたはずのシロニャが画面の横から動こうとはせず、画面と鋼を交互に見比べ、ワクワクした顔で鋼の動きを待っていたのだ。

　しかし、当のシロニャはそれをあまりおかしな行動とは思っていないらしかった。ぶんぶんと手を振る。

「ああ、ワシのことは全然気にしなくていいのじゃよ。ただ、部屋に置いてあるたまに独りでに髪が伸びる日本人形くらいに思ってくれればいいのじゃ」

「めっちゃ気になるよそれ！　捨てても捨てても定位置に戻ってくるフランス人形くらいに気になるよ！」

　熱くツッコミを入れると、シロニャは照れたように耳の後ろをかいた。……明日は雨か。

「じゃ、じゃって、ワシこの転生マシーンを誰かが使うところ、初めて見るもんじゃから」

「ああ、そうか。シロニャが誰かを転生させるのって、これが初めてか」

「そうなのじゃ！　ふふふっ。もうゼロの転生神なんて呼ばせないのじゃよ！」

「悪口の割に無駄にかっこいいあだ名だな！」

「ということで、おぬしはワシの記念すべき初転生者なのじゃ！　じゃからワシにはおぬしをおはようからおやすみまで見つめる義務があるのじゃよ！」

「や、そんなストーカーみたいなことされても困るんだけど」

　とは言いつつも、そこまでの意欲を見せられると、鋼としても強くは出られない。

「……はぁ。分かったよ。じゃあ、せめて僕の後ろで見ててくれないかな？」

「分かったのじゃ！　おぬしの後ろを、背後霊のようにしっかりと、かつ、子泣き爺のようにぴったりと、そして、メリーさんのようにこっそりと、優しく見守るのじゃよ！」

「何で見守り方が怪談仕様なんだよ！　いいからおとなしく見ててくれよ！」

　あいかわらず意味の分からない言葉を言いながらではあるが、割と素直に、とたたーと鋼の後ろに回るシロニャ。

　これでようやく落ち着いて転生エディターを使える、と鋼は胸を撫で下ろし、改めて画面に向き直る。

「……さて」

　能力値、アビリティ、タレント。どれも興味はあるが、まずは能力値をいじってみるのが正道だろう。

「こう、かな？」

　カーソルを筋力に合わせ、右ボタンを押して筋力にボーナスポイントを振り分ける。上に書かれている表示が、「残りポイント：１２０」から、「残りポイント：１１９」に変わる。が、

「あれ？」

　筋力は十から変化していない。

「壊れてんのかな、これ」と思っていると、背後、耳元から大声で指示が飛んだ。

「あ、それじゃダメなのじゃよ！　能力値を上げるには、ポイントをもっとたくさん割り振らないとダメなのじゃ！」

「え？　ああ、そうなのか」

　その声にうなずいて、さらに筋力にポイントを振り続ける。残りポイントが百十になったところで、筋力が十から十一にアップした。どうやら能力値を上げるためには、ボーナスポイントを十振り分ける必要があるらしい。

「そう、それでいいのじゃ！　能力値は向こうの世界で生きるための生命線じゃからな！　あ、じゃけどアビリティやタレントの成長率ボーナスはここのエディターでも有効じゃから、能力値を上げるなら先に取っといた方がいいのじゃ！　そうするともっと少ないポイントで能力値を上げられるようになるからの！　ただし、何でもかんでも先にアビリティやタレントを取得した方がよいワケではないのじゃぞ！　中には能力値が一定以上でないと習得不可能なアビリティなどもあるから、このエディターでも……」

「……あのさ、シロニャ」

「なんじゃ!?　訊きたいことがあるなら、何でもワシに……」

「ちょっとうるさい。あと近い」

　話すうちに興奮してきたのか、シロニャは完全に鋼のところまで進出、というより、密着している。鋼の背中にのしかかるような体勢で、鋼の肩の上にあごを載せている始末。たまにぴくぴく動く猫耳が肌に当たってこそばゆい。

「じゃってじゃって、気になるからしょうがないのじゃよぉ！　あ、なんだったら肩を揉んであげるのじゃよ？」

「だから肩はいいよ！　何でそんなに執拗に肩を揉みたがるんだよ！」

「え？　や、特に理由はないのじゃ！」

「ないのかよ！」

「じゃ、じゃけど、ちょっと手持ちぶたさんじゃから」

「かわいいことになっちゃってるなぁ！」

「んむ？」

　シロニャとの意思疎通を早々にあきらめた鋼は、しょうがなく肩にシロニャを載せたまま操作を続けることにした。少々うるさいが、制作者が助言をしてくれるというのはありがたいと言えばありがたい。

「そうじゃ！　まずタレントから取得するのはどうじゃ？　能力値とアビリティは結構普通じゃが、タレントは全部ワシが自分で考えた自信作なんじゃぞ？　しかも、その数はなんと、驚きの七千七百七十六個!!」

「そこまで行ったのに、どうしてあと一個頑張れなかった！」

　耳元で勝手なことをしゃべってくるシロニャにどうしても反応してしまいながらも、鋼はマイペースに作業を続けていた。

　まずは検証だ。シロニャがタレントタレントとうるさいので、タレント欄を開く。目に映るのは、ページを埋め尽くす膨大な数の項目。しかも、その一つ一つに目を通していくと……。




【瞬間記憶復元】２０Ｐ

《思い出せそうで思い出せない芸能人の名前や昔の歌の歌詞などを瞬時に思い出すことが出来る》

【絶対音感（駄）】２０Ｐ

《どんなアニメを見ても、キャラクターの声から声優の名前が分かる》




「なにこのゴミみたいな能力の山は……」

「むっ!?　何を言っとるんじゃ!?　テレビを見とる時はどっちもすごく便利そうじゃろ？」

「何でこっちの世界のお茶の間限定のお役立ちスキルを入れてるんだよ！」

　まさしくシロニャが考えたというのが納得の、ろくでもない効果のタレントが多かった。少なくとも、こんなのを二十ポイントも出して習得する人間がいるとは思えない。

　それでも鋼は何とか有用そうなタレントを探し続け、最初のページの後半まで見てから、ようやく無難そうなタレントを一つ発見した。




【筋力の才能】２０Ｐ

《筋力に対する高い適性。筋力の成長に２０％のボーナスを得る》




「えー！　そんなの地味でつまんないのじゃよー！」

　と後ろでシロニャが騒いでいるのを無視してこれを取得。そういえばこれで筋力を上げやすくなるのか、と思って、もう一度筋力を上げてみると、今度は九ポイント目を投入したところで筋力が上がった。さらにポイントを振ると、今度は八ポイント目で筋力が上がった。

「……うん」

　便利と言えば便利なのかもしれないが、微妙、というか、シロニャではないがちょっと地味だ。

　それに、一つだけ気になることが出来た。

「ところでさ、シロニャ。これって、使っちゃったポイントって元に戻したり出来ないのか？」

「もちろん、その点は抜かりないのじゃよ！　能力値を上げるのに使ったポイントだって、左ボタンを押して能力値を下げれば戻ってくるのじゃ」

「そうなのか！」

　鋼はほっと息をつき、筋力にカーソルを合わせ、十三まで上昇した筋力を十二に戻して……。

「……まあ、能力値一につき、一ポイントだけじゃけどな」

「うおおおおい！」

　ボーナスポイントが一しか戻らなかったのを見て、絶叫した。

「ちょ、ちょっと！　筋力上げるのに八もポイント使ったんだぞ！　なのに一しか戻ってこないってどういうことだよ！」

　貴重なポイントを七ポイントも完全に失ってしまったことになる。

「いや、ほら、その、あれじゃ……。簡単に能力値を上げ下げできちゃうと前世ボーナスとか意味なくなっちゃうじゃろ。あと、成長率とかあるから色々と設定めんどいし……」

「抜かりはないのじゃ、とか言ってたじゃないか！　どうしてくれるんだよ、ほんとに！」

　むしろ抜かりありまくりだった。

「そうだ！　リセット！　最初の状態に戻す、とかないのか？」

「あ、それならあるのじゃ。隠しコマンドで、ＬＲスタートセレクトを同時押しすると初期の状態に戻るのじゃ！」

「何で転生マシーンに隠しコマンド仕込んどくんだよ」

　ぶつくさ文句を言いつつ、言われた通りにボタンを押すと、ぷつん、という音がして画面が暗転した。

「それから、ＬとＲとＸを三秒間長押し――」

「はいはい」

　画面は暗いままだが、鋼は言われた通りに今度はＬとＲとＸボタンを押し込んで、

「――するとボーナスポイントがゼロになってしまうので、絶対にやっちゃダメなのじゃぞ」

「っわぁあああああ!!」

　慌てて離した。

　画面には、「残りポイント：１２０」の文字。どうやらギリギリセーフだったようだ。

「お、お前！　お前はぁああああ！」

「な、なんじゃよ、もー！　ワシはよかれと思って助言をしてやっとるのにぃ！」

「お前の助言はナチュラルに地雷なんだよ！」

　シロニャと鋼はしばらく至近距離でにらみ合う。

　やがて、ふんっとシロニャがそっぽを向いた。

「いいのじゃいいのじゃ！　どうせワシなんて役立たずなんじゃろ！　もう知らないのじゃ！」

　そう言うと、シロニャは鋼から逃げるように背を向けて、ふて寝するようにその場に横になってしまった。

　ちょっと大人げなかったか、と思った鋼は、出来るだけ穏やかな声を作って、シロニャに言葉をかける。

「ごめんな、シロニャ。でも、本当に一人でじっくり考えてみたいんだ。……転生する前には、必ず声をかけるからさ。それでいいだろ？」

　しばらく、返事はなかった。しかし、数秒後、ちょっとすねたような声で、シロニャが口を開いた。

「……ワシは大らかな神様じゃから、許してやるのじゃ」

「シロニャ、ありがとう」

　鋼に言われて、シロニャは照れたように尻尾でぽむぽむと地面を叩くと、早口で言った。

「じゃ、じゃけど、何か用事があったら遠慮なく起こすのじゃぞ。あ、そうじゃ！　もし肩揉んでほしくなったら……」

「あ、それは絶対ないから大丈夫」

　ガックリと肩を落としたシロニャはまるで本物の猫のように丸くなり、今度こそ夢の世界の住人になったのだった。




　　　３




　すぴー、すぴーと寝息を立て始めたシロニャに背を向けて、鋼は本格的に転生設定に取りかかった。

「そういえば、タレントとかアビリティの効果って累積するのかな？」

　鋼もいくらかゲームをやっているから分かるが、これは結構大事なことだ。

　例えば、攻撃力が二十％アップの能力と攻撃力十％アップの能力を同時に取った場合、合計されて三十％アップになるのか、それとも効果が強い方だけが適用されて二十％しかアップしないのか、はたまた最後に取ったのだけが有効で十％だけのアップになるのか、色々と可能性がある。

「ちょっと、試してみるか」

　幸いにも、能力成長アップの効果だけならここで確かめることが出来る。どうせリセット出来るのだからと、筋力を含めた全ての能力値をゼロまで下げてポイントを増やし、残りポイントを百七十六まで増やしたところで実験を開始した。

　魑ち魅み魍もう魎りよう渦巻くようなタレントの中から、筋力アップに関係するものだけを取っていく。ギリギリまで、残りポイントが六になるまでタレントを取得すると、ラインナップはこのようになった。




【脳筋の誓い】２０Ｐ

《筋力の成長に１００％のボーナスを与えるが、知力の成長にマイナス５０％のペナルティを受ける》

【火力至上主義】４０Ｐ

《筋力の成長に２００％のボーナスを与えるが、頑強の成長にマイナス８０％のペナルティを受ける》

【躍動する二の腕】３０Ｐ

《筋力の成長に１００％のボーナスを与えるが、上腕二頭筋ばかりに筋肉がつく》

【報われぬボディビルド】３０Ｐ

《筋力の成長に１００％のボーナスを与えるが、どれだけ筋力を上げてもムキムキにならない》

【バンバンバンプアップ】５０Ｐ

《筋力の成長に関する技能の効果が三倍になる》




「ちょっと、やりすぎたかな」

　これが全部累積されるとするなら、筋力の成長率は最初の十六倍になっているはずだ。さすがにそこまで都合のいい話はないか、と思いながら、筋力にポイントを振ってみると、

「おおっ！」

　一ポイント振っただけで、筋力がゼロから一まで成長した。半信半疑だったが、やはり能力成長系の技能の効果は累積するようだ。試しに、もう一ポイント振ってみる。

「うわ、凄い！」

　今度は一気に筋力が三まで増えた。調子に乗って、残った四ポイントを全て入れてみる。すると、筋力は一気に九まで増えた。

「本当に凄いな。たったの六ポイントで、九まで上がるなんて、これは意外と……いがい、と……」

　その瞬間、鋼の脳裏に閃きが走った。

　六ポイントしか使わずに、九まで筋力を上げられた。これは、本当に凄いことで、たぶんこの機械を設定したシロニャも、全く想像していなかったことだ。

　だからもしかすると、もしかすると、これを使えば……。

　鋼はゴクリ、と唾を飲み込んで、今上げたばかりの筋力を、ゼロに戻した。

　そして、画面の上部におそるおそる目を向けて……。

「……噓、だろ」

　そこに「残りポイント：９」と書かれているのを見て、自分の目を疑った。

　筋力を上げる前は、確かに六ポイントしか残っていなかった。しかし今、ポイント以外が前と同じ状況であるにもかかわらず、残りポイントは九存在している。

「ポイントが、増えた？」

　理屈としては、分かる。

　今の筋力の成長率は最初の十六倍。つまり一ポイントにつき、筋力は一・六ずつ上がっていく。だが、筋力をポイントに戻す時、そのレートはどんな時でも一のまま、変わらない。

　だから、この状況で筋力を上げ下げすると、一回につき〇・六ずつ、ポイントが増えていくことになるのだ。

「これは、まずいよな……」

　ゲームでは、技能を組み合わせて最適な能力を探るのはキャラクターを作る醍醐味だと言える。だからと言ってこれはやりすぎだ。おそらく制作者も想像していなかった、裏技なんて呼ばれるものに当たるだろう。

　鋼は、そっと背後を振り返った。そこには、鋼の背中に身を預けるようにして、丸くなったシロニャが眠っている。猫のように手首を曲げて、気持ちよさそうにしきりに眉をこすっていて、当分起きそうにない。

「……まあちょっと、試してみるくらいなら」

　鋼は誰にともなく言い訳して、増えた九ポイントを全て、筋力に振り分ける。筋力はぐんと増えて、十五に到達した。すぐに筋力をゼロに戻すと、上げた筋力がそのままポイントに変わり、残りポイントは十五になった。

　間違いない。明らかにこの方法でポイントが増やせる。

　分かってしまうと、止まらなかった。今度はさっきよりもためらいなく、全部のポイントを筋力へ。それを一気に戻す。ポイントはあっという間に二十四に。増えていくポイントに、何とも言えない快感すら覚える。

　まるで理性を失った動物のように、何度も何度も、夢中になって筋力にポイントを振り、またゼロに戻す。

　その度にポイントは増える。増えていく。

　二十四から三十八、三十八から六十一、六十一から九十七、そして九十七から百五十六へ！　ついには初期のボーナスポイントをあっさりと抜かしていく。

　興奮は止まらない。しかしここまで来ると、ボタンを連打するのが疲れるようになってくる。

「あ、そうか。連射機能」

　ちょっとした思いつきで、無駄機能だと思われていたコントローラーの連射機能を活用すると、ポイント増殖の能率は飛躍的に上がった。バカみたいなスピードで、ポイントがぐんぐん増えていく。膨れ上がっていく残りポイントの桁数を見ていると、鋼はもう、浮かび上がってくる笑みを抑え切れなくなっていて……。

「待てよ。成長アップのタレントをたくさんつけると能率は上がるはずだよな。あ、いや、筋力だけじゃなくて、他の能力値でも試してみれば……」

　もっと速く、もっと能率よくポイントを稼ぐにはどうすればいいか、そのプランがいくつも浮かび上がる。

　いつしか、鋼の中からはうしろめたさどころか、本来の「転生のために理想の自分を作る」という目的すら消え去って、ひたすらポイント稼ぎに没入していくのだった。
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「ふわぁぁあ。よく寝たのじゃぁ」

　数時間後、目を覚ましたシロニャが見たのは、目をどんよりと曇らせて、まるで幽鬼のように画面にかじりつく鋼の姿だった。

「あ、れ？　……シロ、ニャ？」













　ゾンビのような緩慢な動作で、鋼がシロニャに振り向いた。

　ある意味昔見たミイラを超える、そのあまりに不健全な空気に、シロニャは思わずたじろぐ。

「な、なんじゃ、そのパンダみたいなでっかい隈と、つや消ししたみたいなレイプ目は。おぬし一体何しとったんじゃ？」

　数時間にもおよぶ超単純作業である。

　が、今の鋼にはその質問に答えられるほどの正気は残っていなかった。コントローラーを動かしながら、ほけーっとした顔で首をかしげるだけ。

「な、なんじゃおぬし、あれからずっと転生エディターをやっておったのか？　そろそろ休んで……」

　ぶつぶつと文句を言いながらシロニャは画面を覗き込んで、

「にゃ、にゃんじゃぁ！　これはぁ！」

　すっとんきょうな叫び声を上げた。

　シロニャが叫ぶのも無理はなかった。その時すでに、鋼のボーナスポイントは一千万を超えていたのだ。

　だが、そんな空気を全く読まず、鋼が作業を続ける。

「あー、そうだー、シロニャ。これ、おもしろいんだぞ。これを、こう、やって、こうやると、ポイントがバーッとふえて……あはははは！」

　増減する能力値。そして、それにつれて増えるボーナスポイント。

「ま、まさか、アビリティとタレントで能力値の上昇レートを上げまくった？　し、しまったのじゃ！　それをされたらたしかにポイントが増えてしまうのじゃあ！」

　さすがに制作者。一瞬で鋼が何をやっていたのかを見抜いた。そして見抜いたからこそ、ことの重大さに気付いて顔を青くする。

　同時に、シロニャを見たことで鋼もほんの少し、当初の目的を思い出した。

「あー。そういえば、きゃらくたーをつくらなきゃ。これだけぽいんとがあれば、つよいのつくれるかな？」

　しかし、それで顔面蒼白になったのは当然シロニャだ。必死で止める。

「だ、ダメじゃダメじゃ！　そんなのダメじゃ！　だ、だってそんなのズルいもんじゃから！」

「えー。だけど、こんなにがんばったのに……」

「ダメったらダメじゃ！　一千万ポイントとかもう神様の力超えちゃっとるもん！」

「え？　むりなの？」

「や、別に無理なワケじゃな……そう！　無理なんじゃ！　そんなポイントたくさんあると無理なんじゃからあきらめるしかないんじゃ！」

「へー。そうなんだー」

「そうなんじゃ！　そうなんじゃから、ほら、あきらめておとなしくゲームでも……」

「まっ、ためしにやってみるかー」

「ダ、ダメじゃああああ！」

　あせったシロニャは、鋼の予想もつかない掟破りの強硬策を取った。鋼から一瞬だけコントローラーを奪い、転生開始のボタンを押したのだ。

「てんせいかいし、あとじゅうびょう……って、転生開始!?」

　ようやく正気に戻った鋼が叫ぶが、もうカウントダウンは始まっていた。

「ふ、ふふふ。ざ、残念じゃったのじゃ！　こうなったらもうワシにも止められないんじゃよ！」

「おまっ、この、シロニャ!!」

　鋼の怒声にシロニャは一瞬だけ尻尾をぴくんと跳ねさせたが、すぐにすねたように唇を尖らせた。

「う、うるさいのじゃ！　おぬしがワシに黙ってこそこそとおかしなことしとったのがいけないのじゃ！　あ、ほらもう五秒経っちゃったもんね！　ごー、よーん……」

「く、くぅ！　こうなったらぁ！」

　破れかぶれになった鋼は作業を中断して〈タレント〉を選択。

　タレントのページの一番下、必要ポイントの多い、最高レベルのタレントのページを開いて、

「これ、だぁああああああ！」

　名人顔負け、三百六十連射を起動させる。

「ああぁ！　そんなデタラメな！」

　シロニャの悲鳴。しかしそれとは無関係に、固定された十字キーの上と決定ボタンは人の限界をはるかに超えた速度で連打を続ける。

　残り時間は、たったの二秒。

　だが、その間に七百二十回の連射を可能にする悪魔の機械は寸すん毫ごうの遅れも緩みもなく自らの仕事を果たし、

「ま、まさか……！」

　とうとう一千万あったはずのポイントをきっかり０にまで消費した瞬間、

「う、うわぁああああああ！」

　鋼の体は、突如現れた闇に飲み込まれていった。
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　存在が、ほどけていく。

「あ、ああああああああああああああ！　うあああああああああああああああ！」

　我知らず、鋼の口から傷ついた獣の咆哮が漏れる。

　だが、止まらない。結城鋼という存在を構成している要素の結合がほつれ、分解されていく。

　闇しかないその空間に、かつて結城鋼だった物体がまぎれ、消えていく。

　存在が消える恐怖。自分が何者でもなくなるという怖れ。

　まさにこの世の地獄を体現したかのような闇の世界に、

「とんでもないことを、してくれたのう」

　鮮烈な光が差し込んだ。

「シロニャ……」

　腐っても神、と言うべきなのか、不可思議な闇の世界にあっても、その存在は揺らぐことなくそこにあった。

「とんでもないことって、なんだよ」

　間断なく続く恐怖と痛みに耐えながら、鋼は強がった口調で白い少女に問う。

「胸に手を当てて、考えてみるのじゃ。本当に、分からんのか？」

　静かな怒りを秘めた厳おごそかな声で、シロニャは問い返した。

「まさ、か……」

　鋼の頭にひらめく、一つの、そして最悪の可能性。

「もしかして……。僕が力を使わせすぎたせいで、世界のバランスが？」

「いや、それは大丈夫じゃ。それは神が直接力を使った場合。今回の場合は人間のおぬしが自分で抜け道を見つけて力を獲得しただけじゃから関係ないじゃろ。あんなのズルじゃけど、人間自身の努力という扱いで世界のバランスは崩れないはずじゃ。……ズルじゃけど」

　シロニャは若干根に持っているようだが、幸い世界のバランスには影響がないようだ。

「だったら、何が問題なんだ？」

「なに、簡単な、ごく単純な話じゃよ」

　沈痛な、どこか自虐的とも取れる態度で、シロニャはとうとう真相を打ち明ける。

「転生マシーンにあんな不具合があったってバレたら、ワシは母様にお尻ペンペンされるのじゃあ…！」

「そ　ん　な　理　由　か　っ　!!」

　鋼はシリアスにしていた自分が一気にバカらしくなった。

　しかし、それで収まらないのがシロニャだ。

「そんな理由、で片付く話じゃないのじゃよ！　母様はパンツまでおろして尻をたたくのじゃぞ！　神としての基本的な尊厳まで奪われるあの屈辱と、でもちょっと気持ちよくなってしまう感じ、おぬしに想像できるかの!?」

「したくもないわ！」

　アブノーマルな告白ならよそでやるか、せめて転生中じゃない時にしてほしいと鋼は痛切に思った。

「ワシのお尻に紅葉もみじができちゃったらおぬしのせいじゃぞ！　そうなったら携帯で写真撮って見せにいくからの！」

「来なくていい！」

　こんなバカなやりとりをしている間にも鋼の体は粒子になって絶賛消滅中なのだ。付き合っていられないにもほどがある。

　神様僕は何か悪いことをしましたかと祈りそうになって、鋼は自分の目の前にいるのが神様だったことに気付いて慌ててやめた。

「それより、今僕はどうなってるんだよ！　なんか消えてるんだけど！」

　生きながら存在を分解される恐怖なんてものは、体験しないと分かるものではない。

　鋼は必死の形ぎよう相そうでシロニャに問いかける。

「そりゃそうじゃろう。おぬしはこれから赤子となって、別の世界で生を受けるのじゃ。じゃからこれまでの姿を捨て、新たな器を作る必要がある。当たり前の話じゃろ」

「当たり前って、こんな……。誰かさんのせいで、心の準備も出来なかったのに…！」

　これで、今まで十七年近く生きてきた〈結城鋼〉という存在が死ぬ、消えるというのに、それを平然と見守るシロニャに思わず恨み言が漏れた。

　だが、他のことはともかく、強制的に転生を開始してしまったことには責任を感じたのか、シロニャはわずかながら譲歩した。

「う、うむ。仕方ないのう。ならばワシから餞別じゃ。ワシのとっておきを一つ追加で習得させてやるのじゃ」

　シロニャが手をかざすと、鋼の体に何かが入り込んできた。同時に、頭の中に直接響く、メッセージ。

　鋼はタレント【瞬間記憶復元】《思い出せそうで思い出せない芸能人の名前や昔の歌の歌詞などを瞬時に思い出すことが出来る》を手に入れた！




「いっらねえぇぇぇぇぇぇぇええええええええええ！」




　それが鋼の、〈結城鋼〉としての最後の、そして最期の言葉になった。




　……。




　…………。




　………………。




　……………………。




「あ、れ？　僕は……」

　鋼が次に目を覚ました時、そこはもう、何もない世界でも闇の世界でもなかった。

「緑の、においがする」

　辺りを見回す。鋼は木々に囲まれた野原のような場所にいた。

　日本で似た光景を探すとなると、森林公園だろうか。しかし、これだけではここが元の世界なのか、異世界なのかを断定することは出来なかった。

「そうだ！　たしかシロニャは転生すれば赤ん坊になるって……」

　急いで鋼は自分の姿を見下ろしてみた。

　視線を下げた鋼の両の眼に映ったもの、それは……。

「な？　え？　どういうこと？」

　大きさ的にはとても赤ん坊とは言い難いものの、生まれたままの自分の姿、つまり、

　――全裸になった自分の体だった。
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「ええっと、待て？　これは、一体何が起こったんだ？」

　木々に囲まれた野原で一人、鋼は混乱していた。

　混乱の元は、一番見慣れているはずの自分の体だ。しかしよく見ると生前（？）の自分の体よりも少し小さいような気がするし、何より全裸だ。

　状況が全く分からない。

　だが、ただ一つ、分かることもある。それは、この事態がおそらく、ある一人の能天気な神様によって引き起こされたのだろうということ。

　鋼は、その鬱憤全てを込めて、空へと咆哮を上げた。

「くっそぉ！　シロニャァァァァァアアアアアアア!!!」




《なんじゃよ、もー。そんなに大声出さなくても聞こえるのじゃ》




「え？　え？　シロニャ？　何で？」

　鬱憤晴らしに叫んだだけで、返事を期待していたワケではなかった。なのに突然頭の中におなじみの猫神の声が聞こえてきて、鋼は大いに狼狽した。

《大方、おぬしが転生前の最後の二秒間に〈神託〉のタレントでも取得しとったんじゃろ。神託で習得できるスキル〈オラクル〉を使えば、離れた場所にいる神様と会話ができるのじゃ》

「スキル、ってゲームで言う技みたいな奴か？　でも僕は、別にそんな特別なことなんて何もしなかったけど」

《オラクルは通信したい神を思い浮かべて呼びかけるだけで発動するのじゃ。まったく、人と話すのなんて面倒じゃから、必要ボーナスポイントを多めに設定しといたのに。なんでこんなもの取得するんじゃ……》

　シロニャはさっそく不良神様ぶりを発揮して毒を吐き始めるが、今の鋼にそんなものに構っている余裕はなかった。

「そ、そんなことより！　いきなり転生前と同じくらいの年でスタートしてるんだけど！　あと全裸なんだけど！」

《ああ。そういうことならアレじゃ、たぶん、タレント〈少年期編スキップ〉を取得しとったんじゃな》

「少年期編スキップ？」

《ほら、よくゲームとかであるじゃろ？　子供の頃はチュートリアルばっかりじゃから、二周目からは飛ばせる機能。ワシも二度もパ〇スが死ぬところなんて見とうないなぁと思ったもんじゃし》

「いやいや！　ゲームなら分かるけど、そんなの現実に実装するなよ！　じゃ、じゃあ何？　僕の子供時代はそんな軽いノリで省略されちゃったワケなのか？」

《たぶん、そうじゃのう》

「いや、もうそれタレントとかの域を超えてるから！　あと全裸なんだけど!!」

　鋼はあまりの事態に頭がくらくらしてきたが、とりあえずショックを受けるのを後回しにして、現状の把握に努める。

　というか、子供時代がどうとかより、正直今だけはとにかく全裸を何とかしたかった。

《全裸……そうじゃな。少年期編をスキップした場合、装備は年相応のものが支給されるはずじゃから、全裸の原因は〈少年期編スキップ〉ではないの》

「何か心当たりはないのか？」

《うぅむ。全裸になるタレントなんてワシも設定しておらんのじゃ。本当に服はないんじゃろうな？》

「当たり前で……あれ？」

　実際に体にさわろうとしてみて、鋼は服は見えないが、感触だけは感じられることに気付いた。

「もしかして、見えないだけで服はあるのかも」

《やはりか！　それなら分かるぞ。ならばアレじゃな！　アレ！　そうじゃ、〈初期装備透明化〉！》

「何であんたはそういう余計な能力ばっかり作るんだよ！」

《いや、じゃって選んだのはおぬしじゃし》

「くぅ、この、ホントに、あんたって人はぁああ！」

《人じゃないもん。神じゃもん》

「くぅぅぅぅう！」

　この大人げない神様に何か痛烈な一言を浴びせ倒してやりたかったが、そんな時間はない。

　今は周りに人影はないが、こうやってくだらない言い争いをしている間にも誰かがやってくる可能性はどんどん上がっているのだ。

「ふー。まあ、今はその話はいいや。それよりこれ、どうすればいい？」

《え？　ふつーに誰かに頼んで服借りればいいじゃろ？》

「あのね！　いくら何でもこの格好で人前に出れるワケないだろ！」

《そうか？　んー。最後の手段は、あるにはあるんじゃけどなぁ》

「それは、どんな？」

《ある意味定番の方法じゃよ。まず、大きめの木を見つけてじゃな。その近くに落ちている葉っぱを……》

「あ、オチ見えたからもういいや」

《葉っぱを拾って、股間に……》

「だからもういいって」

《通称〈忍法木の葉かく……》

「いいからだまれぇえええええええええええええええ！」

　鋼の大声に、耳がキーンとなった神様は、しばらく黙った。

《なんじゃよもぉ。せっかくのアドバイスじゃったのに……》

「頼むから、司法当局ににらまれないタイプの解決法を教えてくれよ」

《むぅ。仕方ないのう。もしかすると、こういう時に使えるタレントを習得しとるかもしれん。それを試してみるか？》

「あるなら最初からそっちを教えてくれよ！」

　鋼は半泣きで懇願したが、シロニャがこのくらいで方針を変えないのはもう鋼にも分かっていた。

　とりあえず見た目全裸を回避するため、シロニャの指示に従うことを泣く泣く決意する。

《よーし。ではまずは「配色変更！」と大声で叫んでみるのじゃ》

「は、配色変更!!!」

　無人の野原に鋼の声が響く。

　ハガネは　おたけびを　あげた。

　しかし　なにも　おこらなかった

「何も起こらないじゃないか！」

　しかも結構はずかしかった。鋼の顔は少し赤くなっていた。

《うむ。〈衣装配色変更〉のタレントは所持しとらんようじゃの。なら次は『燃えろ俺の小コ宇ス宙モ！』と言ってくれるかの？》

「……………………………………………………も、もえろおれのこすも」

　鋼が小声でそう口にした次の瞬間、鋼の服が突然光を放ち、黄金色に輝いた。

《おおお！　おぬしは〈黄金聖闘士化〉のタレントを取得しとったようじゃの》

「ええと……黄金、聖闘士？」

《うむ。聖闘士はペガサスとか、ドラゴンとかのかっこいい戦士のことなのじゃ。その中でも黄金聖闘士は超エリートで超強いのじゃぞ!!》

「いや、それだけじゃ意味分からないんだけど」

《う、正直言うとワシもテレビＣＭでしか見たことないので、よく分からんのじゃ。でもとにかく、黄金聖闘士化をすると装備が全部金ぴかになるので、全裸を免れるはずじゃ！》

「それ以外の効果は？」

《特にない！　でもかっこいいじゃろ？》

「……まあ、全裸じゃなきゃどうでもいいけどさ」

　鋼はだんだんと、あきらめの境地に達しようとしていた。




　　　３




　何とか全裸姿を回避した鋼は、とりあえず人の姿を求めて歩き出した。

　野原だと思っていた場所は、広い自然公園か何かだったようで、音のする方に歩くとすぐに街に出て、人の姿を見つけることも出来た。

「お、おぉぉ……！」

　そこはおそらく、何の変哲もない街の一角だった。しかし、鋼は驚嘆の声をあげる。

　街を歩いているのは、地球の人間とほぼ同じ背格好をした人間たち。だが、中には地球では絶対にお目にかかれないような人たちの姿もちらほらと見受けられた。

　髪の色が金色だったりピンクだったり青かったり、はたまた顔がトカゲだったり耳が尖っていたり、アニメやゲームなどで見るファンタジー世界の住人が、そこには普通に歩いていたのだ。

《おお。そういえば転生前に言い忘れとったが、そちらの世界にはたくさんの亜人がおるぞ。定番のエルフにドワーフ、ホビット、あとはちびのハーフリングや、トカゲ人間のドラコニアンなんかもおるの。亜人の中ではエルフなんか比較的よく見る方じゃ》

　ほんの数時間前の鋼だったら信じられないようなシロニャの台詞も、さすがに実物を目の前にしては説得力が違った。

　続けて、それ以外にも目を向けると、建築物もやはりファンタジー世界の定番っぽい。石造りの建物が並んでいる。

　海外旅行の経験はないからよく分からないが、ヨーロッパの古い街並みはもしかしたらこんな風なのかもしれない、と思わせるような光景だ。それこそ鋼が生前にやっていたファンタジーゲームにありがちな雰囲気で、街の人に突然「ハマジリの町にようこそ！」とか声をかけられても鋼は大して驚かなかっただろう。そこそこゲームが好きだった鋼としては、やっぱり興奮するシチュエーションだ。

　ただし、問題も一つあって……。

「言葉、全然分からないなぁ」

　道行く人々の話が、一言も理解出来ないということ。

　見た目がある程度地球の人と似ているからと言ってもここはやはり異世界。言葉まで地球と同じ、というワケにはいかないようだった。

《普通は転生しても赤ん坊からのスタートじゃからの。子供のうちに言葉なんぞ自然に覚えるんじゃが》

　まだオラクルでつながっていたのか、聞かれてもいないのにシロニャがそう補足する。

　そんなことを言われても、鋼には今さらどうしようもなかった。

「というか、まだいたんだ、シロニャ」

《うむ。今、ゲームは連コン放置してレベル上げしとるからのう。暇なのじゃ》

「あんた、本当に神様なんだよな？」

　ちなみに連コンとは連射機能付きコントローラーの略であり、その機能を使って自動でレベル上げやアイテム集めをすることを、連コン放置と言ったりする。

《失礼な奴じゃな！　じゃからこうやってゲームの合間に仕事しとるじゃないか！》

「せめて仕事の合間にゲームしろよ！」

《あ、それよりワシの３６０連射コントローラー知らんかの？　見当たらなくなっちゃったんじゃが》

「それよりじゃないし、そんなの知らないから！」

　シロニャとオラクルで言い合いながら、あてどなく街をさまよう。

　金ぴかの服を着て独り言にしか聞こえないやりとりをしているせいか、やたらと注目を集めている。中にはこちらを興味深そうに見る人もいたが、話しかけようにも言葉が分からない。ついでによく考えてみたら、自分はこの地に知り合いゼロな上に無一文ではないのだろうか。

　そんなことに思い至って、鋼が暗い気持ちになった時だった。




「――を守護せし、偉大なるルウィーニアよ」




　鋼の耳に、不意に声が飛び込んだ。

「今の、は……」

　かすかにだが、確かに聞こえた。いや、聞こえただけじゃない。確かに、聞き取れた。つまり、鋼にも言葉の意味が分かったのだ。

　――まさか、僕の他にも日本人が!?

　たまらず、鋼は声が聞こえた方向に走り出した。

「――慈悲深き御身の恩寵を以て、ここに奇跡の顕現を願う」

　声はまだ続いている。鋼は耳に届くその声を頼りに、その出所を探す。

「――魂の回帰を、リザレクション！」

　それは、街の外れに静かにたたずむ教会。その入口の扉が小さく開いて、中から女性の声が漏れている。

　鋼は迷わず、その教会に足を踏み入れた。

「すみませんっ！　……ぁ」

　目に飛び込んできたのは、割れた壺と、その前で青いクリスタルのついたロッドを構える、一人の女性だった。
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　一番に目を引いたのは、ある意味エルフ以上に異世界に来たことを実感させる、目の覚めるような青い髪。同じく青を基調とした修道服らしきものに身を包み、それが彼女に穏やかで神聖な雰囲気を与えていた。

　背は今の鋼より少し低いくらい。年は二十歳くらいだろうか。最初は髪の色にばかり目が行ってしまったが、よく見ると顔立ちも相当に整っている。そして、日本ではお目にかかれないような西洋風の整った美貌に、鋼は呼吸すら忘れて見入ってしまった。

　そんな彼女が背後に割れた壺を隠すようにして鋼に向き直って、ようやく我に返った。

「す、すみません！　急に知ってる言葉が聞こえたので！　あの、僕の話している言葉、分かりますか？」

　彼女は一瞬だけぽかんとした表情を作るが、すぐに立ち直り、優雅な仕種で鋼に歩み寄ってくると、

「ワカリ　マス。アナタ　モ　ワタシ　コトバ　ワカリマス？」

　この世界の住人で初めて、鋼に理解出来る言葉を投げかけてきた。

　少し片言気味なその言葉に、しかし鋼はテンションを上げ、勢い込んで返事をする。

「分かります！　よかった！　日本語の通じる相手がいなくて困ってたんです！」

「ニホン、ゴ？」

　おかしなことを言ったつもりはなかったのだが、美人のシスターは鋼の言葉にちょっと首をかしげた。

「コノコトバ　ニホンゴ　チガウ　マス。ハルカムカシ　マホウブンメイノ　コトバ。イマハ　シンセイマホウノ　エイショウ　ダケ　ツカウ　マス」

「……ぅえ？」

　予想外のことを聞かされて思考停止する鋼の頭に、シロニャの能天気な声が聞こえた。

《ん。そういえば、〈古代魔法言語習得〉のタレントを、二千ポイントくらいで作ったような気はするの》

「やっぱりお前が犯人か……」

　どうやら、自分は日本語を話しているつもりで、一度も聞いたことすらないはずの謎の魔法言語とやらを話していたらしい。

　鋼は力なく肩を落としたが、これは考えようによっては好都合だ。全く言葉が通じなかったさっきまでを思うと、むしろシロニャグッジョブと言ってもいいくらいだ。

（それにしても、神聖魔法、って言ってたっけ。やっぱりこの世界には魔法ってあるんだな……）

　また、鋼にとってはシスターの言葉は別の意味でも衝撃だった。改めて、ここが「剣と魔法の世界」だと認識する。

　しかし、だとすると鋼がこのシスターの言葉を聞き取れたのは、彼女が呪文の詠唱をしていたからだったのだろうか。

「あ、もしかして、さっき何か魔法を……」

「ソウダ　スコシ　マッテイテ　クダサイ」

　鋼が尋ねようとすると、シスターは機先を制するようにそう言って、教会の奥へと入っていってしまった。

「あ、ちょっと……」

　せっかくの話が通じる相手がいなくなってしまうかと心配したが、シスターはその手に何かを持ってすぐに戻ってきた。

「コレ　ドウゾ」

「あ、どうも？」

　差し出され、つい受け取ってしまう。

　それはむき出しの、小さな革のベルトのようなものだった。

「重っ！」

　何か魔法でもかかっているのか、ベルトを渡された鋼は見た目の材質に見合わないその重量感に驚いた。

　目を丸くする鋼に、シスターは身振りでそれを首に巻くように指示する。なぜそんなことをしなくてはならないのかは分からないが、別に一度つけたら外せないということもないだろう。

　おかしなことになったらすぐに外そうと思いながら、鋼は苦心してその革のベルト、いや、チョーカー（？）を首に巻いた。

「どうですか？　この魔道具には、翻訳の魔法がかかっているはずなのですが、きちんと通じていますか？」

「き、聞こえます。はっきり」

「それはよかったです。私の方もきちんと聞こえていますよ。翻訳されるのは大陸共通語だけですが、これを着けているだけで話せるようになります」

　言葉が通じるようになったところで、改めて自己紹介。美人のシスターはミスレイと鋼に名乗った。

「ミスレイさんですか。ええと、僕は……」

　口にしかけて、言いよどむ。結城鋼という名前は元の世界でのものだ。そのまま使っていいのかと迷ったが、

「僕は、結城、鋼と言います」

　結局、他の名前も思いつかない。何か問題があれば後で訂正すればいいと、鋼はそのままの名前を名乗った。

「なるほど、ハガネ様、ですか」

「あ、いえ、コウ、でいいです。故郷では、そういう風に呼ばれていたので」

　様づけは少し恥ずかしい。鋼が照れを隠すようにそう言うと、

「分かりました。コウ様ですね」

　とミスレイは全く分かっていないことを言い、

《なっ！　なんじゃおぬし！　そんな台詞、ワシには言ってなかったじゃろ！》

　なぜか頭の中でシロニャまで騒ぎ出した。それは単に自己紹介する機会がなかったからなのだが、鋼が反論する暇もなく、

《ワ、ワシもこれからおぬしのこと、コウって呼ぶんじゃからな！》

　そしてなぜか、ミスレイに対抗心を見せるシロニャの言葉をはいはいと聞き流していると、ミスレイがぐぐっと近づいてきた。

「それにしても、装備が全て金色なんて、素晴らしいセンスですね。むしろギル様とお呼びしても？」

「は、はぁ。遠慮しておきます」

　呆気に取られながらも断ることは断る鋼。

　ギル様ってなんだろう、と思わなくもなかったが、聞くと長くなりそうで、面倒な上に何の実りもない予感がしたため、鋼はスルーした。

「それにしても、本当に金ぴかで……」

　なんて言いながら、鋼の服を見ていたミスレイが、不意に表情を変えた。

　急に鋼にその整った顔を寄せてくる。

「え、ちょっとミスレイさん？」

「少し、待ってください。これは……金色になっていて分かりませんでしたが、やはり聖王の法衣！」

　ミスレイは金色に輝く鋼の服に目を見開いた。

　……字面からだと金製なのか鋼製なのか混乱してしまいそうだが、布製である。

「知ってるんですか？」

「ええ。最高レベルの法衣で、これを身に着けているだけであらゆる呪いを防ぐとか防がないとか」

「どっちなんですか？」

「防ぎます」

　呪いなんてものに出くわしたことはないが、それは非常に便利そうだ。

「他に、効果は？」

「さすがにそこまでは……。でも」

「でも？」

「このゴワゴワしたさわり心地が癖になりそうです」

「もういいです。ありがとうございました」

　真面目に話を聞いて損をしてしまった。この人はシロニャとはまた違った意味で厄介な人らしい。

「まあ、それよりもですね」

　聖王の法衣のゴワゴワ感を楽しむあまり、とうとう頰ずりを始めたミスレイを無理やり引きはがし、鋼は自分の首を指さした。

「その、本当にこんな便利なもの。頂いていいんですか？」

「ええ。教会はいつでも困っている人の味方ですから」

　こんな便利な翻訳魔法がかかったチョーカーを、ミスレイはただで鋼に譲ってくれるという。

　鋼には、彼女の笑顔が輝いて見えた。

「それにどうせコレ、魔物用ですし」

「……え？」

　ミスレイはやっぱり笑っている。

　でも、鋼にはその笑顔は、さっきほど輝いては見えなかった。

　しかしすぐに、ミスレイは自らの言葉を訂正した。

「冗談ですよ」

「で、ですよねー」

「本当は犬猫用です」

「…………」

「冗談ですよ？」

　ミスレイは笑ってそう言ったが、残念ながら目がマジすぎた。

　これチョーカーじゃなくてただの首輪じゃなかろうかと鋼は思ったが、すぐにそんなはずはないと疑念を打ち消した。

　ちなみにだが、鋼がその首……チョーカーをはめた時から、そのく……チョーカーまでもが金色に輝いたのは言うまでもない。

「それに大丈夫です！　ちゃんと似合ってますよ！　金色で！」

「そ、そうですか。ありがとうございます」

　この人金色だったら何でもいいんじゃないかという疑惑は浮かんだが、お世辞でも美人に褒めてもらえると嬉しいものだ。

　鋼は自然と笑顔になった。

「いえ、私も良かったです。ポチの首には合わなかったから……」

「え？　ポチ？」

　鋼の笑顔が曇る。

「いやですね。弟ですよ」

「で、ですよねー」

「もしくは弟みたいなケルベロスです」

「…………」

「冗談ですよ？」

　残念ながらやっぱり目がマジだった。

　色々と釈然としないものを残しながら、鋼はやはり首……チョーカーは貰い受けることにした。

「その首……ではなかったチョーカーに込められた魔力は強力なので、着けている限り何年でも使えますよ」

「あはは。じゃあ、もうコレ、外せませんね」

「うふふ。それは心配しなくても大丈夫ですよ」

「そうなんですか？」

「はい！　どっちみち呪われてるからもう一生外せませんもの」

「……え？」

　やはり笑顔のミスレイ。

　虫も殺さないようなその善良そのものの笑顔が、なぜか鋼には恐ろしく見える。

　奇妙な緊張状態を破ったのは、ミスレイの方だった。すごみのある笑みを崩して、朗らかに笑う。

「いやですね、冗談ですよ。ずっと外せないなんてこと、あるはずないでしょう？」

「で、ですよねー」

「ええ。外したくなったらおっしゃってください。格安で解呪をお引き受けしますから」

「……えっと。それも冗談、ですよね？」

　今度はミスレイも笑わず、ただそっと目を伏せた。

　鋼は泣きそうになった。

「あ、あの。本当に、外せないんですか？」

　あきらめきれずに言った鋼の言葉に、ミスレイはやはり無言。

　ただ、何も言わずに鋼の首に手を伸ばした。

「あ、あのっ」

　美人の繊せん手しゆが自分の首の辺りをまさぐる気配に、鋼の声が裏返る。

　それでもミスレイは何も言わず、ただ慈しむような目で鋼を見て、黙って鋼の首輪……もといチョーカーの留め金に手をかける。

　すると、

「あら？」

　チョーカーは、あっさりと外れた。

　自分の手の中で茶色に戻ったチョーカーを見て、ミスレイは蕩とろけるような笑みを見せると、鋼の手にそっと握らせる。

　最初に渡された時と同じ、軽そうに見えてずしっと来るその感触に、鋼はやっと息をつくことが出来た。

「な、何だ。外れるじゃないですか。びっくりさせないでくださいよ」

　そそくさとチョーカーを付け直した鋼がようやくひきつった笑みを見せると、ミスレイも満開の笑みを見せて、言った。

「私もびっくりしました。聖王の法衣って、本当に呪いを無効化する力があるんですね」

「………………」

　もうこの人だけは絶対に信用しないようにしよう。

　そう固く誓う鋼だった。
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（しかし、これからどうしたものか）

　棚ぼたとしか言えない幸運で、鋼の目下最大の悩みだった言葉の壁は何とかすることが出来た。

　だが考えてみれば鋼は今、住む場所も仕事もお金も知り合いもこの世界の知識も何もないままでこの場所に放り出されている状態なのである。このままでは最悪、野垂れ死にだ。

　恥をしのんで、ここはミスレイさんにこの世界でのお金の稼ぎ方を聞いて、と鋼は真剣に悩んでいた。

「ずっと気になっていたのですが、その金色の腕輪。もしかしてコウ様のアイテムボックスですか？」

「え？」

　だから、ミスレイのその言葉に反応が遅れた。

　ミスレイの視線は、まっすぐ鋼の左手首に注がれていた。そういえば、たしかに腕輪がある。

「アイテムボックス？」

「間違っていましたか？　物を収納出来る装飾品です。冒険者の方々がよくつけていらっしゃるので。もちろん、私の知る限り金色のアイテムボックスはありませんでしたが……」

「ああ、いえ。それってどうやって……」

　と使い方を聞こうとして、自分の持ち物の使い方を知らないというのは不審だとようやく思い至った。

　こんな時に鋼が取る手段は一つである。

「ちょっとすみません」

　とミスレイに断って後ろを向き、小声で呼びかける。

「シロニャ。まだ見てるか？」

　返事はすぐにあった。

《見とるよ。おぬしはそういうおっとり巨乳お姉さんタイプが好みなんじゃな。よぉく分かったのじゃ》

「おっとり巨乳？」

　言葉とイメージが合致しなくて、なんとなく、視線を戻してしまう。

　よく見てみると、やぼったい修道服に隠れて目立ってはいないものの、ミスレイの胸はそれなりにふくらんでいるようにも見える。

「何か？」

「っと、すみません」

　ミスレイに不思議そうな顔をされ、自分が胸を凝視してしまっていたことに気付いて、すぐに後ろを向く。

《ほれ見ろ！　これ見ろ！　そぅれ見ろ！　おぬしはやっぱりエロエロなんじゃ！　むっつりなんじゃ！　やーいこのエロエロ魔神ー！　色欲の権化ー！　むっつり大魔王ー！》

　後ろを向き終わると、ここぞとばかりにシロニャが責め立ててきた。

「いきなりそのテンションはなんなんだよ」

　何かいいことでもあったのかい、とか言ってやりたいが、下手なことを言うと爆発しそうだった。

《べーつにワシはいいのじゃよ。ワシがせっかく選んだおぬしが巨乳にデレデレしとっても全く気にしないのじゃ。ワシには何も反応しなかったくせに、そこの巨乳にちょっと近付かれただけでドキドキしとったって関係ないのじゃよ！》

「ええとつまり…………ひがんでる？」

《ひがんどらんのじゃ！　ボケェ!!》

「うわっ」

　かなり本気の怒鳴り声が入ってきて、鋼は耳がキーンとなった。よく考えると耳で聞いているワケではないはずなのに、無駄な再現度である。

「ま、まあいいや。そんなことより、アイテムボックスの使い方を……」

《そ、ん、な、こ、と、よ、り、じゃとぉぉぉ!!》

「いや、だって冤罪だしさ」

　近付かれた時にドキッとしたのはたしかだが、巨乳だなんてこともシロニャに言われて意識したくらいであるし、現状鋼としては、状況がシビアすぎてそんなことを考える余裕なんてない、というのが正直な所である。

《むうぅ……》

　シロニャはしばらく葛藤するように黙り込んでいた。鋼はゆっくりと待つ。

　しばらくして、今度は少し落ち着いた様子で、シロニャがふたたび呼びかけてきた。

《……じゃ、じゃったら、そのおっとり巨乳女より、ワシの方が魅力的だと言えば教えてやるのじゃ》

「何だよ、いきなり」

《じゃから、ワシの方がそこの女より魅力的じゃろ？》

「あーはいはい。そうだね」

《も、もっときちんと言うのじゃ！》

「ミスレイさんよりシロニャの方がかわいいよ」

　さすがに魅力的だという言葉は鋼も気が咎めるので、噓にならない範囲でそう答える。

　だが、それはシロニャにはいたく好評だったようだ。

《そ、そうか？　そんなに正直に言われると照れるのう》

「うん。かわいいかわいい」

《む、胸がなくても？》

「胸がなくても」

《失敬な！　ワシにだって胸くらいあるのじゃ！》

「どうしろって言うんだよ、お前は！」

　鋼は途方に暮れるが、幸いにもシロニャはすっかり機嫌を直したらしい。アイテムボックスの使い方を快く教えてくれた。

《腕輪に触れて、中に何が入っているか知りたいと念じるだけでいいのじゃ。そうすれば、中に入っているアイテムの一覧が見られる。……まあぶっちゃけ、脳内にアイテムウィンドウが開く。そこから欲しいアイテムを選べば、すぐにおぬしの前にそのアイテムが具現化するのじゃ》

「しまう時は？」

《入れたいアイテムと腕輪に触れながら、収納したいと念じればいいのじゃ。簡単じゃろ？》

「なるほどね」

　念じるだけで起動するというのは実に便利だ。ファンタジー世界のご多分に漏れず、ここの世界も文明レベルは中世程度に見えるが、魔法のおかげで一部は現代日本よりも進んでいるのかもしれない。

《ワシの設定したタレントにも初期アイテムが増えるようなものはいくつかあったからの。たとえばタレント〈お金持ち〉じゃったら初期アイテムに〈金の延べ棒〉が一本追加されるはずじゃ》

「金の延べ棒……」

　鋼はごくりと唾を飲んだ。今の鋼にとっては魅惑の響きである。

《まあ〈初心者用冒険者キット所持〉辺りじゃと薬草と毒消し草十個ずつとかそういう可能性もあるがの。じゃがあるいは、もしかするとチートクラスの最強アイテムとか入っとるかもしれんぞ？》

「チートクラスのアイテム、か」

　タレントの効果によって、生まれてからの十数年をスキップさせられた鋼には、神様の設定したタレントのとんでもなさは身に染みて分かっている。あるいは本当に、〈最強剣何とかセイバー〉とかが入っていて、そこら辺にいる魔物なんて簡単に倒せるようになる、なんてこともあながちありえなくはない。

「そっか。まあ、試してみるよ」

　まさかそんな都合のいいことがあるはずない、と思う一方で、心の奥ではやっぱり期待してしまうのが人間というものだ。

　高鳴る胸を抑えながら、腕輪に右手を添え、中に入っているものが知りたい、と念じる。初めてのことでコツがよく分からなかったが、ぼんやりとゲームのアイテムウィンドウのようなものが脳内に現れてくる。

　まだぼんやりしているが、パッと見る限り、そこには一種類しかアイテムは入っていないようだった。

　どんなアイテムが入っているのかと、鋼はさらに目を凝らす。

　アイテム名が、はっきりと見えてくる。





　　　　わくせいはかいばくだん：９９９個






　それを目にした途端、鋼は急に気が遠くなって、その場でふらっとよろめいた。

　よろめいた鋼に驚いて、慌ててミスレイが駆け寄ってきた。

「だ、大丈夫ですか、コウ様！」

「す、すみません。でも、大丈夫です。ちょっと驚いただけで」

「でも、大丈夫という顔色ではありません。顔、金色ですよ？」

「それは単なる照り返しです！」

　などとミスレイの軽いボケに対応しながらも、鋼の頭はぐつぐつと煮立っていた。

「シロニャ！　ちょっと出てこい！」

　ミスレイが近くにいることも忘れ、鋼は大声でシロニャを呼んだ。

《じゃから、大声出さなくても聞こえるのじゃよ。何かアイテムはあったのかの？》

「あったはあったけど。なんか、見るからに星を壊しそうなものが入ってるんだけど？」

《ああ、アレか。いや、心配せんでも。アレは〈わくせいはかいばくだん〉とは名ばかりの単なるジョークアイテムじゃよ。じゃって、惑星壊しちゃうような武器とか危ないじゃろ》

「そ、そうか」

　シロニャの言葉に、鋼はほっと息をつく。

「お前にも、最低限の良識はあったんだな。安心したよ。それで、これはどのくらいの威力なんだ？」

《んー、そうじゃな。せいぜい大陸が一個消し飛ぶくらい――》

「あほぉおおおおおおおおおおお[image: ]」

　言葉の途中で、鋼は思わず全力で叫んでいた。

　いきなり叫び出した鋼に驚いて、後ろでミスレイがビクッとなるが、当然気付かない。

《ちょ、おま、なんなのじゃ。なんなのじゃよ。オラクルとはいえ、あんまり大声を出されるとワシはびっくりしてしまうのじゃ》

「びっくりしたのはこっちだよ！　なんでそんなもんがしれっと初期アイテムの中に入ってるんだよ！　しかも９９９個って何だよ９９９個って！　僕に人類でも滅ぼせっていうのかよ！」

《そ、そんなのは知らんのじゃ。たぶん所持アイテムにボーナスが出るタイプのタレントの効果じゃろ。おそらく……タレント名〈ねずみ退治キット所持〉じゃ》

「明らかにオーバーキルじゃないか！」

　むしろ一個で種そのものを根絶出来そうだ。

《むぅぅ。なんじゃよー。それじゃっておぬしが欲しがってたチートクラスのアイテムじゃろ？　むしろアレじゃ。ワシが設定したアイテムの中でも最強じゃぞコレ》

「あんまり最強すぎて、こんなの危なくて使えないんだよ！」

　たしかに威力だけを考えたらチート級。いや、凡百のチートアイテムなど寄せ付けないほどの力を持っているし、もしかするとこの世界に存在する兵器の中でも最強かもしれない。

　だが、強力すぎて敵を倒すのに使おうとしても味方まで全滅させそうだし、何よりまず、使った瞬間鋼は真っ先に蒸発させられているだろう。おまけに物騒すぎて下手に売ったり譲ったりも出来ない。

　チートすぎるが故に、何の使い道も思いつかなかった。

　しかし、そんな鋼の態度がシロニャの癇かんに障ったらしい。

《ふん！　なんなんじゃよさっきから！　ワシが親切に色々教えてやっとるのにおぬしは怒ってばっかりじゃ！　ワシはもう何も教えてやらんのじゃ！　後から大変なことが起こって泣きついて来ても知らんのじゃからな！》

　なんて言葉を最後に、シロニャとの通信が途絶える。

「……少し、きつく言いすぎたか？」

　もう一度オラクルを使って謝るか、とも思ったが、むしろもう少し時間をおいた方がいいだろう。

　そう判断して鋼はミスレイとの会話に戻ろうとしたのだが……。

「すみませんミスレイさん。ちょっとトラブルが……あ、あれ？　ミスレイさん。さっきより何だか距離が……」

　ミスレイの方を振り向くと、さっきまで近くにいたはずのミスレイが、ずいぶんと遠くに立っていた。

「い、いえ。そんなの気のせいですよ。さっきと同じですよ？」

「いや、気のせいってこともないでしょ。そんなに離れてると、話しにくいですし」

　数歩分空いてしまった距離を詰めようと鋼が一歩進むと、ミスレイは一歩下がった。

「いえいえ、お構いなく。大丈夫です」

「いや、大丈夫とか大丈夫じゃないとか、そういう問題では……」

「大丈夫です。ですからそこで止まってくれますか？　いや本当にもう、ほんと大丈夫ですから！」

「ですから大丈夫とか大丈夫じゃないとかそういう問題じゃなくて……」

「大丈夫です神は全ての人間を平等に愛してくれるので！　たとえ一人で見えない誰かとおしゃべりしちゃうタイプの人とかでもきっと愛してもらえますので問題全くないですほんと大丈夫ですから！」

「だけどさっきまでと今のミスレイさんの態度を考えるとちょっと平等とは言えない感じになっているような気が……」

「私神様じゃないですし神様だって結局は我々信徒ばっかりを依え怙こ贔ひい屓きしてますし！」

「いや別にそういうカミングアウトはいいですから、っていうか逃げないでくださいよ！」

「私逃げてないですし全然逃げてないですしいやー助けて犯されるー!!」

「ちょっ！　誤解ですって！　話を聞いてください！」

「誤解なんてしてません分かってますそのゴワゴワした感触も金ぴかの服も初めから私を誘惑するつもりで着てきたんですよね分かります！」

「それこそ誤解っていうかむしろ全然分かってませんから！」

「道理で金ぴかだったりゴワゴワだったり私の好みをピンポイントで狙ってるなと思ってたんです！　それにさっきから私の胸、じっくり眺めてましたし！」

「うわあバレてたしでも違うんです聞いてくださいぃ！」

　こうして鋼とミスレイは、誰もいない教会の中をそれはもうグルグルと、虎がバターになるくらいグルグルグルグルと走り回ったそうな。
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　お互いの体力がなくなった辺りで、ようやく追いかけっこは終わりを告げた。

　そして、鋼の必死の説得の結果、何とかミスレイの誤解を解くことが出来たのだった。

「はぁ。なるほど。では、さっきまで遠くの方と通信していたのですね」

「はい。そういうことです」

　さすがに神様と交信してました、とは言えないので、遠距離同士で通信するスキルを持っているのだと説明し、どうにかミスレイを納得せしめた。

「私はてっきり、コウ様が目に見えない神様と交信なさっちゃう系の方かと思ってあせりましたよ」

「あ、あははははは！」

　それはもう掛け値なしに真実そのものなのだが、鋼はごまかし笑いをした。

「で、誤解が解けたのはいいんですけど、そろそろ離してくれませんか？」

「え？　もうちょっとくらいいいじゃないですか」

　こうして話している間にもミスレイは鋼の金ぴかの法衣をなでなでさわさわしていた。

　お互い疲労困憊となって追いかけっこが続行不可能になった時、話を聞く条件としてミスレイが提示したのがコレなのだ。

　つまり、鋼の聖王の法衣をさわらせること。よっぽど感触が気に入ったらしい。

「このゴワゴワ感が気持ちよくて、本当に癖になってしまいそうなんです。こうやってさわっていると、嫌なことも辛いことも何もかもがふわっと溶けてもうどうでもよくなって……ふわぁ」

「いえ、もう癖になってるというか、完全に中毒じゃないですか」













「中毒だなんて、そんなひどいこと……ふわぁ、もう、どうでもいいです」

「ちょ、ちょっと！　もう終わりにしましょう！」

　鋼は慌ててドクターストップをかけた。無理やり服を引っ張ってミスレイの手から取り戻す。

　ミスレイはしばらく未練がましく何度か鋼の服に手を伸ばしかけたが、

「また来た時にさわらせますから」

　と言うとすっぱりとあきらめ、

「それで、通信の相手は恋人さんですか？」

　現金なもので、今度は瞳をキラキラさせながら聞いてくる。

「いえ。それも誤解です。相手はただの……ただの、命の恩人、かなぁ？」

　どちらがどちらを救っているのか今一つ不明瞭だが。

「なるほど。命を救ったところから始まるラブロマンスですね」

　ミスレイがまた勝手な解釈をしていたが、今度は鋼もスルーした。

「金ぴかだったり、レアな装備を持っていたり、古代の魔法言語を知っていたり、おまけにそんなスキルを持っているということは、コウ様はやはり冒険者の方なのですか？」

「冒険者、ですか？　いえ、違う、と思います」

「あら、そうなんですか？」

　よほど意外だったのか、ミスレイが目を丸くする。

「私は、てっきり……。いえ、きっと事情がおありなんですね」

　しかし、鋼の顔を見てすぐに納得してくれた。こういうところは大人のお姉さんという感じで鋼としてもすごくありがたい。

　それに、冒険者には鋼も興味があった。この際なので、ついでに冒険者のことも教えてもらうことにする。

「あの、冒険者って、やっぱりなるのは大変なんですか？」

「いいえ？　ギルドに行ってカードを作ってもらうだけで大丈夫ですよ。過去に犯罪歴とかがなければ、それだけですぐに冒険者に登録されるはずです」

「そうなんですか？」

「当然、ギルドのカードは身分証明になりますし……あ、何か身分証明になるカード、持っていますか？」

「い、いえ……たぶん、ないです」

　身分証明になるカードというのは、現代日本で言う免許証や保険証のようなものだろうか。

　しかしどの道、この世界で使えそうなカードなど鋼は持っていなかった。

「それは大変です！　よかったら今から行って作ってきたらどうですか？」

「ぼ、冒険者カードを、ですか？」

「はい！　あ、私、この街の冒険者ギルドには知り合いがいるので、紹介状を書いてあげますね！」

「い、いいんですか？」

　鋼にとっては渡りに舟と言うべき申し出だが、あまりにとんとん拍子に話が進みすぎて気がひけていた。

「ええ。教会は困っている人を助けるのが仕事ですし、金ぴかの人に悪い人はいませんから」

「あ、あはは。ありがとうございます」

　なんか一度思いっきり悪い人扱いされてたような気もしたが、あんまり気にしないことにした。

「それにしても、すごいんですね。そんなにお若いのに、もう冒険者ギルドにコネがあるなんて……」

　では一筆、と言ってその場でさらさらと紹介状を書き始めたミスレイに、鋼は尊敬のまなざしを送った。

「ふふ。これでも、この教会の司祭ですからね。それくらい当然です」

「え、ミスレイさん。司祭、なんですか？」

　教会の序列などは知らないが、鋼のマンガやゲームの知識では、司祭というのはそれなりに地位が高かったような気がする。

「若い、と言っても、私は捨て子でしたからね」

「え？」

「生まれたばかりの頃、教会の前に捨てられていたそうです。その時からですから、もう教会にも十七年。充分古株ですよ」

　そこはおそらく、ミスレイの境遇に驚くべきタイミングだったのだろう。だが鋼はそれ以上に気になることがあって、思わずこう口走っていた。

「え？　ミスレイさんまだ十七歳なんですか？　てっきりもう二十歳を超え……痛い痛い痛い！　痛いです！」

「あなたは、なにを、言っているのですか？　私は、完全完璧に、花も恥じらう、十七歳です」

　気が付くと、鋼の頭は一瞬のうちにミスレイの右手に握られていた。見事なアイアンクローである。

「え？　じゃあ本当に十七歳？　永遠の十七歳とか、十七歳と千日とかそういうのじゃな……痛たたた！　ちょ、やめ！　脳がミシミシ言って……！　待って！　ほら！　これ！　これを！」

　ミスレイのアイアンクローが鋼の頭部に食い込む中、鋼は必死で余ったミスレイの左手に自分の服の生地を押し付けた。

「そんなことでごまかされると……ふわぁ」

　ごまかされた。鋼の命は救われた。

「ふわぁぁ。本当にこのゴワゴワした感触、癖になっちゃいそうですねぇぇ」

　だから絶対もうなってるって、というツッコミを鋼は飲み込み、代わりに安堵の息を吐いたのだった。
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　あまり長居しすぎるとこの人のゴワゴワ中毒がどうなるか分からない、と思った鋼は、紹介状を受け取ってすぐ、その教会を辞することにした。

「もう、行ってしまうのですか？　すごく、名残惜しいです」

　立ち去ろうとする鋼に、切なそうにミスレイは声をかける。

　もしかして自分との別れを惜しんでくれているのかと鋼は一瞬期待したが、ミスレイの右手がわさわさと何かを求めてうごめいているのを見て、すぐに勘違いだったと分かってがっくりした。

　それでも相手は一応恩人なので、鋼は精一杯気を使うことにする。

「あの、次に来た時は、たくさんさわっていいですから」

「あ、そんな、別に私、催促したつもりでは……」

「そ、そうですよね」

「まあ、正直してましたけど」

「してたんですか!?」

　ミスレイの言動は時々鋼の度肝を抜く。というより、服のゴワゴワに懸ける情熱が鋼には理解不能だった。

「と、とにかく、また来ますので、それまで、お別れです」

「はい。もう少し、さわったりお話ししたりさわったりしていたかったですけれど……」

「あ、あははは。それはまた、次の機会に」

　この調子だと次来た時には「あ！　ゴワゴワの人！」とか呼ばれてもおかしくないなと思いつつ、鋼は歩き出した。

　その背中に、ミスレイの声がかけられる。

「私、ずっと待ってますから！　絶対、また来てくださいね！　ゴワゴワの人、じゃなかった、金ぴかの人！」

「もうすでに呼ばれてる上に言い直しても正解してない!?」

　そうして、最後まで鋼を驚かせ続けたミスレイと別れ、鋼はふたたび石造りの街に繰り出す。

　教会から外に出た鋼に、冷たい風が吹きつける。見上げると、空はいつの間にか光を弱め、空気も明らかに肌寒く変わっていた。

「もう、夜が来るのか。そういうのは、この世界でも同じなんだな」

　初めてこの世界に来た時は真上にあった太陽も、今にも沈みそうだ。

「今頃、きっと日本でも……」

　そんな風に柄にもなくつぶやいて、感傷的な気分になろうとしていた時だった。




《た、た、大変なんじゃよー！》




　センチメンタルをまとめて吹っ飛ばす声が聞こえてきたのは。そう、それは、

「し、シロニャか？」

《こ、コウか？　よかった。とにかく大変なんじゃ！　ワシはもう、どうしたらいいか……。お願いじゃから、ワシを、ワシを助けてほしいのじゃぁ!!》

　喧嘩別れしたはずの神様からの、ＳＯＳだった。
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「大変なことって、一体何があったんだ？」

　今までとは違う尋常ではないシロニャの様子に、さすがに鋼も気を引き締めた。

《よ、よいか？　お、落ち着いて聞くのじゃぞ？　どんなにびっくりしても冷静に、決して走らず、急いで歩いてきて、そして早くワシを助けるんじゃぞ？》

「どんな助け方だよ！　そっちが落ち着けって！」

　このままでは話も出来ないので、鋼はまずシロニャを落ち着かせることにした。

「ほら、まずは深呼吸だ。吸って、吐いて、吸って、吐いて、」

「すぅー、はぁー、すぅー、はぁー、」

「吸って、吐いて、吸って、吸って、吸って、吸って、……とっておきの秘密を吐いてー」

「すぅー、はぁー、すぅー、すぅー、すぅぅ、す、ぅぅ、うぅぅ…………母様にゲームは一日一時間って言われたから、裏庭にこっそり〈精神と時の部屋〉を作ったのじゃ」

「秘密が神様規模!!」

　などというしょうもない一幕を交え、ようやく落ち着いたシロニャは、厳粛な声音で語り始めた。

《さっきまでワシは、おそるべきモンスターと戦っておったのじゃ》

「ええとそれは、実は台所等に生息するＧとかいう虫だった、なんていうオチじゃないよな？」

《ば、バカにするでない！　奴はそんなものとは比べ物にならないのじゃ！　彼奴きやつこそは本物の竜、月光にもたとえられる白銀の鱗を持つ空の王者じゃ！》

「お、おい。それって真面目な話か？」

《もちろんじゃ！　ワシは神として、今まで鍛えた技、持てる知識の限りを尽くし、彼奴と死闘を繰り広げた。彼の竜の翼を傷つけ、尻尾を切り落とし、勝利への道筋が見えた辺りでスタミナが切れた。一度離れて態勢を立て直そうとしたその時、ワシは自分がとんでもないミスをしていたことに気付いたんじゃ》

　常ならぬシロニャの深刻そうな口ぶりに、鋼は唾を飲み込んでから尋ねた。

「い、一体、どうしたんだ？」




《肉を、こんがり焼けた肉を持ってくるのを忘れておったんじゃぁああああああ!!!》

「やっぱりゲームの話かぁああああああああああああああああああああああああ!!!」




　二人の叫びが交差する。

　ちなみに一般の人にはシロニャの声は聞こえないので、鋼は路上で一人でシャウトし始めたかなり変な人である。

《じゃってあんなに頑張ったのに、今はスタミナが全然なくて、あの前回り受け身みたいなのもろくに出せんのじゃよ!?》

「知るか！　っていうか支給された食料はどうしたんだよ！」

《全部食べちゃったのじゃ！　じゃって、おいしそうじゃったから……》

「……。ま、まあ正直、そんな理由なのは予想外だけど、とにかくあきらめて次に……」

《嫌じゃ嫌じゃ嫌なのじゃ！　おぬしも転生勇者なら何とかするのじゃぁ！》

「転生はしたけど勇者になった覚えはない！」

《うぅぅ。そんなこと言わずに助けてほしいのじゃ！　むしろ、アレじゃ！　……助けてくりゃれ？》

「ここに来て新しい語尾を使い出した!?」

　新しい語尾まで出されては仕方ないので、鋼は少しだけ考えて、

「……死ねば？」

　結果、かなりひどい台詞を言った。

《ひ、ひどいんじゃよ！　おぬしは最悪の冷血人間なのじゃあ！　小学校の通信簿の担任のコメント欄に、『まさに哺乳類離れした冷血さです。前世はきっとトカゲかイグアナでしょう』とか書かれるくらいの冷血さじゃよぅ！》

「勝手に人の通知表のコメント捏造するなよ！　別にシロニャ本人が死ぬとかじゃなくて、ゲームの中で死ねばいいんじゃないかってことだよ！」

《お、おお！　……つまり？》

「スタミナ回復手段がないのなら、いっそ死亡してでもスタミナを回復させたらどうかって提案だよ！」

《なるほどのう！　……分かりやすく言うと？》

「いや、だから復活した時はスタミナが回復してるから、そこから頑張れば何とかなるんじゃないかって話だよ！」

《ふむふむ！　……ちなみにかっこよく一言にまとめると？》

「死ねば、助かるのに……」

《カッコイイのじゃ!!》

　シロニャは大はしゃぎだ。

《すごいのう、すごいのう！　そんな方法、ワシは全然思いつかなかったのじゃ！　うむうむ。やっぱり持つべき者は友じゃな！》

　などとシロニャが言った瞬間だった。

「――ッ!?」

　不意に鋼の脳内で「テッテレー！」という感じのファンファーレが鳴り響いた。

　頭の中にメッセージが浮かび上がる。

　しろにゃ　の　なかよしど　が　１２　あがった。

　しろにゃ　との　かんけい　が　こころのとも　に　なった！

　おらくる（ただとも）　を　おぼえた！

　おらくる　の　つうわりょう　が　むりょう　に　なった！

「な、なんだこれ……」

《おお！　どうやらタダ友になったようじゃな！　これでワシといつでも通話オラクルできるぞ！　オラクルには圏外もないしのう》

「というかコレ、今まで使う度に何か取られてたのか？」

　喜ぶより何だか恐怖を感じた鋼である。

《ふふーん。それよりワシは、ゲームに戻るのじゃ。さくっと死んで、すぐに……あ》

「ど、どうした？」

《……ゲーム、つけっぱなしになっておった》

「お、おい！　とりあえずすぐに一時停止して……」

《あっ……。いま、じかんぎれに、なった……》

「…………」

　そうなってしまえば、鋼にも、もうかける言葉もアドバイスもない。

　しばらくして……。

《ぐ、ぐすっ…。う、うぁ、ぐずっ……》

　ずっと無言だったオラクル越しにシロニャのすすり泣きが聞こえてきた。

（めちゃくちゃ、気まずい……！）

　鋼には何も言えないし、シロニャも泣きじゃくる以外の何かをする様子はなかった。ゲームの時間は停止出来なかったが、今、二人の時間は確実に凍り付いていた。

　……全く嬉しくないが。

　この間に冒険者ギルドに向かってもよかったのだが、さすがに鋼も泣いている女の子を放って自分の用事を済ませるのは気がとがめた。

「なぁ。そろそろ機嫌直せよ。もう一度、今度は肉もちゃんと持って狩りに行けばいいだろ？」

　泣き声がある程度収まったタイミングを見計らい、鋼はそう声をかけたのだが、

《……もう、いいのじゃ》

「え？　だけど……」

《ふん！　大体ハンターとかろくでもない奴らなんじゃよ！　罪のないモンスターを自分の欲のためだけに狩って、その体で作った装備でその家族をまた狩りに行く。どこまで外道なんじゃ！　まるで戦闘狂のサイコ野郎じゃ！　最悪じゃよ、まったく！》

「えぇー」

　自分が負けた途端、ゲームそのものの猛烈バッシングを始めるシロニャに、さすがの鋼もひいた。

《日本人はそもそも農耕民族じゃし、こういうアクションは向いてないんじゃ！　やっぱりＲＰＧこそ至高じゃよな！　これからはＲＰＧをやろう！　ＲＰＧを！》

　そうして何だか分からないうちに、シロニャは復活してしまったらしかった。

《ところでおぬしは何をしておるんじゃ？　教会はもういいのか？》

「……ミスレイさんの紹介で、冒険者ギルドに行くことになったんだよ」

　一応冒険者ギルドがあると教えられた方に歩き出しながら、鋼は答えた。

《冒険者ギルド！　それはとてもいい考えなのじゃ！》

「そ、そうかな？」

　勧められたから場当たり的に行こうとしているだけなので、そこまで支持されても微妙だ。

《うむうむ！　あの零れい夜やじゃって転生後はすぐギルドに行ったのじゃ！　おぬしも零夜にあやかるといいのじゃよ！》

「零夜、って誰だ？　もしかして、僕の前の転生者とか……」

《え？　ワシが最近はまってるネット小説の主人公じゃけど？》

「元ネタネット小説かよ！　フィクション感覚で僕の行動決めるのはやめてくれないかな！」

《むぅ！　零夜は凄いんじゃぞ！　最強より最強なチート転生者で、レベル一なのにレベル千の奴らより強いのじゃ！》

「それ絶対に参考にならねぇ！」

　鋼の剣幕に一度は黙り込んだシロニャだったが、やがて棒読み口調で何か言い始めた。

《ここは現実、フィクションなんて参考にならない。そんな理屈でシロニャに強く反発するコウ。しかしコウは、この世界がそもそも日本のゲームを参考に作られたフィクションっぽい世界だとまだ知らないのであった》

「やめろよ！　そういうネタ発言でさらっと大事な情報を言うの!!」

　転生エディターがやけにゲーム的だと思っていたが、そこにはシロニャの趣味以前にそういう裏事情もあったんだろうか。

《あ、でももしギルドに銀の竜を討伐する依頼があっても軽々しく受けてはいかんのじゃぞ？　ほんとに、ほんとにダメなんじゃからな？》

「お前、まだそれ引きずってたのか……」

　そう忠告をしてくるシロニャに鋼はまだ癒えきらない心の傷を見て、とりあえず話を逸らすことにした。

「でも、今の僕は自分の素性が分からないというか、転生した後の自分の立場が分からないんだよな」

　誰かさんのせいで、と声音に非難を載せて言ってみる。

《じゃけどそれは冒険者登録には問題ないはずじゃぞ？　たしかこの世界での冒険者登録なんて、ちょっと行ってカードにピッとするくらいで、スイスイ簡単に作れたはずじゃ。……まあ、犯罪歴の確認はあったはずじゃから、前世で悪行の限りを尽くしておったら分からんがのう》

「前世での悪行なんて関係あるのか？」

《ほら、あれじゃ。最大前科数を狙ったり全犯罪コンプしたい層のために、転生エディターには『犯罪歴引き継ぎ』のタレントも入れといたんじゃよ》

「何そのマニアックな人生の楽しみ方！」

　どうして余計なところばかり行き届いたサービスをしようとするのか。

「というかお前、僕のこと信用しなさすぎだろ。僕が犯罪者だったら、それを転生させたシロニャはまずいんじゃないか？」

《う、うむ。まあ、その、本当は、おぬしのことは信用しとるんじゃぞ。その、出会ってから短い間じゃが、色々と世話になったし、その、あのぅ、つまりおぬしは……》

「つまり？」

　鋼が促すと、シロニャは恥ずかしそうに言った。




《――ワシの、たった一人の友人じゃからな》




「シロニャ……」

　鋼は思わず絶句してしまった。

　シロニャが打ち明けてくれたその事実に、一言一言、想いを込めるようにして、答えた。

「やっぱりお前、友達、いなかったんだな」

《ええ！　そういう反応じゃと!?》

　シロニャはそうやって驚いていたが、鋼にだって照れくさい時はあるのだ。

　さっきだってシステム上は〈こころのとも〉になったみたいだし、今さらなことだと戸惑う思考を追い出した。

　照れくさかったのは鋼だけじゃなかったらしい。シロニャも慌てて違う話を始める。

《ま、まあこの話はもういいのじゃ。それよりおぬしは本当に大丈夫なんじゃろうな。ほれ、犯罪歴》

「おい、さっき信用してるって言ったのはなんだったんだよ！」

　冗談で言われてたとばかり思っていたので、本気で疑われて鋼は少しショックを受けた。

「大丈夫じゃないか？　補導とかされたことないし、小さい時先生に怒られたことくらいは……まああるけど」

《逮捕、いや、タイーホは？》

「ないよ！　そして今なんで言い直したよ！」

《じゃが、軽犯罪くらいはいくらかやっておるんじゃないか？》

「どうだろ。物心ついてからはアルコールの類は飲んだことないし、信号はきちんと守ってるし、路上にゴミとかを捨てたことはないし……。まあそれでも知らないうちに何かやっちゃいけないことをやってるかもしれないけど」

《ふん。つまらんのじゃ。それではまるで、おぬしは本当に善人ではないか》

　オラクルで聞こえてくる声を通じて、鋼にはつまらなそうに口を尖らせながらそう口にするシロニャの姿が透けて見えるようだった。

　それを、愉快に思いながらも、

「善人っていうのと、悪いことを何もしなかったのは、違うよ」

　鋼は静かに否定した。

「向こうにいた時の僕の人生なんて、本当に平坦で退屈で何もなかったんだ。そりゃ、ちょっとくらい友達はいたけど、事件どころか女の子とだって……」

《ぬ。コウよ。ちょっと待つのじゃ》

「なんだよ？」

　ちょっとだけ不機嫌そうな鋼の言葉に、シロニャは「うむ」と特に意味のない相槌をはさんでから、

《その話、長くなりそうじゃから『ハ〇ター×ハンター』が完結した後で改めてゆっくり聞かせてもらってもよいじゃろか？》

「ああ。分かっ……って、何年待たせるつもりだよ！」

《あるいは永年、かもしれんのう》

「…………」

　ああ、こいつと真面目な話をすることなんて一生出来ないんだな、と鋼は達観した気持ちになった。

《ところで、なんじゃが……》

「なんだよ？」

　さきほどよりも幾分、トゲのある声で鋼は聞き返した。

　しかし、シロニャはそれほど気にした様子もなく、軽い調子でこう言った。

《なんでたかが冒険者ギルドに行くだけに、こんなに時間がかかっとるんじゃろうな？》

「全部お前のせいだよ!!!」

　そうやって、いつものようにシロニャのボケ発言にツッコミを入れながら……。

　もし鋼が異世界に来てからの一部始終を本にまとめたら、シロニャとのやりとりだけで紙面の半分が埋め尽くされてしまうのではないか。

　鋼は漠然と、そんな危惧を抱いたのだった。
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「ようやく着いた……」

　色々と紆余曲折を経たものの、何とか日が沈む前に鋼は冒険者ギルドの前にたどり着くことが出来ていた。

《おぬしは何でそんなに歩くのが遅いのじゃ！　おぬしと比べたらナメクジだってシャ○専用機じゃよ！》

「うるさいな。こっちの世界に来たばっかりだから、まだうまく体が動かせないんだよ」

　なんて言い争いをしながら、ギルドの中に入る。

　ざわ…　ざわ…

　鋼が入った途端、ギルドの中の空気が変わった、ような気がした。

　おまけに、どうやら部屋にいるほとんどの人から注目されているような気までして、鋼はたじろいだ。

「な、何でだ。もしかして、顔見知り以外あんまり出入りしないとか？」

《いや、どう考えても、おぬしが真っ金色じゃからじゃろ？》

　めずらしい、シロニャの呆れたような声。

　ハッとして鋼は自分の姿を見下ろした。

　金色の服に、金色の靴。帽子だって金色で、ついでに腕輪にチョーカーまで金。これで目立たないのだとしたら、むしろそっちの方が異常だった。

「なぁ、シロニャ。全身金色と全裸、どっちが目立たないと思う？」

《そこでワシが全裸と答えたら、おぬしはどうするのじゃ？》

「…………」

　実にもっともな指摘だったので、鋼は黙り込んだ。

　まあ、今さらどうしようもないことで悩んでも仕方ない。周りにいるのは全部野菜だと思い込むことにして、鋼は受付らしき場所に向かった。

「ようこそ、冒険者ギルドへ。初めての方ですか？」

　対応してくれたのは、ギルド員らしきお姉さん。割と優しそうな人で、鋼はホッとした。

「初めてですけど……よく、分かりましたね」

　もしかして、新人オーラでも出ているのだろうか。優しそうに見えて、意外にやり手かもしれない。

　鋼は心の中の警戒心メーターを少しだけ引き上げた。

「いえ。全身金色の装備でいらっしゃるような方は、あまりお見かけする機会がないもので」

　苦笑いで告げられる。













　やっぱり全身金ずくめ（？）っておかしなことだよな、と自覚した。

　当たり前のことだったかもしれない。鋼は警戒心メーターを普通に戻した。

「冒険者としての登録に来たんです。あ、これ、紹介状です」

「紹介状、ですか？　登録だけなら、特に誰の紹介も必要ないのですが……」

「あ、そう、なんですか？」

　もしや、また騙されたのだろうか。

　そんな疑惑を鋼が抱いた時、紹介状を受け取った受付のお姉さんの表情が変わった。

　どこか呆れたような、納得したような複雑な顔をする。

「ああ。ミスレイからですか」

「もしかしてお知り合いなんですか？」

「はい。昔からの知り合いです。それはもう、散々お世話になった相手ですよ」

　そして表情を全く変えないまま、「ふふふふふ」と地の底から響くように笑う。

　よく分からないが、鋼の警戒心メーターは最大値まで振り切れた。

「も、もしかして、登録、無理ですか？」

　おっかなびっくりで聞いてみると、お姉さんはにこやかに答えてくれた。

「いいえ。もちろん問題ありません。紹介状は後で拝見いたします」

　しかしそこはやはりギルドで働くお姉さん。一瞬で私情を捨て去ったか、仕事をする顔に戻って鋼に向き直る。

「当ギルドに加入するにあたって何点か注意事項がございますが、説明させて頂いてもよろしいでしょうか？」

「あ、は、はい」

「では。この冒険者ギルドは、全大陸にある冒険者を取りまとめる……」

　もしかするとこれが紹介状の効果なのか。色々と聞かれるかと覚悟していたのだが、思ったよりスムーズにギルドの説明に入っていく。

「基本的にそのギルドで禁止されていない限り他職のギルドに同時所属することは可能ですが……」

　この世界に不慣れな鋼にとって、たかだかギルドの通り一遍の説明でも大事な意味を持つ。

　鋼は一言も聞き漏らすまいと、受付のお姉さんの話を聞いていた。

　が、そんな時に限って声をかけてくるのがシロニャである。

《なぁ、コウよ。どうでもいい話なんじゃが》

　ギルドに入ってからは比較的静かだったシロニャが、突然話しかけてきた。

「どうでもいい話なら後にしてくれよ。……何だ？」

　それでもさすがに無視するのはしのびなく思い、受付のお姉さんに気付かれないよう、仕方なく小声で対応する。

《知っとったか？『ねだる』と『ゆする』って、どっちも『強請る』って書くんじゃよ？》

「本当にどうでもいい話だったよ！　ほんとに後にしてくれ！　今は大事な話を……」

《ま、待つのじゃ！『ざれごと』と『たわごと』もどっちも『戯言』って書くんじゃぞ？》

「だから何だよ！」

《ルビ振られてない場合どうやって見分けるんじゃろうな？》

「知るか！」

《あと『だいにんき』と『おとなげ』はどっちも『大人気』じゃが、こっちは文脈で確実に判別できると思うのじゃ》

「じゃあわざわざ今言うなよ！」

　耐え切れず、鋼は頭の中で怒鳴った。

　ちなみに、オラクルだと普通の会話では伝わらない漢字の表記まで正確に伝わる。念話の地味な優位性である。

「――というのが、当ギルドの規約になりますが、よろしいでしょうか？」

「え？　あ、はい！　大丈夫です！」

　受付のお姉さんに確認され、つい反射的にそう答えてしまった。

　どうやらシロニャに気を取られているうちに説明が終わってしまったらしい。

（くっそう。シロニャの奴めぇ！）

　内心で歯嚙みするが、ここまで元気よくうなずいてから、やっぱりもう一回聞かせてくださいというのはかなりかっこ悪い。

　不安はあったが、鋼はこのまま押し通してしまうことにした。

「では、カードを作りますので、このカードに手をかざしてえいやってやってください」

「え？　……えいやっ、てやればいいんですか？」

「はい、えいやっ、てやってください」

　いきなりのアバウトな指示に戸惑う鋼に、白紙のカードが渡される。

　魔法の品なのか、現代日本のものよりずいぶん重く感じたが、当然持てないほどではない。

　こうなれば仕方ない。

「え、えいや」

　羞恥心を抑え、鋼がカードに手をかざしてかけ声をかけると、真っ白なカードがぼんやりと光った。

「別に、本当にえいやって口に出さなくてもよかったんですが……」

　苦笑いをしながら受付のお姉さんがカードを受け取る。

　なんでも、手をかざして気合を入れるだけでカードがその人の魔力を読み取ってくれるらしい。

「これで、あなたに目立った犯罪歴がなければ自動的にカードは完成するはずです」

「その、もし誤作動とかで犯罪歴があると判定された場合は？」

「その判定は、審判の神にお願いしていますから。間違うことは絶対にありません」

「はぁ……。神様が……」

　何度もシロニャと話をしている自分でも、こうも当たり前のように神なんて言われてもピンと来ない。ただ、きっとこの世界ではそういうものなのだろう。

　自分に犯罪の経験などないと分かっていても、その待ち時間はやはり少し鋼を緊張させた。

「はい。出ました」

　だから受付のお姉さんのその言葉を聞いて、ホッと体から力が抜けた気がした。

　お姉さんの手元を見ると、たしかに白紙だったはずのカードに文字が浮かび上がっているのが見えた。見たことのない文字のはずなのだが、翻訳魔法が効いているのか、鋼にも意味が分かった。

「一応、項目の確認をしますね」

「はい」

「あなたの名前はハガネ・ユーキ。職業は学生。これで問題ありませんか？」

「……はい」

　なぜ職業が学生なんだろう、と一瞬だけ考えたが、日本で高校生をやっていたからだろう、とすぐに納得した。

「続けます。……あら？　あなたの名前、ハガネ・ユーキなのにニックネームがコウになっていますけど、これで合っていますか？」

「あ、ああ。大丈夫です。合ってます」

　ギルドカードにはニックネームまで設定されているのか、と驚かされる。

　ちなみに鋼の呼び名がコウなのは、ユウキという鋼と同じ名前を持つ同級生が他にいて、さらに鋼という字は音読みだとコウと読むから、なのだが、その辺りの事情が異世界の人に説明出来るはずもなかった。

「それでは、次に能力の査定に参りますね」

「能力の査定？」

「はい。ギルドに加入した直後のギルドランクは、カードに示された加入時の能力によって決められます。基準としては、能力値の低い子供などは大抵ランクＦから。逆に、たとえば筋力などの能力が際立って高い場合、最高でランクＢからスタートすることが出来ます」

「ランクって、いくつからいくつまであるんですか？」

　鋼が聞いた途端、お姉さんの目つきが摂氏二十度くらいから、二十ケルビンくらいに一気に下がった。実に二百七十三度もの落差の急速冷凍である。

「それは、さっき説明したはずですが」

　両目から、冷凍ビームみたいなものが発射されているような気がした。

「あ、あの、ちょっと緊張してて、よく聞き取れなくて……」

　苦しい言い訳をする鋼。しばらく心臓麻痺を起こしそうな冷たい沈黙が横たわったが、

「分かりました。もう一度説明します」

　受付のお姉さんが先に折れてくれた。だが、その目は「次はないぞ」と雄弁に語っている。

　鋼は必死でコクコクとうなずいた。

「通常の冒険者のランクは、現在確認されたところでＧ－マイナスから、Ａ＋プラスまであります」

「現在確認されたところでは？」

「はい。最初の冒険者ランクは能力値によって機械的に振り分けられます。ですので理論的な下限はもっと下とされていますが、今のところＧ－以下をマークしたことはありません」

「Ｇ－の人ってどんな人だったんですか？」

「毒消し草です」

「……どくけしそう？」

　なんたるキラキラネーム、と鋼は思ったとか思わなかったとか。

　まあ実際にはそんなことを思う前に、受付のお姉さんがきちんと説明をしてくれた。

「これも理論上の話ですが、冒険者カードは生き物なら何でも作ることが可能なはずなんです。そこで、初代の冒険者ギルドマスターが苦心の末そこらに落ちている草にカードを作らせたところ、Ｇ－になったとか」

「な、なるほど……」

　そもそも何で草を冒険者にしようとしたのかが鋼には既に意味不明だが、まあさすがに野草より弱い人間はいないだろう。

「ちなみにその時のカードのアビリティ欄に〈解毒〉があったことから、その草に解毒能力があると発見され、毒消し草と名づけられました。これが地味に初代冒険者ギルドマスターの最大の功績と言われています」

「なんですかそのプチ情報……」

　微妙すぎるエピソードに、反応に困った。

「そして、今言った冒険者のランクはあくまで『通常の』ランクで、Ａ＋の上に特別なランクとしてＳランクがあります」

「Ｓランクにはどうやったらなれるんですか？」

「Ａ＋まではギルドの用意したクエストなどをこなしていけばランクを上げられますが、Ｓランクとなると国家を左右するレベルの功績を挙げないと昇格出来ません。さらにＳランクの次にＳ＋ランク、Ｓ＋＋ランク、Ｓ＋＋＋ランク、ＳＳランク、ＳＳ＋ランクと続いていき、最終的にＳランクは百ひやく八はち式しきまであると言われています」

「噓だッ!!」

「はい。噓です。現在与えられたランクはＳＳＳまでが最高です」

「あ、そ、うですよね」

　ボケのにおいをかぎつけて思わず叫んでしまったが、冷静に返されて怒鳴ってしまったことに赤面する鋼。

　その時、一度は退散した神様の気配がまた頭の中で膨れ上がった。

《のう。コウよ》

「あのな。今度こそお前に構ってる暇はないぞ」

《いや、おぬし、よいのか？》

「え？　何が？」

《じゃって、おぬしは一千万ポイントを使って、大量のタレントを取ったじゃろ？　それがバレてもよいのかと聞いておるのじゃ》

「もしかして、あのカードって、そういうのも分かるのか？」

《当然じゃろ。むしろ、それを知るためのカードと言っても過言ではないのじゃ》

「念のため聞くけど、タレントを大量に持ってるのって……」

《おるワケないじゃろ！　普通の人間より有利な転生者じゃって、五十だの百だののポイントをやりくりするんじゃぞ。せいぜい二、三個持っておるのがせいぜいじゃ。おぬしの場合、下手すれば数百種類のタレントを持っておるからのう。大騒ぎになるのじゃぞー》

　気のせいかもしれないが、ずいぶんと楽しげに宣告するシロニャ。まだ右も左も分からないのに、こんなところで悪目立ちはしたくない。

　鋼は慌てて受付の人を制止しようとした。

「あ、あのですね。僕のタレントは……」

「そちらを先に確認しておきたいのですか？　では」

　藪蛇だった。

「あ、ちょっと待っ……」

「あら？」

　受付のお姉さんの眉が寄るのを見て、鋼は終わった、と思った。のだが、

「アビリティとタレントの項目を選んでも閲覧不能になりますね」

　よく分からないが助かったようだった。

「それって、アビリティやタレントがないってことですか？」

「いいえ。その場合はなしと表示されます。もしかすると、何かの隠蔽スキルが働いてるのかもしれませんね」

「ああー」

　心当たりはありすぎるほどあったので鋼は黙った。

「では、お待ちかねの能力査定に移りますね」

　にこやかにお姉さんが言ったので、鋼はまだピンチを抜け出していないことに気付いた。

（ど、どうしよう……）

　考えてみれば、危ないのはタレントだけではなかった。

　鋼は基礎能力のパラメータをいじって、ポイントを稼いでいた。

　問題はその時の記憶があいまいなことだ。

（九十九まで上げた後、ちゃんと能力値を普通のところまで戻したっけ？）

　もし、いくつかの能力値が、いや、一つだけでも九十九だったら大騒ぎになる可能性がある。

「あの、質問ですけど、冒険者登録の時の能力値って、どのくらいが普通なんですか？」

「ん？　そうですね。成人の能力値の平均は七とされています。冒険者に登録する人は平均より高い人が多いですけど、あなたくらいの年齢ならやっぱり七くらいが平均ですね」

「ち、ちなみに、今までで最高は？」

「んー。個人の情報なので、あまり詳しくは言えませんけど、わたしが担当した中では、平均が大体三十五、一番高いのが五十越え、という人が最高でしたね。魔術師として生計を立てていたのを、冒険者に転向することにした方だったと思います」

「そ、そうですか」

　やはり九十九なんてどう考えてもおかしいらしい。

　しかし、たとえ大騒ぎされる可能性があっても、査定をやめさせるワケにはいかない。とりあえず冒険者として生計を立てるつもりの鋼としては、冒険者ランクが決まらなくても困ってしまうのだ。

　せめて、当時の鋼が、能力値を普通の値に戻していてくれたことを祈るしかない。

　だが、そんな鋼の祈りも虚しく、

「まさか……！　こんな、ことって……！」

　鋼のカードに表示された能力値を一目見た途端、受付のお姉さんの顔が蒼白になる。

「これ、ご自分で、見てください。信じられない」

　そう言って、受付のお姉さんが震える手でカードをかざす。

「あなたって、本当に、すごく……」

　そこには……。




ＬＶ１　ＨＰ１　ＭＰ０

筋力０　知力０　魔力０

敏捷０　頑強０　抵抗０




「……すごく、弱いです」

　そこには、全項目が最低値をマークした、鋼の能力値一覧が表示されていた。

（も、戻しすぎてたぁぁああああああああああああああああああ!!!）

　今度は別の理由で顔を青くする鋼の脳裏には、

《ぷ、ぷふっ！　さ、さいじゃく、最弱じゃ、ぷ、ぷふっ、にゃははははは!!》

　どこぞの失礼な神様の笑い声が、いつまでも響いていたという。




　以下の者を当ギルドのメンバーとして登録する。

　ハガネ・ユーキ　ＬＶ１　職業　学生

　冒険者ランク　Ｈ　（冒険者ギルド創設以来、最低ランク）




　　　３




《「僕は、何を間違ったのかな……」

　あの、衝撃の『俺ＹＯＥＥＥＥＥＥＥ!!』事件から、一夜が明けた。

　僕は自分が選ばれた人間だと信じていた。でも、それはただの勘違いだった。

　それからの生活は、あまりにもみじめだった。

　あまりに弱かった僕は誰にも相手にされず、最弱最低な冒険者の烙印を押された。

　友人なんて出来るはずもないし、仕事も全く見つからなかった。

　その日の食事を得るためだけに、ほとんどただ同然の値段でアイテムボックスも聖王の法衣も売ってしまった。

　それでもお金はすぐになくなる。

　初めてこの世界に来た日を思い出し、何とかお金を借りようと教会に行ったが、ミスレイさんに門前払いをされた。

　後から聞いた話だが、ミスレイさんは近々、聖王の法衣を高値で買い取った貴族と結婚するそうだ。

　今では服を金色に出来る特技を生かして、乞食と大道芸の中間くらいのことをして何とか日銭を稼いでいる。

　でも、それもだんだん飽きられているし、ボロを着た僕をみんなが汚物を見るような目で見てくる。

　野良猫までが僕をさげすんで、通り過ぎる度に僕に唾を吐きかける。

　そんな時だ。絶望の淵にいた僕の前に、一匹の白い子猫が現れた。

　ああ、忘れもしない。彼女だ。彼女だけが、いつだって僕の味方だった。

　なぜ僕は、彼女を邪険に扱っていたのだろう。

　それこそが、全ての間違いだったのだと今ようやく気付けた。

　ああシロニャ、君こそが僕にとっての……》

「長いんだよ！　勝手に僕のモノローグ騙るのもいいけど、いや、よくないけど無駄に長いよ！　しかもちょっとリアルだったからなんか聞き入っちゃったし！」

《自信作だったんじゃが……。野良猫に唾吐かれるところとか、ちょっとうるっと来なかったかの？》

「いや、そこは不自然だったよ！」

　あいかわらず脳内でハイテンションなやり取りを続ける二人。

　当然ながら鋼の能力値が判明してから一夜明けたりはしておらず、鋼はまだ冒険者ギルドにいた。

　鋼の冒険者ランクが決まった後、

「紹介状もありますし、手続きに少し時間がかかるので待っていてください」

　と言い残して受付の人は奥に引っ込んでいってしまった。

　あの人、奥に行ったのこっそり笑うためじゃないだろうな、などと邪推してしまうのは、鋼も若干ショックを受けているからだ。

　別に、転生先で能力値の高さを生かしてオレマン無双、なんて考えていたワケではないのだが、能力値オールゼロなんて予想外だったし、受付のお姉さんの最後の台詞なんかはちょっと衝撃だった。

「あ、その、待っている間、気を付けてくださいね！　転んだりしないように」

「え？　あ、はい？」

「その能力値だと、派手に転んだらたぶん、死にますから！」

「…………はい？」

　と来たものだ。

「あ、それとそこの机の角も尖ってますからうっかりさわって死んだらダメですよ！」

　とも言われたのだが、ちょっと死亡のハードル低すぎじゃないだろうか。

「でも、実際どうなんだ？　いくらなんでも転んだって人は死なないよな？」

《いや、たぶん死ぬのじゃよ？》

「マジかよ……」

　神様にあっさりと断言されて、鋼はちょっと泣きが入った。

《この世界は地球ベースの世界じゃからなぁ。言語はともかく、重力や日の長さ、大気組成に度量衡もほぼ地球と同じで違和感なんかあまりないんじゃろうが。実はこの世界、おぬしの元いた世界とは根本的に法則が違うのじゃよ》

「具体的には？」

《たとえばじゃな。……この世界、大地は球形ではなく平らで、世界は巨人が支えとる》

「噓だッ!!」

《残念ながらマジじゃ。世界の果てに行くと、水が滝のようになって落ちていくところが見えるのじゃ》

「だ、だからって、いくらなんでも人間が転んだだけで死ぬなんて……」

《あー。この世界はゲームが元になっとるからのう。なんというか、パラメータが物理法則より上位の法則となっているというか……》

「ゲーム？　パラメータ？」

　訊き返しながら、そういえば冒険者カードも普通にゲームのような表記がされてたなと思いだした。

《ここはもともと〈神しん人じん類るい育成計画〉、あるいは〈新しん神じん類るい養成計画〉などと呼ばれる計画に基づいて作られた世界でじゃな。そもそも〈神人類育成計画〉とは世界の修正力に打ち勝つため神のごとき人間を……ううぅ。説明が面倒なのじゃ》

「信じられない……」

《うむ。話が大きくてにわかに信じられないのも分かるのじゃ。じゃがの、これを現実と受け止めて……》

「シロニャがこんな神様っぽいことを言ってるなんて……」

《失礼じゃなおぬしは!!　ワシはすごい神様なんじゃぞ！》

「あ、普通に戻った」

　久しぶりにシロニャがキレて、なんか安心した。

《もう、分からないなら分からないでいいのじゃ！　ただ、思い出してみるのじゃよ。おぬし、あの巨乳の渡してきた首輪を重いと感じたじゃろ？　ここで渡されたカードと針についても同じじゃ！　それに、歩くのが異様に遅いとも思ったじゃろ？》

「そういえば……」

　翻訳の首……チョーカーやカードや針が特別に重いのかと思っていたのだが、それは逆、鋼の筋力が落ちているせいだったのか。

《とにかく、ここではパラメータが肉体に影響するのじゃ》

「つまり？」

《転んだら死ぬのじゃ》

「それは嫌だぁあああ！」

　叫んで駄々をこねる鋼。いつもと逆の立ち位置に、シロニャが呆れつつも優しい声をかけた。

《安心するのじゃ、コウ》

「シロニャ？」

《おぬしが死んだら、墓にはメガド〇イブとワンダース〇ンカラーを供えてやるのじゃよ！》

「超いらねぇえええええええええええええええ!!」

　と、一応オチがついたところで、受付のお姉さんが戻ってきた。

「お待たせしました」

　そう言って受付に戻るお姉さんに、鋼も平静を装って、「いえ、大丈夫です」と返す。

　まあ内心全然大丈夫ではないのだが、そこは一応男の子であった。

　お姉さんは、言い出しにくそうに話を切り出した。

「その、ミスレイとは、親しいのですか？」

「ミスレイさん、ですか？　いえ、今日会ったばかりですけど、色々とお世話になった……恩人です」

「なるほど」

　お姉さんはうなずいた。

「紹介状ですが、その、なんと言いますか……」

「何が書いてあったんですか？」

　鋼が質問すると、お姉さんは少し迷ったようなそぶりを見せて、

「そうですね。……読んでみますか？」

　紹介状を差し出してきた。

「いいんですか？」

「はい。どうせ大したことが書いてあるワケではないので」

「なら……失礼します」

　受け取って、開いてみた。

　中には、簡潔に、一言。




「　よ　ろ　ぴ　く　」




「……………」

　なぜだろうか。色々とお世話になった恩人のはずのミスレイに、今ちょっとイラッとしたのは。

　大したことが書いていないとは言っていたが、こんなにも大したことが書いていない紹介状もめずらしいだろうと鋼は思った。

「こういう奴なんです、ミスレイは」

　同情するような口調で、お姉さんが慰めてくれる。

「その……知ってました」

　鋼があきらめたように言うと、お姉さんは同情するように鋼の肩を軽く叩――

「あっ、ご、ごめんなさい！　死んじゃいますよね！」

　――こうとして、怯えたように手を引っ込めた。

　やっぱり肩叩かれたくらいで死んじゃうのだと判明して、鋼はますます暗い気持ちになった。

　それを察した受付のお姉さんが、必死に励ましてくれる。

「だ、大丈夫！　大丈夫ですよ！　だって、この年になるまで生きてこられたんですよね！　だったら、だったらその……今まで、本当によく生きてこられましたよねぇ」

「何で途中でしんみりしてるんですか！　最後までフォローしてくださいよ！」

「い、いえ、ですから大丈夫ですって。道を歩く時は、ちょっと通行人とぶつからないように気を付けて、ちょっと段差につまずかないように注意して、ちょっと上から鳩の糞が落ちてきたらとっさに避けるようにすれば、きっと、きっとあと半日くらい生きられます！」

「余命十二時間になってるじゃないですか！」

「というか、本当にすごいですよね！　ＨＰ一って！　あの、あ、握手、してもらってもいいですか？　……したらたぶん死んじゃいますけど！」

「いいワケないでしょ！　あんた何考えてるんですか！」

　さすがに顔を真っ赤にした鋼を見て、受付のお姉さんも口が過ぎたと悟ったらしい。

「お、落ち着いてください。わたしもおよばずながら手助けをします。一緒に生き抜いていきましょう？」

　その言い方がすでに死亡を前提としている気がしたが、いがみ合っていても仕方ない。鋼は矛を収めることにした。

「あ、申し遅れました。わたし、キルリスと言います。何か困ったことがあったら、相談しに来てくださいね」

　今までの無礼を帳消しにするような笑顔。その笑顔にほだされ、優しく差し出されたキルリスの手に、鋼も自分の手を近づけて……。

「って、だから握手したら死んじゃうって言ってたじゃないですか！」

　我に返って慌てて引っ込めた。ミスレイといいキルリスといい、この世界にはこんな人しかいないのかと嘆きたくなる。

「ふふふ、すみません。……でも、これで元気が出たようですね」

「キルリス、さん？」

　もしやさっきのやりとりは、ショックを受けた自分を励ますための演技だったのか。呆然とキルリスを見る鋼に、彼女は笑顔で答えた。

「知っていますか、ハガネさん。能力値を上げる方法は、一つではありません。例えば昔から、大きな声を出すと耐久力やＨＰが上がる、と言われているんですよ」

「そう、なんですか？」

「ええ。……ギルドの検証の結果、噓八百だったって分かりましたけど！」

「じゃあ何で話したよあんたは！」

　その時、やっぱりこの人はミスレイさんの友達だな、と鋼は確信したのだった。
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「ならばここで、お姉さんが本当にためになる話を聞かせてあげましょう」

「急になんです？」

　鋼は不審そうに聞き返したものの、キルリスは気にせずに続ける。

「この街の南門の正面に、三十メートルくらいの高さの大きな岩山があるのを覚えていますか？」

「そういえば、そんなものもあった……ですか？」

「それ、絶対覚えてない時の台詞ですよね！　とにかく、あるんです！」

「はぁ。それが……？」

「実はあの岩山、休眠したモンスターなんです」

「岩山が、モンスター？」

　キルリスは、あんまり驚かないんですね、と不満そうに口を尖らせてから、

「ただ、あのモンスター、溶岩竜ラーバドラゴンっていうんですけど、元は人間より小さいくらいの弱いモンスターだったんです」

　そんな話を聞かせてくれる。

「あのモンスターは、昔子供だった頃に人間の魔物使いの仲魔になったんです。それから、その魔物使いと一緒に冒険をするうちに五メートルほどの成体になって、強力な戦力になっていきました。でも、問題はその後。主人だった魔物使いがモンスターに殺されて、そのドラゴンは暴走してしまったんです」

「暴走？」

「はい。普通のモンスターは、モンスター同士で争うことはほとんどありません。けれど一度人間と一緒にモンスターを倒すことを覚えたそのドラゴンは、主人が死んで野生に戻った後も、モンスターを倒し続けました。そして、人間が経験値を得て強くなっていくのと同様に、モンスターの霊れい子しを奪って、そのドラゴンはどんどん成長を続けました。体高は五十メートルを超え、その口から吐く豪炎のブレスは一噴きで辺り一面を荒野に変えたとか。ボスに匹敵するほど巨大なモンスターとなったそのドラゴンは、当然ながら人間とも衝突、激闘の末に封印され、出来たのがあの岩山、という話です」

　そうして、キルリスは語りを終えた。悪戯っぽい笑顔で、くすりと笑う。

「悲しいお話ですけど、でも、ちょっとだけ、夢があると思いませんか？　人間よりも小さくて弱いモンスターが、最後には五十メートルを超す、強大なドラゴンに成長する、なんて。わたしは、冒険者も同じだと思っています」

「キルリスさん……」

　そこで、鋼は彼女がこんな話をした意図を悟った。

　弱いモンスターが強大なドラゴンになったように。冒険者ランクＨからだって、頑張れば立派な冒険者になることが出来るはずだ。

　彼女はそうやって、鋼を励まそうとしてくれていたのだ。不覚にも少し感動してしまった鋼に、キルリスは笑顔で言った。

「でもそのドラゴンの封印、十年しか持たないって言われてるんですよね」

「へ？」

「しかも来年がちょうど十年目で、ラーバドラゴンの活動が活発になる夏が一番危ないって言われてるんです」

「へ？　へ？」

「そういう場合は緊急のクエストが出ますので、そうしたら鋼さんも街のために頑張って戦ってくださいね」

「え、えっと……」

　何だかよく分からないが、いい話から一転、でっかい宿題を残されたような感じになってしまった。

　思わぬ着地点を見せた話に、眉間を指で押さえながら尋ねる。

「あ、あの、ためになる話、じゃなかったんですか？」

「ですから、わたしのためになる話ですけど？」

「何その無駄な言葉のトリック!?」

「ついでに言うと来年の夏、わたしは今までの有給全部使って旅行に行くつもりですけどね」

「しかも一人だけ逃げる気満々じゃないですか!!」

　途中までいい話だったのに、どうしてそこで終われないのか。何かオチをつけないと会話が終われない呪いにでもかかっているのだろうか。聖王の法衣でも貸した方がいいのだろうか、と考えたところで、鋼は迷走した思考を打ち切った。

「いくらドラゴンが復活しても、こんな能力値じゃまともに戦えませんよ」

　鋼の言葉に、キルリスは少し首をかたむけて考え込んでいたが、すぐに明るく顔を上げた。

「だからそれは、努力次第というか、うーん。あ、それにですね。能力値が低いなら、装備品で補うという方法もありますよ」

「装備、ですか？」

　そういえば、最近のＲＰＧでは、攻撃力や守備力だけでなく、ＨＰを伸ばす装備なども実装されているものも多い。

「冒険者カードを使えば、今の自分の装備も見られますよ。ほら」

　キルリスがカードにさわると、カードの表示が入れ替わった。

　まさかのタッチパネル方式かと思って驚いたが、どうやらそういうものでもなく、見たいものを考えながらさわると、その項目が自動的に映るらしい。ある意味タッチパネル以上のハイテクである。

　そうしてカードに映し出された鋼の装備は以下の通りだった。




　？ぼうし？

　＊祝福された＊聖王の法衣＋３

　？ふく？

　？ずぼん？

　＊呪われた＊翻訳の首輪〈バウリング・Ｒ〉

　？うでわ？

　？デバイス？




「やっぱり首輪かぁああああああああああ!!!」

　これでミスレイが渡してきたチョーカーが実は首輪だったことがはっきりと判明した。しかも、しっかり呪われている。

「分かる。分かるよ」

　急に叫び出す鋼にも動じることなく、キルリスがそう言って慰めてくれた。

　鋼としては感謝する一方、この人一体ミスレイさんにどんな目に遭わされてきたんだ、と恐ろしく思わなくもない。

　ふたたび私人の顔から職業人の顔に戻ったキルリスは、鋼の姿を見て、目を細めた。

「残りの装備はほとんど未鑑定品ですね。でも、金色だということをのぞけば、大体想像がつきます」

　キルリスは〈？ぼうし？〉が〈安物の帽子〉、〈？ふく？〉が〈布の服〉、〈？ずぼん？〉が〈ただのズボン〉であることをただちに看破した。

〈？うでわ？〉は〈アイテムボックス〉かと思われたが鑑定出来ず、〈？デバイス？〉についてはどれのことを指しているのかもよく分からなかった。ただ、

「そのポケットに入っているもの、なんです？」

　キルリスに言われて見てみると、たしかに鋼の右のポケットが不自然にふくらんでいた。

　取り出してみると……。

「……あ」

　思わず、鋼の目が点になる。

「心当たりがあるんですか？」

「はい。まあ……」

　それは、懐かしきあの３６０連射コントローラーだった。転生のどさくさで持ってきてしまったらしい。

　同時に、〈？デバイス？〉の表記が、〈マジック・コントローラー〉に変わった。

《か、借りパクは犯罪じゃよー！》

　という声が聞こえた気がしたが、とりあえず無視。

　これで、ようやく自分の初期装備が大体どんなものなのか、鋼には把握出来るようになった。

「それ以外に冒険者カードで見られるものというと、フィートですね」

「フィート？」

「特別なことをした時に手に入れられる、称号のようなものです。行動次第で変動するタレント、と言えば分かりやすいでしょうか」

「特別なこと、ですか？　僕には何もなさそうですけど……」

「とりあえず見てみましょう」

「これは……」

　予想を裏切り、鋼は三つのフィートを獲得していた。

「一つ目は、〈戦女神の加護〉ですね」

　キルリスは、鋼が見やすいようにカードを鋼の目の前まで持ってきてくれた。




【戦女神の加護】

《戦女神の加護を受けている証。戦闘にまつわる種々の事象に対して微量のプラス補正を得る。戦女神に仕える司祭、ミスレイによってもたらされた》




「ミスレイさんが……？」

「神官に認められた人間は、その神からの加護を受け取ることが出来たりするんです。たぶん、こうやって加護を得られる可能性を見込んであなたに紹介状を持たせたんでしょう。……たまにこういうことをしてくるから、どうしても見捨てたり出来なくなって泥沼にはまるんですけどね」

　後半は聞こえなかったことにして、鋼は他のフィートも見せてもらった。




【生物史上最弱】

《最弱生物の証。スライムや子猫なんかが寄ってきて同情してくれる。嬉しいか？　ん？》

【異界の神とマブダチ】

《懇意にしている異界の神がいる証。それにしても私、マブダチって言葉久しぶりに聞きました》




「何だか、説明文に悪意が見えるんですけど」

「そういう仕様です」

　仕様なら仕様がない。それよりも、キルリスが【異界の神とマブダチ】のフィートを見ても何も言わなかったことに鋼は感謝した。

　ろくでもない人だと思っていたが、どうやらシロニャよりは数倍空気が読めるらしい。

「とりあえず、カードで分かることはこれで全部ですね。他に何か、聞いておきたいことはありますか？」

「そうですか。だったら、実際の依頼を見てみたいんですが」

　鋼がそう言った瞬間、今まで少しだけ打ち解けていた空気が一瞬で凍った気がした。

「そのこと、なんですが……」

　そこで、キルリスは最高に申し訳なさそうな顔をする。

　鋼が非常に嫌な予感をひしひしと感じる中、彼女は言った。

「実は、あなたが受けられる依頼は、このギルドにはないんです」
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　半分くらいは予感していたとはいえ、それは冒険者として生きていこうかと思い始めていた鋼にとってはちょっとショッキングな宣告だった。

「それは、どういうことですか？」

　キルリスはやはり言いにくそうに話し始めた。

「その、冒険者ランクＨなんて想定されていなかったので、受けられる依頼がないんです。街の雑用のような最低難易度の依頼でも、冒険者ランクＦからなので……」

「あー」

　それはそうだろう。該当者が誰もいない冒険者ランクＧやＨの依頼があるはずもない。

　しかも、冒険者ランクを上げるにはおそらく依頼をこなさないといけないから、依頼が受けられないとどうしようもない。

　これは完全に詰んでいる。

　それでもあきらめきれず、鋼は訊いた。

「冒険者ランクがＨだと、受けられる依頼は本当に一つもないんですか？」

「あ、いえ。フリーランクの依頼なら、原則どのランクの方でも受けられます。でも、ハガネさんの能力値で単独で受けられるものでは……」

　心配してくれるのはありがたかったが、今は背に腹は代えられない。

「一応見せてください。どんな依頼なんですか？」

「これですね」

　キルリスが張り紙の一つを指さした。

「街の物見の、代行？」

　期間は最大三日間。午前十時から午後八時までと書かれている。

「はい。基本的な仕事はそれになります」

　ギルド経由の依頼らしく、張り紙に書かれていない詳しい事情までキルリスは鋼に教えてくれた。

「街の物見というのは、街に近づいてくる雑魚モンスターを倒したり、強力なモンスターが出た場合、街に警告を出す仕事ですね。最近街を襲う魔物の数が減っているので、この機会にと物見から休日の申請が出てるそうです。とはいえ、さすがに物見がいないのはまずいので、その間の交代要員をやってくれというのが依頼内容ですね」

「物見は門番とは違うんですか？」

「門番はレベル三十以上の戦士と決まっていて、モンスターの撃退の他に通行人のチェックなど様々な仕事をします。物見は門番が雑魚モンスターにわずらわされないよう露払いをしたり、倒すべき強力なモンスターが来ることを事前に知らせるため、街より少しだけ離れた場所で仕事をするんです」

「要は門番の補助、ですか」

　それなら何とかやれそうな気もする。

「この依頼がフリーランクなのは、最悪物見が何も仕事をしなくても、門番さえいれば一応街の安全は守れること。逆に高レベルの冒険者なら、普通の物見以上の仕事をこなせるだろうというのが主な理由です」

「普通の物見なら門番に任せるようなモンスターも倒していいってことですか？」

「はい。この依頼、基本給一日二百で、これは引き受けた時に前金で出ます。ただ、それ以外は出来高制。強いモンスターを倒せばボーナス、逆にモンスターを発見出来ずに門まで通してしまうとペナルティが課せられます」

「うーん。ちなみに、どんなモンスターがやってくるんでしょうか？」

「弱いところだとレベル五のスライム、一番強くてレベル二十五のフォレストウルフくらいだと思います。ただ、ここ数日は街の周りは比較的安全で、モンスターもこっちから探さないと見つけられないくらいなので、あるいはもっと楽かもしれません」

　冒険者としては仕事が減るのであんまり喜んでもいられないんですが、とキルリスは笑った。

「うーん」

　鋼は大いに悩んでいた。失敗してもあまりリスクのない仕事のようだし、引き受けてもいい気もするのだが、現状レベル五スライムも倒せないだろう自分が受けても迷惑だろうということはさすがに分かる。

　しかし、こちらもお金を稼がなければ死んでしまうワケだし、だけど物見なんてやっていても死んでしまうかもしれないし、と思考の袋小路に迷い込んでいた時だった。

「依頼を探している！」

　後ろから来た銀色の何かに、鋼はぐいっと押しのけられた。

「うわぁあ！」

　その勢いで転びそうになって、慌てて身体のバランスを立て直す。必死の努力のおかげで、その場に膝をついただけで、かろうじて転ばずに済んだ。

「だ、大丈夫ですか!?」

　キルリスの悲鳴のような問いかけ。その言葉に、鋼は何とかうなずいてみせる。

「あ、あぶなかった……！」

　心臓が早鐘を打っていた。こちとら最弱人間であり、人とぶつかったり転んだだけで死の危険があるのだ。今のはむしろ九死に一生スペシャルと言えた。

「死んだらどうする!!」

　押しのけられた苛立ちと、死にかけた恐怖をごまかすため、鋼は自分を押しのけた人影に怒鳴った。

　だが、鋼の声に困惑したように振り返ったのは、

「あれ？　……女？」













　ファンタジー物の勇ましいヒロインのような白銀の鎧をまとった、金髪の美少女だった。

　ミスレイはかなりの美人であったし、今目の前にいるキルリスもそれなりに身ぎれいにしているが、今鋼の前にいる少女は、それを上回る美貌を持っていた。

　なんというか、もうすでにオーラが違う。

　薄い白銀色の板金で作られた鎧に包まれた身体は、やや細身ながら完成された美しさを感じさせ、その上を流れる煌めく金の長髪は、ややキツめながら整っている顔立ちを豪奢に彩っている。

　そんな彼女がピンと背筋を伸ばしたその凜とした立ち姿は、「聖女」や「聖騎士」という言葉がこれ以上似合う者はいないだろう、と鋼に思わせるほどだった。

　しかし残念ながら、彼女が女であることを指摘してしまったのは、鋼にとって不幸なことになりそうだった。困惑だけに彩られていた少女の緑色の瞳に、すぐさま怒りと敵意がにじむ。

「私が女であると、貴様に何か不利益でもあるのか？」

　最初半身だけで振り返っていた少女は、鋼の言葉に全身を振り向かせた。

　それから苛立ちと侮ぶ蔑べつを感じさせる眼差しで、その場にしゃがみ込んだままの鋼の姿を見やった。

「大体何だ貴様は！　ほんの少し押しのけた程度で、殺されかけただのと因縁をつけるとは！　そうやってそこに転がっていることだって、自らの実力不足が原因だろう!?　おまけにそんな金に飽かして集めたような、金色ばかりの趣味の悪い装備。まったく、男の癖に軟弱な！」

　もしかすると、彼女は自分が女だということにコンプレックスを持っていたのかもしれない。

　だから売り言葉に買い言葉のようなもので、こんな暴言が飛び出したのかもしれない。

　そんな理屈は鋼にも分かったが、やはりその台詞には、鋼もカチンと来た。

　もったいをつけて、ゆっくりと立ち上がる。

　だが、その間にも鋼の頭の中はめまぐるしく回転し、これからすべきことを考えている。

「へぇ。自分は女だと言われるのが嫌なくせに、他人には『男の癖に』なんて言うんだな」

「ぐっ。それは……」

「おまけに事実を確かめもせずに、因縁をつけただの、実力不足だのと決めつける。どっちが因縁をつけてるんだか……」

「う、うるさい！　私は、騎士……いや、『元』騎士だが、心には正義の心と公平無私の精神を宿している！　謂れのない誹謗中傷を続ける気なら、決闘だって辞さない覚悟があるぞ！」

「そうやってすぐに暴力に訴えようとする人が、正義だとか公平無私だなんて笑わせる！」

「貴様っ！」

　皮肉げに笑う鋼と激昂する少女。

　たちまちのうちにギルド内の空気が張り詰める。

　実際少女などは、今にも帯剣を抜きかねない雰囲気だった。

「ギルドの内での刃傷沙汰は禁止されています」

　そんな二人の熱を冷ましたのはキルリスの落ち着いた声だった。

　少女はその声にハッとして、腰に伸びかけていた右手から力を抜く。だが、もう一方の当事者であった少年、鋼は、それで矛を収めはしなかった。

「だったら、刃傷沙汰じゃない勝負ならいいんだろ？」

「ハガネさん!?」

　鋼の弱さを知っているキルリスが思わずといった風に驚きの声を漏らした。

「私に決闘を申し込むというのか？」

　少し冷静さを取り戻したものの、まだ感情の収まらない少女も、当然その流れに乗る。

「決闘じゃない。勝負だよ。まさか、正義と公平さの体現である騎士様がケンカなんてするワケにはいかないだろ？」

「む！　決闘とは喧嘩ではない！　互いの名誉を賭けた神聖な……」

「色々理由をつけても、どつきあうのは変わらない。だったら騎士らしく、人々を守ることで勝敗を決めるのはどうだ？」

「人々を守る、勝負？」

　思ってもみなかった流れに、硬直する少女。

　そこで鋼は、場の成り行きについていけていないキルリスを振り返った。

「キルリスさん！　冒険者ギルドの力で、この街の物見を代わってもらうことは出来ますか？」

「……はい。ちょうど物見の方たちから休暇の申請が出ているそうですし」

「なら、お願いします」

　まるで、決定事項のように頭を下げる。

「ま、待て！　貴様は何をするつもりだ？」

　思わぬ大事になり驚く少女に、鋼は告げた。

「言っただろ。勝負だよ。ルールは簡単だ。これから四日間、午前十時から午後八時まで、僕ら二人はこの街の物見を務める。あんまり複雑な勝負にしても興ざめだからな。先にレベル三十以上のモンスターを倒した方が勝ち、っていうのはどうだ？」

「レベル、三十か。いいだろう。だが、四日間でもしレベル三十以上のモンスターが出なかった場合は？」

「その四日までに物見をしながら倒した、他のモンスターの討伐数で決める、でどうだ？」

「……いいだろう」

　少女は警戒したような目をしながら、うなずいた。

　そんな少女の神経を逆なでするように、鋼は念押しをする。

「分かっていると思うが、手を抜いたりするなよ。これは……」

「するはずないだろう！　除隊したとはいえ、私は騎士だ！　街の治安維持の一角を担う仕事をないがしろにはせん！」

「なら、僕としても文句はない」

　しかしそれにしてはあっさりと、鋼は引き下がった。

「勝負のルールはさっき言った通りだ。そして、敗者は……」

「何だ？　金か？　それとも私の身体でも求めるか？」

　侮蔑と自嘲の交じったような笑みを浮かべる少女に、鋼は軽く首を振った。

「いいや、そんなものは必要ない。少なくとも、僕が敗者に求めるのは謝罪だけだ」

「……そうか。なら、私も、それだけでいい」

　鋼の言葉を耳にして、少女の勢いが目に見えて鈍った。

　それを不思議に思いながらも、鋼は話をまとめにかかる。

「勝負は明日からでいいな？　なら、明日の九時半、ふたたびここに集合、キルリスさん……そこにいるギルドの人に物見についての説明を受けてから、勝負に向かう。……何か異論は？」

　少女はしばし考える仕種をした後、

「……ない。私が貴様を誤解していたとして、それも明日以降の勝負によって知ることが出来る。そして、私が己を語る術もまた、この剣以外にない」

　そう言うなり、踵を返し、ギルドを出ようとする。

「待て！　まだ、大事なことを聞いていない」

　それを引き留めるのは、当然鋼だ。

「大事なこと？」

　見るからに怪け訝げんそうな表情で振り返る少女。

　そんな彼女の目を一直線に捉え、少年は言った。

「僕はハガネ。ハガネ・ユウキだ。君は？」

　少年の射るような視線に、少女は真っ向から応え、

「アスティエール。アスティエール・ベル・フォスラムだ」

　それからはもう、一度も振り返らずにギルドを後にした。




「ふひゃぁ……」

　そして、ドアが閉じて数秒後。鋼は気が抜けたようにその場に座り込んだ。

　そんな鋼に、キルリスがねぎらい半分、呆れ半分の言葉をかける。

「お疲れ様。でもよくやりましたね、こんなこと」

「いや、ちょっとイラッとしたのも事実ですし。でも、内心ドキドキでしたよ」

　それは事実だった。鋼は出来るだけポーカーフェイスを貫こうとしていたが、心臓は早鐘を打ち、手は汗でにじんでいた。

　ついでに言うと、途中助言をしてもらおうと頭の中でシロニャを呼んだのだが、《なんでじゃ。なんで全然盗めないのじゃ！》という独り言が返ってくるだけだった。

　たぶん、というか間違いなく、何かのゲームに夢中になっていたのだろう。

　しかし、もちろん、鋼はただカッとなって少女に勝負を挑んだワケではなかった。

「と、いうワケで、物見の代行の依頼、お願いします」

　目的は、当然コレ。

　鋼単独では物見の仕事は出来そうもないが、勝負にかこつけてあの元騎士様に働いてもらえば（しかもただ働き！）その限りではない。

　もちろんアスティエールとかいう少女が倒したモンスターの分まで報酬をもらおう、なんてがめついことは鋼も考えてはいないが、彼女のせいで死にかけた分くらいは儲けさせてもらってもいいだろうと思っている。

「はいはい、了解です。でも、いいんですか？　この仕事、期間は最大で三日ですけど」

　鋼は勝負の期間は四日と告げていた。

「あはは。だって一日余分にとっておけば、いざとなったら依頼のお金をもらって最終日に逃げ出せるじゃないですか」

「うわ。ひどいですね。ミスレイの素質があるかもしれないですよ」

「その台詞こそ、ひどいですよ。僕はひどいことなんて何もしてませんよ。僕はお金がもらえて幸せだし、物見の人は休暇がもらえて幸せ。あのアスティエールとかいう人だって、街の人のために働けるんだから幸せですよね？」

「ふふ、ハガネさん……」

　それを聞いて、キルリスは実に艶やかに笑うと、本当に楽しそうに、言った。

「――あなた、最低です」
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「では、依頼の前金をお渡しするので、カードを出してください」

　鋼はキルリスの指示に従って、カードを渡す。キルリスは手早く操作をすると、カードを戻してくる。

「今のは？」

「知らないんですか？　霊子をカードに入れただけです」

「れ、霊子？」

「本当に何も知らないんですね。霊子は簡単に言えば、魔力の塊です。何にでも使えてどこに行っても需要が見込めるので、全世界的に貨幣の代わりになっています」

「な、なるほど……」

　ファンタジー世界における常識という奴だった。

　さらに詳しく聞いてみると、その霊子はカードにも宿らせることが出来るため、電子マネーならぬ霊子マネーとして、カード一枚で買い物が出来るらしい。

「冒険者カードは身分証明や能力の確認、それに霊子のやり取りにも使います。基本的に登録者の許可がなければ使えませんし、紛失しても念じれば手元に召喚されますが、抜け道がないワケではないので注意してください」

「わ、分かりました」

　キルリスの説明を聞きながら、鋼は改めてカルチャーショックを感じていた。

（文化レベルは現代日本の方が上だと思ってたけど、あながちそうでもないかも）

　どうも、この世界では霊子を使って現代におけるライフライン、電気・ガス・水道のようなものを完備させているようだ。

　この分では魔法で携帯電話みたいなものくらいは作ってそうだし、意外と快適な世界と言えるのかもしれない。

（万能すぎるよな、魔法……）

　なんて考えながら、キルリスから霊子がチャージされた冒険者カードを受け取る。

　依頼の前金は六百マナ。マナは霊子の単位で、宿屋で食事つきで一泊するのが五十マナくらいらしいので、それなりの金額だ。

　ついでに宿屋の場所を聞いて、泊まる上での注意点なんかも聞いて、ギルドを出ることにする。

「では明日の午前九時半にこちらに来てください。くれぐれも、周囲と足元には注意して、絶対に人にぶつかったり転んだりしないでくださいね！　あ、特に中央広場は子供が走ってたりするから避けるように！　それに、ここから東の通りは意外と段差が多いのであまり……」

「大丈夫ですって！　気を付けますから」

　最後のあいさつが転ぶなというのはどうなのかと思ったが、実際文字通り死活問題ではあるので、一応うなずいてから外に出た。

　空は今度こそ、真っ黒に染まっていた。

「結構、時間経ってたんだな。まあ、色々あった気がするもんなぁ」

　この世界にやってきてから、まだ半日も経っていないなんて信じられない。

　いや、それを言えば、その少し前までは鋼は平凡な高校生だったのだ。それが、この剣と魔法の不思議な世界で一人で生きていかなければならない。

　そこまで考えて、首を振った。慣れない環境なのは確かだが、幸い鋼は一人ではなかった。

「シロニャ、いるか？」

　思いついて、今まで応答のなかった女神さまに一応声をかけてみる。

《なんじゃ？　今、ちょっと立て込んでるんじゃ》

「ずっと熱中してたみたいだもんな。何してたんだ？」

《今、ちょっと攻略本片手にレアアイテム集めをしとったんじゃ。敵ユニットが最強クラスのレア装備を持っておってな。盗める確率は０％と表示されるんじゃが、このゲームでは小数点以下を切り捨てとるから、実際には小数点以下の確率で盗めるそうなんじゃ》

「なんか胡散臭いな。それ、本当に盗めるのか？」

《ふふん！　ワシの豪運にかかれば小数点以下の確率なんて何でもないのじゃ！　何しろワシは、新年の神様みくじで一％しか出ないはずの大凶を三年連続で引き当てたこともあるんじゃぞ！》

「いや、それ全然ダメじゃないか。というか、神様のくせにおみくじやるんだな」

　鋼がなんとなく嫌な予感を覚える中、シロニャはどうやらゲームを中断したようだった。

《まあ、ゲームはとりあえずよいのじゃ。……うむ。か、神様たるもの、と、とと、友と語らう時間も大切にせねばい、いかんからの》

「そんなに詰まるような台詞か、今の」

《ふん！　ぼっち歴三年のワシを甘く見るでないわ！》

「あれ、意外だな。三年だけなんだ」

　自虐ネタのつもりだったのかもしれないが、予想よりもシロニャのぼっち期間が短いと分かって鋼は拍子抜けした。

《え？　あ、う、うむ。その、じゃってワシ、まだ若いもんじゃから》

「ちょっと意味分からないんだけど。というかシロニャ、今何歳なんだっけ？　まさか、実は三百歳、とか言わないよな」

　いつもの「のじゃ」語りを考えると、そういう可能性もなきにしもあらずだろう。

《な、何を言っておるのじゃ！　ワシはもっと若いのじゃよ！　むしろその年にしては大人っぽいって言われるくらいなんじゃからな！》

「で？　何歳なんだよ？」

《その……三歳》

「へぇ、三歳……え！　三歳!?」

　いくらなんでも鋼の想定外の年だった。ロリとかってレベルじゃない。

　あと、年齢が衝撃的すぎてうっかり流しそうになったが、やっぱり友達いない歴＝年齢だった。

「お前、その、色々大丈夫か？　ほら、都条例とか」

《意味の分からないことを言うのではないのじゃ！　ワシはもう大人なんじゃからな！》

「いや、三歳で大人はさすがに無理があるだろ」

　子供、というか幼児だ。下手をすれば幼稚園にすらまだ入っていない可能性すらある。

　だが、鋼の言葉はシロニャの自尊心をいたく傷つけたらしかった。

《そこまで言うならワシが役に立つところを見せてやるのじゃ！　何かやってほしいことや聞いておきたいことを言うのじゃよ！　どんなアダルトなことでも一つだけ叶えてやるのじゃ！》

「アダルト……は、まあいいとして。あ、そういえば、受付の人が僕のアビリティとタレントが見られないって言ってたけど、心当たりは？」

《うむ？　つまらん質問じゃのう》

「やっぱり分からない？」

《ワシを舐めるなと言ったじゃろ！　もちろんそんなの簡単に……。検索すれば簡単に分かるのじゃよ！》

「なんか変なワンクッションが入った気がするけど、それなら頼むよ」

《任せるのじゃ！　ええと……それは〈技能完全隠蔽〉の効果じゃろうな》

　鋼としてはダメ元で聞いた部分もあったのだが、シロニャは思ったよりもあっさりと答えを出した。

「ぎのうかんぜんいんぺい？」

《うむ。そうじゃ》

「効果は？」

《アビリティおよびタレントを隠す能力じゃな》

「つまり、専用の魔法とか特技を使わないと見られなくなるって感じ？」

　しかし、それに対してふふんと勝ち誇る気配。

《完全、とあるじゃろ？　だからどんな高レベルの鑑定でも、どんな高レベルアビリティでも見ることはできん》

「へぇ」

《それどころか、強い技能を感知する技能がある人間も気付かないし、特定の技能に反応する技能を持っていても反応しない》

「すごいな」

《ふふん。それだけではないわ！　完全と言うたであろ？　それは誰にとっても例外ではない》

「つまり？」

　水を向けられ、シロニャはそのドヤ顔が透けて見えるような自慢げな声で答えた。




《――そのタレントを持っている本人にも自分の技能が分からなくなるのじゃ！》




「ドあほぉおおおおおおおおおおおお!!」

《ま、また！　また耳がキーンとなったのじゃ。おぬし、おぬしは鬼じゃぁ……》

「お前なんか神さまだろ！　やーいやーいお前のかーちゃん創世神！」

《ううぅ。なんじゃろう。別にけなされてるワケじゃないというかむしろほめられておるのにバカにされてる気分になるぅ》

「あははは！　ざまーみろー！」

　三歳児と張り合って、大いに精神年齢を下げる鋼。

《ふん！　そんなことを言うなら、アレじゃぞ！　耳にふぅーって息を吹きかける刑じゃ！　しかもオラクルだからおぬしに逃げ場はないのじゃ！》

「地味に悪質だな！」

　鋼は戦々恐々とするが、そんなことで手心を加えるシロニャではなかった。

《ふふん！　今さらおののいても遅いのじゃ！　ワシの恐ろしさをその耳に刻んでやるのじゃぁ！》

　むしろ勝ち誇ったように勝利宣言をすると、

《ふ、ふーっ！　ふぅぅぅぅ！》

　全力で耳に息吹きかけ攻撃を始める。しかし、

「いや、何ともないけど」

　鋼は特に何も感じなかった。

《しまった！　アレじゃな！　おぬし〈ブレス無効〉を持っておるな！》

　ブレスというのはアレだろうか。竜とかが吐いてくる〈しゃくねつ〉とか〈かがやくいき〉とかのことだろうか。

　しかしどうやら〈ゴッドブレス〉（神様のふーふー攻撃）も防ぐ効果があるらしい。

　なんて無駄なタレントの使い方。これがまさに才能の無駄遣いか、などと、鋼は自らの技能に感謝していいやら呆れていいやら、複雑な心境になった。

「やっぱり、僕の中にはこういう無駄タレントがたくさん眠ってるんだよな」

《まあ、そうじゃのう。少なくとも一千万ポイント分は眠っとるはずじゃ》

　一千万ポイント分のタレント、なんていうものも鋼には想像出来ない。

　ただ、それよりもものすごい筋力とかもっと分かりやすいチート能力でも欲しかった、と思うばかりである。

《わがままな奴じゃのう。目標にした相手が夜中に爪を切ると必ず深爪をして『痛っ！』となってしまうという〈深爪の呪い〉とか、左手の親指で相手の頭頂部をさわると十分後に腹を下すという〈神の左手〉じゃとか、色々と人の破壊欲を満足させる能力もあるというに》

「…………」

　それで破壊欲が満たされる奴なんていないだろと思いつつ、絡むと面倒くさそうなので無言を貫いた。

「さて、行くか」

　外は薄暗く、風は冷たい。早く宿に入らないと、凍え死んでしまいそうだ。

　……割と真面目に。

《な、なんじゃよもー！　無視するなんてひどいのじゃよー！》

　鋼は脳内で騒ぎ立てるシロニャの声を華麗にスルーしながら、夜の街に歩を進めたのだった。
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「それに、しても、宿、遠いなぁ……」

《そりゃ、おぬしの足が遅いせいじゃろ？》

「う、まあ、それは、あるかも。人が来たらぶつからないように迂回したりもしてるし……」

　正直今の鋼は肩がぶつかっただけでも死にかねない。何だか現実感がないが、常にサドンデス状態なのだ。

　はっきり言って、今の状況を舐めていた。夜の街とはいえ、それなりに人通りはあり、ぶつかりそうになることもしばしば。足元も暗くて、油断すると転んでしまいそうだ。

　死の危険もそうだが、このままでは宿に着くまでどれくらいかかるか分からない。

「なぁ、シロニャ。お前の知識で何とかならないのか？」

《……む、むぅ。状況を劇的に変える手段なら、一つだけ思いつかなくもない。じゃが、覚悟がなければあまりオススメはしないのじゃ》

「何だよ、もったいぶるなぁ。とりあえず教えてくれよ」

《う、うむ。方法は単純、今着ている装備を全部捨てて、全裸になるのじゃ！》

「また全裸かよ！　というか、そんなことしたらますます防御力が減る気がするんだけど」

　当然のごとくツッコむ鋼に、シロニャは冷静に答えを返した。

「よいか？　おぬしの防御力は確かに極小じゃが、ゼロではない。この世界のダメージ計算式からすると、防御がゼロの時とそれ以外の時とでは、ダメージの量が全くちがうのじゃ」

「えっと、つまり？」

「防御をゼロにすることにより今の膠着状態を抜け出し、もはや風が吹いただけで即死するように……」

「誰が状況を悪く変えろって言ったぁあああ！」

　なんというか、シロニャは知識がどうというより、根本的なところでポンコツ過ぎる。

　こうなればいっそ、今からでもギルドに戻ってキルリスさんに相談しようか、と考えた時、そこに思わぬ訪問者が現れた。

　ふらふらと空を飛ぶ、藪の中の吸血鬼。……つまりは、蚊だった。

「へぇ、この世界にも蚊っているんだな」

　鋼はなんとなく、元の世界を思い出して懐かしい気持ちになったのだが、シロニャの反応は全くの正反対だった。

《コ、コウ。今、おぬしなんと言った？》

「え？　いや、だからこの世界にも蚊が……」

　答えると、オラクルの向こうで狼狽する気配。

《な、何をしているコウ！　急いでその場から離れるのじゃ！》

「え？　いや、だって蚊だよ？」

《バ、バカ者！　おぬしは今、ＨＰ一の頑強ゼロなんじゃぞ！　蚊の吸血は明白な攻撃行動。もし今、それを受けたら……》

「ま、まさか……。ええ？　あ、いや、でも、聖王の法衣を着てるし……」

　そんな、いくらパラメータが低いからって、蚊に刺されて死ぬなんてさすがに信じたくはなかった。

　だが、現実は無情だった。

《考えてもみるのじゃ。地球で出会った蚊を。おぬしが刺されたのは、肌がむき出しになった場所だけじゃったか？》

「そう、いえば……」

　鋼は思い出す。

　そうだ。奴らはあの分厚いジーンズの上からでも、自由に人間の血を吸っていた。あの細い針は服を貫いて肌に突き刺さり、麻酔薬を注ぎ込み、人が気付かぬうちに吸血行動を終えるのだ。

「じゃあ、もしかして……」

《そうじゃ！　蚊の一刺しには、貫通属性がついておる！　金属鎧ならともかく、布装備ではそれを防ぎ切ることはできぬのじゃ!!》

「そ、そんな……」

　すっごくバカらしいが、とんでもなくピンチだった。

《と、とにかく逃げるのじゃ！　は、早く！》

「あ、ああ！」

　答えている間にも、ぷぅうううううん、と地球では聞き慣れた音が近づいてくる。だがそれは、今の鋼にとっては恐怖の象徴。まさしく、死の羽音だった。

「くそっ！　こんなところでやられてたまるか！」

　蚊に刺されて死ぬなんて、死因としてあまりに最悪だ。もちろん車にひかれて死ぬのだって嫌だったが、せっかく転生した直後にこんな理由で死んでしまったらそれこそ浮かばれない。シロニャを恨んで化けて出そうだ。

　鋼は必死になって、蚊から距離を取ろうとする。だが、ぷぅううううん、という羽音は止まらない。

「ダ、ダメだ！」

　思わず鋼の口から弱音が漏れる。

《ど、どうしたのじゃ!?》

「所詮蚊だと思ってあなどってたんだけど、こいつ……僕より、ずっとはやい!!」

《おぬし、ほんとダメダメじゃな!!》

　シロニャにツッコミをくらうという珍事が起こったが、珍しがっている場合ではない。

　鋼は必死で逃げようとするが、その度に蚊が回り込んでくる。完全にロックオンされていた。

「蚊なんだったら、叩いて潰してしまえば……」

《無理じゃよ！　筋力ゼロじゃ、蚊の防御を打ち破ることはできないのじゃ！》

　逆転の発想とばかりに言うが、それも言下に否定される。

「じゃ、じゃあ、どうすればいいって言うんだよ！」

　逆切れ気味に叫ぶ鋼に、シロニャもまた、動揺した声を返す。

《も、もう少し、もう少しだけ待つのじゃ！》

「何か策があるのか？」

《い、いや。とりあえず約束のメガド○イブとワンダースワ○カラーを用意しようかと》

「だからいらないよ、それ!!」

　叫びながら、鋼は半分あきらめかけていた。

　蚊から逃げるほどの速度も体力もなく、頼みの綱だった神様は、もう鋼の墓前に供えるゲーム機の準備をしている。

　倒そうにも鋼は非力で、武器も何も……。

「ぶ、き……？」

　そこまで考えて、鋼はハッとした。

「あるじゃないか、武器」

《コ、コウ？　まさか、おぬし……。や、やめるのじゃよ！　自分でそんなアイテム入れといてなんじゃけど、それは使ったらまずいものなのじゃよ!!》

　シロニャが必死で止めようとするが、その言葉は鋼の心には届かなかった。

「こうなればもう、破れかぶれだ！　僕は使うぞ、この、〈わくせいはかいばくだん〉を!!」

　言いながら、鋼はアイテムボックスに触れる。そして、鋼の持つ最強の武器、わくせいはかいばくだんをその世界に顕現させ、

《やめるのじゃ！　コ、コウゥウウウウウ!!!》

「……あ」




　――プチッ！




　アイテムボックスから出されたわくせいはかいばくだんは、重力に従って地面に落下した。……その時ちょうどその真下を飛んでいた、蚊を巻き添えにして。

　ぽかんとする鋼の前で、地面に落ちたわくせいはかいばくだんがゴロリと転がり、その下から潰れた蚊の死体が出てきた。

「あ、れ？　もしかして、倒した？」

　状況の変化についていけない鋼の見守る中、蚊の死体が白い小さな光に変わり、それがすうぅぅっと空に昇っていき、

「ハガネはレベルが上がった！　なーんてね！」

　同時に冒険者カードが、いきなりけったいな音を立てた。

「えぇっ!?　今度は何!?」

《コウ!?　無事なのか？　何が起こったんじゃ!?》

「え、ええと、蚊がばくだんの下敷きになって死んで、そしたら蚊が白い光に変わってふわーってなってレベルが上がったって！」

《落ち着くのじゃコウ！　白いものが天に昇ってったんじゃろ？　じゃったら蚊を倒したのじゃ》

　シロニャの言葉に、鋼の胸にもようやく安堵が満ちる。

「そ、そっか。なら、いいんだけど。でも、さっきの白いのはなんだったんだ？」

《そりゃ、アレじゃよ。魂じゃよ》

「ええ？　魂？」

《この世界では、死んだ動物や魔物の体は霊子やアイテムに変換され、魂は天国に旅立つんじゃ》

「なんだその偽善的お手軽設定！」

《じゃってここ、ゲーム的世界じゃから。あ、人間の身体もしばらくしたら消えちゃうから、その前に蘇生魔法をかけないと復活できないのじゃよ」

「ありがちなネトゲっぽい設定どうも！　……しかし、魂に天国かぁ」

　現代の科学万能主義に染まった鋼としてはなかなか受け入れられない話だった。

《まあ、天国という呼び名が嫌なら、〈喜びの野〉と言う奴もおるし、もっとゲーム的に言うこともできるのじゃ》

「もっとゲーム的？」

《うむ。〈はじまりの森〉じゃ！》

「……まあ、別に天国でいいけどさ」

　そんなマーベラスな呼び方をされてはたまらない。鋼は折れた。

「で、それはそうとこっちだけど……」

　現実逃避気味に冒険者カードを取り出すと、

「うわ。やっぱりレベル上がってる」




ＬＶ２　ＨＰ３１　ＭＰ１１

筋力０　知力０　魔力０
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　しかも、ＨＰ・ＭＰに関しては大躍進。だが、筋力などはまだゼロのままだ。

《レベルによって上がるのは、基本的にＨＰとＭＰだけなんじゃ。他の能力値は、それぞれに対応した行動をすると上がるのじゃよ》

　先回りして、シロニャが説明してくれる。

「そうか。これで最弱じゃなくなったかと思ったんだけど」

《ちなみにＨＰはどこまで上がったのじゃ？》

「三十一」

《……うむ、明らかにチート級の成長率じゃな。ＨＰの上がり幅が大きくなるタレントを持ってるようじゃぞ？　少なくともこれで、段差につまずいて即死、状態からは脱出したと考えていいじゃろ》

「そっか」

　鋼はふぃー、と息を吐き出した。常にサドンデス状態は心臓に悪かった。

《まあ、転んで頭打ったら死ぬじゃろうけどな》

「あんまり変わってないな、それ!!」

　暗澹たる気持ちになったが、ここは少しでも状況が改善されたことを喜ぶべきか。

「というか、蚊を倒しただけでレベルアップとかするんだな」

《まあ所詮レベル一じゃしな》

「そういや、レベルが上がった時カードから変な音が出たけど……」

《〈ＬＶＵＰ効果音変更〉のタレント効果、かのう？》

「やっぱりまた無駄タレントの効果か……」

《無駄とはなんじゃ無駄とは！　ＬＶＵＰ効果音変更のレベルアップ音声は、全部で十万と三千種もあるんじゃぞ！》

「それが無駄だってんだよ！」

　怒鳴ってはみるが、無駄機能としか思えないような〈黄金聖闘士化〉などに救われた経験もあるので、鋼としてはそう強くも言えない。

（そもそも、一番使ってるオラクルだって普通なら無駄機能っぽいし……）

　と考えて、鋼はふと気付いた。

「あれ？　そういえば、オラクルはタレントとかアビリティとかじゃなくてスキルなんだよな？　それもこのカードで見られるのか？」

《何を言っとるんじゃ？　スキルは技じゃからな。カードも何もなくとも、自由に使えるし見られるぞ？》

「え？　ほんとうに？　どうやって？」

《アイテムボックスを使った時と同じじゃ。今回は何にもさわらずに、ただ技を使いたいと念じればよい。さすればスキルウィンドウが開くはずじゃ》

「え？　そんな簡単なの？」

《そりゃそうじゃろう。じゃって、カードがなかったら技が使えないなんてことになれば、誰もが何かしらのギルドに入らなくちゃいけなくなるじゃろ？》

　一理あるようなないような……。

　鋼は半信半疑くらいの気持ちで、脳内ウィンドウを開ける。アイテムボックスの時の経験から、今度はスムーズにいった。

「う、わっ！」

　スキルウィンドウを開けた途端、大量のスキルが表示されて、驚いた。

　だが、よく見てみると、その中で使えそうな技はわずかに二つだけ。他は消費するＨＰやＭＰが多すぎてしばらく使えそうにない。

　一番消費量が多かったエターナルフォースなんちゃらとかいう技に至っては、ＭＰ消費が９９９９９だった。一生使うことはなさそうだ。

　使えそうなものの一つは、ＨＰ３消費の〈時間停止〉。そして、ＨＰ３１消費の〈天てん魔ま滅めつ殺さつ黒こく龍りゆう灰かい燼じん紅ぐ蓮れん撃げき〉だ。

　どちらも強そうな名前の割に、消費が少ない。時間停止なら問題なく今でも使えるし、天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃にしても、今の鋼のＨＰはちょうど３１なので、あと少しでもＨＰが上がれば使えるようになるだろう。

「とりあえず、時間停止なんて凄そうな大技が消費３なんだが、知ってるか？」

《あー。それな。うむ。もちろん知っておるぞ。二十秒間、術者の半径二メートルの空間の時間を停止させるのじゃ》

「すごい技だな。これが何で消費３なんだ？」

　聞かれると、シロニャはバツが悪そうに答えた。

《あー。まず、それを使うと周りが見えなくなるのじゃ》

「は？」

《何しろ周囲二メートルの光が止まっちゃうじゃろ？　じゃから、周りがどうなってるのか分からなくなるのじゃ》

「な、なるほど……」

《ついでに空気も止まるので、呼吸もできなくなる》

「それ死ぬだろ！」

《あとこの辺りはよく分からんのじゃが、分子振動も止まっとるので、たぶん周りが絶対零度になるのでは、と言われてるのじゃ》

「さわったらアウトじゃないか！」

《じゃのに地球で使うと時間停止した場所は地球の自転から全力で置き去りにされるので、慣性のついた術者の体は全力で時間停止した場所に押し付けられる》

「死亡確定だろそれ！」

《地球じゃなくてよかったのう！》

「絶対使わないからな、こんな地雷スキル！」

　消費ＨＰ３の謎はあっさり解けた。

「じゃあもう一個の、ええと、天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃、は分かるか？」

　こっちもどうせ無駄スキルなんだろうな、と半ばあきらめながら、鋼は尋ねた。

《んぅ？　あー。てんまめっさつ、こくかいじん、げき……じゃろ。もちろん覚えておるのじゃ》

「天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃な」

《わ、ワシもそう言ったのじゃ！》

「うん。もうそういうことでいいから、さっさと効果を教えてほしいんだけど」

《ぬぅぅ。おぬし、ワシへの敬意がどんどんなくなってきてはおらんか？　しかし、天魔……何とかは、ワシが選んだとっておきの技じゃぞ！　この効果を聞けば、おぬしもワシを見直すはずじゃ！》

「え？　これそんなに強いのか？」

《超強力な技じゃぞ！　何しろ、一億とんで二千発の攻撃を間断なく相手に食らわせる連続攻撃じゃからな！》

「攻撃回数尋常じゃなく多いな！」

《しかも、一撃一撃の威力が通常の三倍！》

「おおぉ！　でも、そんな連続攻撃だったら途中で敵に逃げられたりしたら悲しいことにならないか？」

《一発目が当たったら確実に相手はストップ、必ず残りの全攻撃が入るのじゃ！》

「本当に使えるじゃないか、それ！」

《しかも、技の最初にＨＰを消費するだけで、一億発以上攻撃しても疲労感なし！》

「おおおお！」

《それだけじゃないのじゃ！　最後の一撃がまた強烈なんじゃ！》

「へぇ。通常の十倍ダメージとか？」

《いや、追加効果で相手は必ず死ぬ》

「それまでの一億発全く意味ないな！」

　技の存在意義を疑うような特殊効果である。すごく使えそうだけど、やっぱり残念スキルだった。

《と、まあ。とにかく強力な攻撃技じゃが、唯一の難点はＨＰ消費かのう》

「あれ？　でも、ＨＰ消費３１になってるけど？　これならちょっとレベルが上がれば……」

《いや、レベルはあまり関係ないのじゃ。そのスキルの消費ＨＰ量は最大ＨＰ量との割合で決まるからの》

「割合？」

《うむ。レベルに限らず最大ＨＰの１００％消費で発動するのじゃ》

「…………………ちなみに、この世界ってＨＰ使い果たしたら？」

《んー。もち、死ぬ》

「お前が死ねぇえええええええええ!!!」

　ぎゃぁ、とかいう悲鳴と同時に、何かがぶっ倒れる気配。

《な、なんじゃ。なんなのじゃ？　ワシは親切に質問に答えただけじゃのに、なんで怒鳴られとるんじゃ？》

「自分の胸に聞いてみろ！」

　と怒鳴って、オラクル切断。

　とはいえどちらかが望めば、どうせまたすぐつながるのだが。

「ま、ここまで言っておけばへそを曲げてしばらく連絡してこようとは思わないだろ。でもあいつ、一、二時間もすれば全部忘れてそうだよなぁ……」

　それを美徳と取るか悪徳と取るかは、微妙なところである。

　その鋼の予感は、無事に宿屋に着いて眠ろうとしたところで現実になった。

　ちなみに宿屋への宿泊は問題なく進み、用心のため、なんとなく偽名でチェックイン。その後金額を確認して宿屋の水晶盤みたいなものに霊子を振り込んだらすぐに終わった。

　で、宿屋の食堂でご飯を食べて（何気に転生後初の食事だった。結構おいしかった）、部屋に戻ってさあ寝よう、というところで、シロニャが声をかけてきたのだ。

《き、緊急事態なのじゃぁあああ！》

「な、どうしたんだよ！」

　のんびり寝ようとしているところに急にオラクルで大声を出されて、鋼は飛び上がった。

《最後の石板のかけらが見つからないのじゃぁ。ワシは、ワシはどうしたら……》

「寝ろ！」

《待つのじゃー。待つんじゃよー。本当に見つからないのじゃー》

「ネット見ろ！」

《見たんじゃ、見たんじゃけど、使ってたサイトに行ったら、『せるべる　のと　ほうんど』って言われて……。もしかして、ワシのパソコン壊れちゃったんじゃろか？》

「せるべ……あー。server not foundか。壊れてないから。ただ攻略ページが終わっちゃっただけだから。もう一回グー〇ル先生かヤ〇ー先輩に頼んで、生きてる攻略ページを見つければいいんだよ」

《そうすれば最後の石板、完成するかの？》

「するする」

《そうか！　そうかそうか！　すまんの、本当に不甲斐ない神様ですまんの。じゃけどワシ、三歳児じゃけぇ》

「分かった。分かったから。とにかく寝かせ……」

《おぬしは本当に頼りになるのう！　うむ！　おぬしはやはりワシの最高の友じゃな！》

　それを聞いた瞬間、鋼は何だか嫌な予感を覚えた。

　ほぼ同時に、頭の中で「トゥットゥルー！」という感じのファンファーレが鳴り響く。

　しろにゃ　の　なかよしど　が　２５　あがった。

　しろにゃ　との　かんけい　が　ひよくれんりのとも　に　なった！

　はがね　は　おらくる（てんぷふぁいるつき）　を　おぼえた！

　しろにゃ　の　さーびすしょっと　が　おがめる　ように　なった[image: ]

「いらんわっ！」

　鋼はまだ何かを言っているシロニャを無視して布団をかぶった。

　その夜。今度は《ボスがたおせないのじゃー》と泣きつかれた鋼が寝不足になったのは言うまでもない。








断章１





　　　　　「おはよー」

　　　　　「あ、おはよう。マキ」

　　　　　　朝の喧騒の中に、私は今日も自分を埋没させる。

　　　　　　――私は真白　夕希。真っ白な夕方の希望、と書いて、「ましろ　ゆうき」と読む。

　　　　　　特に変哲のない、一束五百円で売っているような、十把一絡げ感のある普通の高校生だ。

　　　　　　強いて変わった所を上げるなら、私は少しイタいというか、自意識過剰というか、人よりポエミィというか、私ほど頭の中が装飾過剰な言葉で埋まっている人は、あんまりいないと思う。もちろん、他の人の頭の中なんて覗いた事がないのだから、本当の所は分からないのだけれど。でも、脳内ナレーションで自分語りな自己紹介をしちゃう女子高生なんて、たぶん他にいなさそう。

　　　　　「あ、蒲かま田たくん」

　　　　　　友達の挨拶と雑談をさりげなく躱かわして、教室を突っ切って目的の場所へ。

　　　　　　見つけたのは目的の大柄な男子生徒、が見つめる空っぽの机だ。

　　　　　「あ、ああ。真白さんか」

　　　　　　大柄な男子、蒲田くんが気付いて、こちらを向く。

　　　　　　でも、その目は寝ぼけているみたいに精彩を欠いている。

　　　　　　二日前まではそんなによく知っていたワケではないけれど、たぶんそうだ。

　　　　　　――それとも、そうであって欲しい、のかも。

　　　　　　そんな考えが頭を過よぎるが、私はそれをおくびにも出さず、いかにも世間話という体ていを装って声をかける。

　　　　　「やっぱりコウくん。今日も休みなんだ」

　　　　　「ああ。たぶんな。この時間なら、たしかいつも来てたはずだから……」

　　　　　　蒲田くんは、また後ろの席を見てため息をついた。

　　　　　「これでもう、二日になるんだよな」

　　　　　　哀切の混じったその呟きに、私はぎゅぅと拳を握りしめた。

　　　　　　この蒲田くんが見つめる空席の持ち主は、結城鋼。私の名前と同じ読みの名字を持つ男の子だ。そのせいで、クラスメイトは男女問わずほとんどが彼の事をあだ名である「コウ」と呼んでいた。

　　　　　　彼はもう二日、学校に来ていない。今日もこのまま来なければ、三日間の連続欠席という事になるだろう。

　　　　　　それが、ただの風邪や体調不良の類であれば大して騒ぎ立てるような事でもないのだが、その理由が行方不明――事件や事故か、あるいは家出か何か――であることは、もうこの教室の公然の秘密となっている。

　　　　　　蒲田くんは、そんなコウくんの、たぶん一番の友達だった。

　　　　　「やっぱり蒲田くん。コウくんがいないと寂しそうだよね。さっきも机見てたし」

　　　　　「え？　俺、そんなにジッと見てた？」

　　　　　　自分でも驚いたみたいに、蒲田くんは言う。

　　　　　「分からないけど。私が来た時は、少なくともそうだったよ」

　　　　　「そうかね。……まあ、ＨＲホームルーム前はすることがなくてヒマだからな」

　　　　　　蒲田くんはそう言って苦笑するが、そんな事はないだろう。少なくとも、周り中で楽しそうに囀さえずっているクラスメイトを見れば、朝のこの時間が高校生にとって決して暇な時間ではない事は明白なはずだ。それが、無為な時間でないかは、また別として。

　　　　　「だけど、真白さんだって同じじゃないか？　俺、コウがいなくなってから毎日おんなじこと聞かれてる気がするぜ？」

　　　　　「毎日って、大げさだな。まだ三日目だよ？」

　　　　　「だよな。まだ、三日目だもんな」

　　　　　　笑い飛ばす彼の瞳には、しかし勢いがない。

　　　　　　それをからかおうかとも思ったのだが、代わりに私の口から出たのはもっと素直な言葉だった。

　　　　　「コウくん。早く戻ってくればいいのにね」

　　　　　「……そうだな」

　　　　　　最後のこのやり取りだけは、二人共もはや誤魔化しようがないほどの情感がこもっていた。




　　　　　　学校からの、帰り道だった。

　　　　　　蒲田くんの後ろの席が今日も空席のままだった事に、自分でも理解不能なほど気落ちして、独りとぼとぼと家路を歩いていた時の事だ。

　　　　　「か、可愛い……」

　　　　　　私が自分の名前を返上しなくてはいけないほどに真っ白い子猫が、通りの向こうを歩いていた。

　　　　　　トコトコ、トコトコトコ。あ、立ち止まった。

　　　　　「む、むむ？」

　　　　　　立ち止まった子猫は、まるで見えない誰かとお話でもするみたいに虚空を見上げ、たまに相槌を打つみたいに首をこくこく動かしている。その動作一つ一つが、

　　　　　「可愛い！　可愛すぎる！」

　　　　　　超絶技巧的な可愛さを誇っていた。

　　　　　　それも、単に外見が可愛いというのではない。人みたいにうなずいている動作も可愛かったが、あの短い足でよたよたとしながら、それでも精一杯気取って歩こうとしているあの動き。何だか頑張って背伸びしている子供を見ているような、不思議な庇護欲が湧いてくる。

　　　　　　それに、あの白い子猫の姿を見ていると、心の中が温かい、どこか懐かしい空気に満たされていくような気持ちになる。嬉しいのと同時に切なくて、何だか胸が締めつけられる。

　　　　　「あの子、そう、あの子にシロニャンという名前を授けよう」

　　　　　　ニャンコの可愛さに中あてられ、茹ゆだった頭で私は更に暴走する。

　　　　　　白いニャンコでシロニャン。安易に見えて深遠、深遠と見せてただひたすらに可憐。何という素晴らしいネーミングセンスだろうか。自画自賛の嵐。

　　　　　　それに不思議と、自分で適当に付けた名前であるにも拘らず、あの白い子猫の本質をきちんと言い表しているような、具体的には八割ほど正解しているような、そんな奇妙な感覚があった。

　　　　　　もう自分でも何を言っているのだか分からない。それほどの可愛らしさだ。

　　　　　「あ、れ？」

　　　　　　しかしそんな可憐な子猫が、突然ビクリと不自然に体を硬直させて動きを止めた。

　　　　　　どうしたのだろうと私が何の気なしに辺りを見回すと、

　　　　　「危ない！」

　　　　　　目に映ったのは、ちょうど子猫に当たりそうな位置から落ちてくる植木鉢。

　　　　　　私は咄嗟に駆け出していた。

　　　　　　――ガシャン！

　　　　　　アスファルトに叩き付けられ、耳障りな音を立てて砕ける植木鉢。私は間一髪、子猫を抱き上げて、落下する植木鉢を避ける事に成功していた。

　　　　　　急に抱き上げられた子猫はしばらく、私を驚いたような目で見ていたが、

　　　　　「にゃ！」

　　　　　　と感謝の言葉のような物を告げると、するりと私の腕の中から抜け出して、歩き出していってしまった。

　　　　　　そのまま、すぐ近くにあった建物に入っていってしまう。見た所自動ドアのようだったが、他の人が開けた所にうまく滑り込んだみたいだ。

　　　　　　あそこは確か、ゲーム屋さんだっただろうか。

　　　　　「……ふぅ」

　　　　　　それでも私に、それを追う気力はなかった。

　　　　　　我が身に起こった、あるいは起こりかけていた事の恐ろしさに、今更ながらに腰が抜けていた。

　　　　　　――ギリギリのタイミングだった。

　　　　　　助けに入ったのが私より鈍臭い人だったり、飛び出すのを少しでも躊躇ためらっていたりしたら、子猫を抱くだけで精一杯で、子猫を庇った代わりに植木鉢が頭に命中して死んでしまっていたかもしれない。

　　　　　　全然関係がないはずなのに、何となく、コウくんの事が心配になった。

　　　　　　私は普段はいじいじと考え込む癖に、肝心な時には意外と考える前に動くタイプだ。でも、コウくんはどうだっただろうか。はっきりとは言えないが、真逆のタイプなのではないかという気がする。

　　　　　　それでも子猫を助ける為に命を張るなんて馬鹿らしい、と切り捨てられるならいいのだが、コウくんにそんな事が出来るだろうか。一拍遅れで結局助けに入って、意外と要領悪く失敗してしまいそうな気がする。

　　　　　「なんて、やめやめ！」

　　　　　　ネガティブになってしまった妄想を頭の中から追い出す。何でもコウくんに繋げて考えてしまうのは、今の私の悪癖だった。これでは陰で〈妄想ガール〉なんて呼ばれていても文句は言えない。ちなみに、私に妄想癖がある事は誰にも知られていないはずなので、実はその想像こそが純然たる被害妄想なのではあるが。

　　　　　　その時、件の白猫が店から出てきた。しかも、首からゲーム屋さんのロゴが入った買い物袋を提げている。袋の中のあのデコボコとした膨らみは、やっぱりゲームソフトだろうか。

　　　　　「か、買い物をする猫……」

　　　　　　荷物が重いのか、どこかよたよたと、けれど不思議と嬉しそうに歩くシロニャンのあまりの愛らしさに、私は瞬間、全ての悩みを忘れたのだった。
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　アスティエールは元騎士である。

　先祖にも何人もの偉大な騎士を輩出してきた自らの家系にならい、アスティエールも迷うことなく騎士の道を選んだ。

　幼少の頃より、かつて国一番の騎士と謳われた祖父の指導を受け、本人にも才があったことから、騎士としての技量はめきめきと上がっていき、十二歳で騎士候補になった時には既に、その剣の冴えは最上位の騎士にも劣らぬほどだった。

　だが、彼女にとっての不幸は、年を経るに従って成長したのが剣の腕だけではなかったことである。幼い頃より、活発で可愛らしい子として男女問わずに人気のあった彼女だが、成長するに従い、その美貌もまた際立っていく。

　生来の気の強さとは対照的な儚げな面差しは多くの男共を魅了し、どれだけ鍛えても少女そのものの肉の薄いその身体は、ある種幻想的な、妖精のような可憐さを見せる。そしてその身体を制御する、訓練と規律の行き届いた流麗ながら力強さにあふれる所作や身のこなし。それは、非常にアンバランスな、それ故に人を引き付けてやまないガラス細工のような美を生み出した。

　結果、彼女の美しさを狙って、あるいは、彼女の美貌から来る影響力を利用しようと、有形無形のありとあらゆる策謀が彼女を取り囲んだ。

　幸い、彼女が持つ〈不可侵の聖色〉という、鋼が聞いたら「厨二！　チート！」と叫びそうなタレントは邪よこしまな企みを持つ者の接近を許さなかったし、毒や睡眠薬などの直接的な手段による謀略を防いではくれた。しかしそれは隔絶した才能や美貌の生む羨望や嫉妬から身を守ってくれるものではなかったし、直接的ではない謀略には全くの無力だった。

　気付けば彼女は、誰よりも高い戦闘の腕と、比類なき名声と、やや独善のきらいはあるものの気高き心を持っていると誰しもに認められながら、騎士の座を追われることになった。そして、

「その末路が、コレか」

　思わずつぶやかずにはいられない、この惨状。

　アスティエールは騎士の職を辞した後、すぐに隣の街に移り、冒険者ギルドに向かった。自分を騎士の座から追い落とした者、それを黙認した者たちに目にもの見せてくれようと冒険者ギルドを訪れたまではよかったが、そこで妙な男におかしな言いがかりをつけられ、さらには勝負を持ちかけられる。

　考えてみれば、いくら勝負とはいえ、街の物見という本来対価をもらって行うはずの仕事をただでやることになっているのだが、まあそれはいい。

　騎士時代の収入はほとんど使わずに残っているのでお金には余裕があるし、物見の仕事は街の人々のためになるので、騎士の精神にも合致する。

　問題は、現在の勝負の相手であり、物見の仕事の相棒である。

　名前はたしか……ハガネ、とか言っただろうか。勝負を申し込まれた時は、この男も意外と気骨があるのかと考えたものの、次の日、実際に勝負が始まって、その評価は覆された。当然、悪い方に。

　まず、動かない。全くもって動かない。確かにこの付近の魔物の数は普段と比べて激減しているものの、それでもスライム程度なら何度も現れた。

　しかし、ハガネは「僕は大物専門だから」と言って、一瞥すらしない。

　いくら小物とはいえ、街を脅かすモンスターであることには変わりない。放置することも出来ず、全てアスティエールが処理することになった。

　それだけなら、まだ許せる。イライラはするがまだ許せる。

　しかし、一番度し難いのが、アスティエールが横に立っているというのに、それを全く無視し、ぶつぶつと独り言を言い続けていることだ。

　アスティエールは、どこにいても、誰からでも注目される人間だった。いくら本人が放っておいてほしいと思っても必ず誰かが寄ってくる。たまにあえて無視をしてくる人間がいたにはいたが、その陰には何かの思惑が隠されており、相手が彼女の存在を強く意識しているのがはっきりと分かった。

　だが、今彼女の横にいるハガネという少年は違った。

　アスティエールが何をしていても完全に意識の外、完全無視で楽しそうに独り言を言いながら、時々にやにやしたりしている。これはアスティエールに失礼なだけでなく、仕事の効率という点でも愚策としか言えない最悪の態度ではあるまいか。

　そんな風にアスティエールは思う。

　お互い時間をずらして一時間だけ休む（その間に倒したモンスターについては勝負に影響しない）のだが、それ以外の八時間を共に過ごすのだ。

　だったらお互いが退屈にならないよう、最低限の会話くらいはするのがマナー、エチケットなのではないか。

　アスティエールは自分が鋼と勝負していることなど忘れて、そんな風にも思う。

「貴様は、独りでぶつぶつと、一体何をしているのだ？」

　一度だけ、仕方なく会話をしてやろうと話を振ったこともあったのだが、

「エア友達と話してるんだよ！　悪いか！」

「い、いや、悪くはないが……。しかし、寂しくないか？　その、近くに生身の人間がいる場合はそちらに……」

「僕の友達は神様なんだぞ！　あんたは神様よりも偉いのか!?」

「す、済まなかった……」

　なぜか謝罪するはめになって黙るしかなかった。













〈煌めく聖色〉〈不可侵の光姫〉とまで言われたアスティエールの、完全敗北である。

　ちなみに、彼女には知る由もないが、その裏ではこんな会話が繰り広げられていた。

《こ、こともあろうに、エア友達とはなんじゃ！　エア友達とは！》

「ただごまかしただけだろ。そんなに怒るなよ」

《じゃ、じゃって。ワシは、エアなんかじゃなく、ちゃんとおぬしの友達じゃろ？》

「え？　何？　デレモード？」

《デ、デレとか言うでないわ！　それより、ゲームの続きをやるのじゃ！》

「ええと、じゃあもう一回しりとりやるか？」

《む。むぅー。それは嫌じゃよ！　おぬしは『る』でばっかり攻めてきてズルいのじゃ！　ここは平和的に古今東西に決定なのじゃ》

「ヒマ潰しになれば何でもいいけど。お題は？」

《マンガとかゲームに出てきそうな地名や人名、でどうじゃ？》

「なんかマニアックだな！」

《じゃーワシから行くぞ。サラミス海戦！》

「いきなり地名でも人名でもないな！　えっと、カスケード山脈！」

《マゼラン海峡！》

「インノケンティウス三世！」

《アルビオン！》

「だんだん微妙になってきたな。マリク・シャー！」

《普通にかっこいい名前路線で来るとは！　おぬし、あなどれんな！》

「おまえもなー！」

　と、実に楽しそうに笑い合う。

　その能天気な姿に、とうとうアスティエールが爆発した。

「き、貴様はっ！　この物見の仕事を何だと思っているのだ!!」

　つかみかかるような勢いで鋼に食ってかかる。

「え、いや、そんなこと言われても……。ほら、ちゃんと門に来る魔物は、全部倒してるだろ？」

「わ、た、し、が、な！　貴様はさっきから一度も戦ってないではないか！」

　アスティエールの鋭い指摘にも鋼は動じなかった。

「だから、僕は大物専門だって言っただろ。あんたの方こそ、そんないつも肩肘張って全力でやってたら疲れないか？」

「民を守るのは騎士の務めだ!!」

「いや、あんた冒険者だろ」

　鋼の一言に、今まで前のめりに話していたアスティエールがうっと鼻白んだ。

「……確かに、今の私は騎士団を追われた身だ。だが、騎士の誓いは、悪しき魔物たちから力なき者を守るという誓いは、いまだこの胸にある」

「ええと、昔そう誓ったから今も頑張ってるってことか？」

「違う！」

　それならなんとなく分かるかな、と割と約束を守ることを大事にする鋼は思ったが、アスティエールは強く首を振った。

「力のある者がそうでない者を守るのは、当然のことだ。少なくとも私は、そう思っている。目の前に脅威があり、それを退ける力を自分が持っていたら。やるべきことなんて、決まっているはずだ」

「なるほど、つまり……」

　鋼はそこで納得顔でうなずいて、アスティエールの背後を指さした。

「あそこにいる魔物の群れはあんたが倒してくれるってことだな！」

「はぁ!?　き、貴様は……！」

「あ、もう休憩の時間だぁ。じゃあちょっと街まで行ってきまーす！」

　鋼はわざとらしくそう叫ぶと、そそくさと街の方に駆けていく。

　あいかわらずのスピードなのでアスティエールなら簡単に追いつけるが、現れた魔物の群れを放置するワケにはいかない。

「くっ！　覚えていろよ、貴様！　戻ってきたら私が、ええと、私が、ううむ、その……とにかくひどいことしてやるからな!!」

　捨て台詞みたいな台詞を吐きながら、年若い元騎士は魔物の群れに突っ込んでいったのだった。
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　耳をふさいで街に逃げ込んだ鋼は、アスティエールの姿が見えなくなって、ようやく息をついた。

「ふぃー」

　鋼だって、アスティエールを騙して戦わせていることに、罪悪感を覚えなくもない。

　ただ現実問題として、今の鋼には最下級の魔物であっても恐るべき脅威。魔物以前に、蚊とアリ相手で何とか互角、ハエやネズミ相手なら負ける程度の戦闘力しかないのだ。

　というか街の人間よりも圧倒的に弱いワケで、だとしたらアスティエールの理屈に従えば、鋼は一番アスティエールが守ってやるべき人間ということになる。

「でも、強いから弱い奴を守るのが当たり前、っていうのもなんだかなぁ」

　それはそれで、極端すぎるというか。そんな信念を本気で信じて実行出来るアスティエールはきっと立派な人間なんだろうが、鋼としてはアスティエールばかりが貧乏くじを引いてそうな気がして、ちょっともやもやとした気持ちもある。

「……しょうがない。アスティエールには、何か差し入れでも持っていってやるか」

　現実的な落としどころを見つけ、とりあえず食事を済ませることにする。行きつけの店などないので、見かけた屋台で串焼きなどを買い込んで、とりあえずギルドに行って休むことに決めた。

　鋼が両手に食べ物を持ってギルドに行くと、カウンターにいた昨日のギルド職員、キルリスから鋭い声が飛んだ。

「あ、ギルド内は飲食物持ち込み禁止ですよ！」

「え？　あ、そうなんですか？」

「ま、いいです。どーせお客さんもいませんし。座ってください。お茶くらい出しますよ」

「はぁ。ありがとうございます？」

　いいのかな、と思いつつ、鋼はその言葉に甘えさせてもらった。

　お茶を片手に、二人で向かい合う。

「どうですかそっちは？　順調ですか？」

「はい。あの騎士の人がスライムを何匹か倒してたみたいですよ」

「他のモンスターは？」

「たぶん、まだ出てないんじゃないですか」

「はぁ。やっぱりそうですか。ハガネさんは、戦ったりしていないんですか？」

「全く戦ってませんよ。雑魚モンスターだって僕の手にはあまるでしょうし、たぶんレベル三十以上の敵とか出てきたら即座に逃亡します」

「……まあ、ハガネさんの実力なら、そうですよね」

　大物狙いだとアスティエールには言ったし、レベル三十以上の敵を倒したら勝ち、などというルールにしているが、それは勝負を長引かせつつ自分の実力を見せないために言った方便であり、内心ではそんな高レベルモンスターなんて来るはずないと考えている。

「そっちはどうなんですか？　見たところ、人が全然いないみたいですけど」

　鋼がキルリスの方に話を振ると、彼女は疲れたような仕種で首を振った。

「こちらは全然です。今日は昨日にもましてモンスターの姿がなくて。もしかして、そろって休眠期にでも入ったんですかねぇ……」

「モンスターにそういうのってあるんですか？」

「今までに聞いたことはありませんけど」

「そうですか」

　原因は不明らしい。さらにキルリスが何かを言いかけたその時、

「きゃっ！」

「うわぁ！」

　突然、地面が揺れた。

　その後も、ズン、ズン、という鈍い振動が、地面を伝って鋼たちに伝わってくる。明らかな異常事態だ。

「と、とりあえず、外に」

「は、はい！」

　鋼に誘導され、キルリスも外に出た。

　そこで、二人は地震の元凶を目の当たりにすることになる。

　それは、苔に覆われた巨体を震わせながら、大地と同化しかけていた自らの体を揺する、まぎれもない竜の姿。

「あれは、巨竜ラーバドラゴン？　そんな、まさかこのタイミングで？」

　あまりの事態に、キルリスは呆けたように、その場に立ち尽くした。

　そんなキルリスの肩に、手が乗せられる。

「キルリスさんのためになる話、本当にためになりましたね」

「え？」

「あの話を聞かずにあんなドラゴンを見たら、きっともっとビックリしてましたから。キルリスさんは、来年の有給の使い道がなくなって、困ってるかもしれませんけど」

「ハガネ、さん？」

　こんな状況でも余裕のある鋼の物言いに、少しだけキルリスにも落ち着きが戻ってくる。

「とにかく今は動きましょう、キルリスさん。住人の避難とか、必要ですよね？」

　そしてその鋼の力強い言葉に、今度こそキルリスの目に正気の色が戻った。

「そ、そうですね！　冒険者ギルドのわたしが、しっかりしないと！　魔物襲来時のガイドラインに従って、冒険者ギルドから正式な避難勧告を発令します」

　自分のやるべきことを見定め、キルリスははっきりと自分を取り戻していた。

　それを見届けて、鋼はキルリスに背を向ける。

「は、ハガネさん？　一体どこへ……」

「向こうに、こういう時真っ先に突っ込んでいって死にそうな奴がいるんです。だから、ちょっと行って連れ戻してきます」

　キルリスにはそれだけで全てが通じたようだった。

「気をつけて！」

　そんな声を背に受けながら、敏捷ゼロの低速で、けれど懸命に鋼は走り出す。

　遠くに見えるまるでビルが立ち上がったような巨体を改めて視界に収めながら、なぜか鋼は、自分が昂揚しているのを感じていた。
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（ワケの分からん奴だな、あいつは）

　鋼が去った後も一人で見張りを続けていたアスティエールは、心の中でそうひとりごちた。

　今までアスティエールが騎士の誓いを語った相手は、大抵感心するか煙たがるかの二種類に分けられた。しかし、鋼はそのどちらでもなかった。

　話の途中で魔物を口実にごまかされたのも初めての経験だったが、そのことではない。その前、アスティエールの言葉にどこか腑に落ちないというような、複雑な表情を浮かべたことだ。

「あいつは、どうしてあんな顔を……あ、いや！」

　自分が鋼のことばかり考えていることに気付いて、アスティエールは誰も見ていないのに赤くなった。わざとらしく、ふん、鼻を鳴らす。

「あんな男、どうせ今頃はあの美人のギルド員でも口説いているに決まっている」

　などと実はかなり正確に鋼の状況を見抜いたりしつつ、たまに湧き出してくるスライムなどを適当に切り刻んでマナに変えていた。

　そんな風に十数分くらいは真面目にやっていたのだが、

「空が、曇って来たな……」

　退屈な単純作業と気の滅入るような曇天が、アスティエールのやる気を少しずつ削いでいった。

「こちらが懸命に働いている時に、向こうが休んでいるというのも業腹だしな……」

　そう考えた彼女は、少し楽をさせてもらうことにした。

　高レベルになるか大きな功績を挙げると取得出来るアビリティ〈風格〉。そして、それを覚えることによって使えるスキルに〈威圧〉というものがある。

　自分の強さを誇示して弱い相手を近付けさせない特技だが、逆に強い相手を刺激してしまうこともある上、冒険者が探しているモンスターまで逃げ出してしまうこともあるため、街の近くで使うのは自重していた。

　だが、もともとこの場所には魔物が少ないようだし、自分の近くだけならよいだろう。そう結論づけると、アスティエールは〈威圧〉を発動させた。

　空気に、自らの力をなじませていくような感覚。自分の周りの空間に「ここは自分のものだ！」という意思を込め、自らの領域を、自らの縄張りを作っていく。

　街には影響がないように調節しながら、見通しの利かない森の方を中心に自分の気配を浸透させていく。

　これで、この一帯にいるモンスターはここに近寄って来ないはずなのだが……。

「何だ、この妙な手応えは」

　アスティエールは強烈な違和感に眉根を寄せた。

　技がうまく発動しないのではない。むしろ逆。どれだけ威圧しても、簡単に浸透しすぎて反応に乏しいのだ。

　まるで無人の荒野に力を通したような反応のなさ。それがアスティエールに強い違和感を残した。

「少し、範囲を広げて確かめてみるか」

　アスティエールは一度威圧を引っ込め、力を充塡、全身に力を横溢させる。

　そして、体の中を荒れ狂うほど押し込めた力を、

「我が名はアスティエール！　我が剣を恐れぬ者は前に出よ！」

　あらかじめ決めたキーワード、名乗りと共に撃ち放つ。

　全力で放った〈威圧〉はさきほどと比べ物にならない範囲を網羅し、森を、平原を駆け抜ける。

　しかし、やはりスカスカの手応え。

　これは無駄なことをしたと自戒しようと思った矢先、

「――ッ！」

　恐ろしく異質な感触を覚えたアスティエールは、反射的に自らの剣を抜いた。

　だが、案に相違して何も起こらない。強大な気配を感じたはずなのに、彼女の目に見える範囲には、そんな存在感を発揮しそうな生物は見当たらなかった。

「気のせいだったのか？　いや……」

　変化は、その直後に訪れた。突如として、地面が揺れる。

「くっ！」

　つい漏れたうめき声には、隠し切れない苦みが混じった。

　街にいた人々とは違い、彼女の位置からは事態の元凶が最初から見えていたのだ。

「まさか、こんな、ことが……」

　ただの岩だとばかり思っていた山が、その身を起こそうとしている。

　それは、見る間にその全体像を現し、巨大な、あまりに巨大な直立する竜の姿を取った。

「岩山と紛うほどの巨体。それに、覚醒した途端、ここまで押し寄せる火属性の圧力。あれが封印されし巨竜、ラーバドラゴンか」

　アスティエールはこの街の伝承などに縁はなかったが、強い魔物の情報は騎士時代に嫌というほど叩き込まれていた。

　一瞬で巨竜の正体を看破する。

「そういう、ことか……！」

　同時にアスティエールは、自らの失策を悟った。

　事前に気付くべきだった。この場所は、あまりにも魔物が少なすぎた。

　それは目覚めかけていたあの巨竜に怯え、魔物たちが逃げ出していたからだったのだ。

「騎士たらんとする者が、自らの軽挙で民を危険に晒すとは……未熟！」

　だが、今は後悔をしていられる状況でもない。

　土に埋まった自分の体を掘り起こし、体にこびりついた土を振り払った巨竜は、体の自由を取り戻していた。

　そしてその巨体をきしませ、大きさの割に機敏な動作でアスティエールの方へと押し寄せてくる。

「とても勝てるとは思えないが、私が立たねばならん、か」

　気力には溢れている。隠し玉もあるにはある。

　迫りくる巨竜を見つめ、アスティエールが戦う覚悟を固めようとした時、

「おーい！　生きてるー？」

　いかにも間の抜けた声を出しながら、自分に駆け寄ってくる少年の姿を彼女は見つけてしまった。

　これが緊迫した場面でなく、アスティエールが超がつくほどに真面目な性格でなければ、思わず「足、おっそ！」と叫びたくなるような速度で駆け寄ってくる。

「どうした？」

　アスティエールの下までたどりついて息を切らしている鋼に、アスティエールは端的に聞いた。

「物見をするって依頼はまだ終わってないだろ。だから戻ってきた」

「心配する必要はない。ああいう災害級の魔物が出た場合、特例が認められる」

「そっか。……なあ、アスティエール」

「いきなり呼び捨てか。何だ？」

「避難しよう」

　ハガネという男は、アスティエールが想像したよりもストレートだった。

　それを好ましく思ったが、残念ながら彼女の返事は決まっていた。

「……それは、出来ない相談だ」

　実は、鋼がそう提案してきた時、アスティエールはあまり驚かなかった。

　このハガネという少年は、きっとそのために戻ってきたのだろうと分かっていたからだ。

「理由を聞いても？」

「私がまいた種だ。後始末くらいは自分でつけなければな」

「君が、あいつを？」

「復活間近だったのを刺激してしまった」

「どうせいつか復活したんだろ？　だったらお前のせいじゃない」

「そうかもしれない。だが、もうそれは重要ではない」

　アスティエールと鋼の視線が交錯して火花を散らす。だが、どちらも引かなかった。

「それより、ハガ……貴様はどうするつもりなんだ？」

　感情を抑えてアスティエールは問いかけた。

　鋼から無言で差し出されるカード。そこに表示された能力値を一瞥して、目をむいた。

「赤子より弱いではないか！」

「あ、やっぱりそうなんだ……」

　それを聞いて、軽く落ち込む仕種を見せる鋼に、アスティエールはこんな時なのに少しなごんでしまった。

「これで私に勝負だと？　勝てるはずがない」

「いや、勝負にかこつけて君に街を守ってもらって、僕はその分のお金をもらおうかと……」

「見下げ果てた計画だな。やはり貴様は最低の冒険者だ」

　自分の義に従い、ハガネに辛辣な言葉を投げかけているつもりなのに、その語調は意図した十分の一もきつくはならなかった。

　この軟弱な男に苛立っていたはずなのに、なぜだろう。アスティエールは目の前の少年を嫌いになれない自分を感じていた。

「それでも、あんたでも、あいつに勝てるとは思えない」

「実力の決め付けは嫌いなのではなかったのか？」

「さっきあいつを見てたあんたの顔は、勝てるって顔じゃなかったからさ」

　言って、肩をすくめる。

　こんな時ばかりよく見ている、とアスティエールは苦笑した。だが、やはり不思議と嫌な気持ちではなかった。

「なぁ、もう時間がない。一緒に避難を手伝ってほしい」

　逃げる、ではなく、他人が逃げるのを手伝う、それはアスティエールを逃げやすくする方便だろう。

　だが、それを彼女は一蹴した。

「時間、だと？　そんなもの初めからあるはずがない。見れば分かるはずだ」

　そこで、彼女は哀しげに笑った。

「あれだけの速度だ。ここまで来るのに二分とかかるまい。ならば、ここからほとんど離れていない街までたどり着くのに、一体どれだけの猶予があると思う？」

「つまり、街の人の避難なんて、不可能だって言いたいのか？」

　鋼の問いに、アスティエールはもううなずく労すら惜しみ、ただ轟音と共に近付いてくる巨体を、一心に見つめていた。

「あの巨体にあの強さだ。街の門番程度では、足止めすら出来まい。だが、私なら、いや、私の持っている分不相応なタレントなら、奴の気を引くことも出来よう」

「あんたの誓い、って奴か？」

「どうだろうな？　死の淵に立って初めて分かった。私にとって騎士の誓いとは、単なる剣を振るうための大義名分だったのかもしれない」

「だったら……」

「とは言っても、そう簡単に生き方は変えられないさ。私は確かに、力を持っている。この街で唯一、あの巨竜に比肩し得る力だ。それを使わずに逃げるというのは、やはりどうにも……性に合わない」

「そんなことで、命を捨てるのか？　あんたが頑張ったって、誰も見てないんだぞ？」

「名誉のためではない。それに……貴様は見ているではないか」

　アスティエールがその透明な視線を向けると、鋼は目に見えてたじろいだ。その目があまりに澄みすぎている気がして、言いようのない不安を覚えたのだ。

「勝算は？」

　鋼の問いに、アスティエールはアイテムボックスから三粒の丸薬を取り出してみせる。

「〈超人の丸薬〉だ。これを飲めば二十秒間、一時的に全ての能力値が二倍になり、ＨＰとＭＰの減少が十分の一になる。私の〈不可侵の聖色〉は強力だが、最大威力で使用すると私の体力では十五秒と持たないからな。残念ながら丸薬の連続使用は出来ないが、これを使えば三十秒程度、あいつを足止め出来るはずだ」

「僕は、勝算を聞いたんだよ！」

　自分を心配して、本気で怒ってくれる鋼に、アスティエールは胸に温かいものがあふれるのを感じた。

　丸薬を一粒、その手に押し付けた。

「ここから離れて欲しい。そして、出来るなら生き延びてくれ」

「アスティエール！」

「別に、私のすることを誰かに伝えて欲しいと望んでいる訳ではないんだ。ただ私がどうしてあれに立ち向かったか。その理由を知っている者がいる。……それが、私にとっての救いになる」

　それ以上の問答を、アスティエールは自分に許さなかった。

　未練を切り裂くように剣を抜き放つと、鋼から距離を取るように前方、巨竜へと駆けていった。
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　鋼から離れたアスティエールは、まるでくびきを解かれた駿しゆん馬めのように、軽快ながら力強い足取りで地面を駆ける。

　目標は、そびえたつ巨竜。一心にその巨体に向かって疾駆しながら、走りざまに全力の名乗りをあげた。

「我が名はアスティエール！　我が剣を恐れぬ者は前に出よ！」

　全力の〈威圧〉。しかし、それには岩壁に剣を叩き付けたような、堅い感触が返ってくるだけ。

　だが、それで構わない。巨竜の注意が、自分に向いたことを確信した。

　その巨体が、十分に近付いていることを確認して、丸薬を口に含み、一気に飲み込む。

「ん、く……」

　その体に、活力が充満する。今ならどんな相手でも倒せそうな気分になる。

「全力を出すのは、何年ぶりかな」

　そんな風につぶやく。

　アスティエールは、いつも本気で戦っている。だが、自分の技量や技能にレベル、つまりＨＰ・ＭＰが追いついていないため、どうしてもセーブして技を使わざるを得ない。だが今は、〈超人の丸薬〉の力でＨＰ・ＭＰを温存する必要がない。気兼ねなく技を使い尽くせる。

「私の本気は、少し激しいぞ！」

　叫びながら、即座に自己強化の付与魔法エンチヤントを二つ使用。

　そして、次こそが本命、

「我が身に宿る聖色の加護よ！　今、我が血肉を糧とし、その力を顕現せん！」

　キーワードを口にして、彼女の二つ名の由来ともなった、アスティエールのタレント〈不可侵の聖色〉を全力で展開する。

「く、うぅぅぅ！」

　自身でも制御し切れないほどの、可視化された白いオーラがアスティエールの体を覆う。

　その時点で、すでに巨竜との距離は五十メートルを切っている。

　人間にとっては容易に縮められない距離でも、巨竜にとっては吹けば飛ぶような距離。

　だが、そこは同時に、アスティエールの間合いの中でもあった。

「最初から、全開で行かせてもらう！」

　体を巡る聖なる力を、利き手の剣へと集約させる。

「聖なる印をその身に刻め！　サザン・クロス！」

　強化された肉体を駆って、アスティエールが力強い所作で十字に剣を振るう。

　横と縦、時間差で放たれた強大な聖光の斬撃が、狙い過あやまたず、巨竜の腹で交差する。

　次の瞬間、けたたましい音と光が、アスティエールの知覚を覆い隠した。

「どうだ!?」

　普段は重ねがけなど出来ない高性能エンチャントをかけた状態で、最大ＨＰの七割を消費するため実戦では使い道のなかったアスティエール最強の攻撃技〈サザン・クロス〉を使う。

　これが現在のアスティエールが放てる掛け値なしの全力の攻撃。

「これで、終わってくれれば……」

　期待を込めて、アスティエールは巨竜を見上げた。しかし、

「無傷、か……」

　噴煙をかき分けるように現れた巨竜には、傷を負った様子すらない。

　だが、だからこそ気落ちしている暇などなかった。

　せめて丸薬の効果が続いているうちに、もう一撃だけでも入れておきたい。

「神の十字をその身に受けろ！　ノーザン・クロ……」

「ＧＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」

　――巨竜の咆哮。

　物理的な圧力すら持つ音の壁が、アスティエールを襲った。

「なっ!?」

　身の内に溜めたはずの力が、一瞬で吹き散らされる。技に使うはずだった力は雲散霧消し、わずかに体が硬直する。

　その隙を、巨竜は見逃さなかった。

　巨体ではありえない俊敏さで体を翻し、

「尻尾!?」

　長大な、おそらく三十メートル以上の長さを誇るその尻尾を振り上げ、振り下ろす。

　それはそれだけで、圧倒的な質量と速度を持った、強大無比なハンマーとなる。

「よ、け……！」

　ギリギリで硬直から回復したアスティエールは横っ跳びに避ける。

「ぐ、ぅ…っ」

　直撃は避けたものの、尻尾だけで人間の数十倍という高質量の攻撃をくらい、無傷というワケにはいかなかった。脇腹が嫌な熱を持ち、左手も十分には動かせない。













　尻尾が振り下ろされる瞬間、横に跳んだアスティエールは、これなら避けられる、と思った。だがそれでも傷を負ったのは、アスティエールが回避行動を取った瞬間、尻尾の軌道がわずかに彼女を追いかけるように変わったせいだ。

　巨竜は大きいだけでも強いだけでもなく、熟達した戦士でもあった。

（聖色と丸薬の効果がなければ、今の一撃で死んでいた！）

　数秒遅れで、恐怖が寒気となってアスティエールを襲う。

　かすっただけ。それも、聖色の保護をかけた上で、丸薬の効果でＨＰの減少が十分の一に抑えられていてなお、このダメージだ。

　もっとやれると思っていた。勝てるとまでは思っていなくとも、せめて手傷を負わせるか、数分くらいの時間は稼げるはずだと考えていた。

（甘、かった。私は、無力だ……！）

　ならばせめてその無力な命を最大限に使おうと、アスティエールは傷ついた体に鞭打って、森の中に逃げ込んだ。

　森の中にいれば巨竜の攻撃の精度も下がるはずだ。このまま〈不可侵の聖色〉を発動し続けていれば、あと数秒も経たないうちにＭＰが尽きて死ぬだろう。

　何とか森に隠れてＭＰを温存して……などというアスティエールの目論見は、巨竜を見上げた瞬間、一瞬で崩れ去った。

　巨竜はまっすぐにアスティエールを見下ろしていた。

　その口は大きく開かれ、空気を取り込んでいる。

　それが何の予備動作であるか、アスティエールにははっきりと分かってしまった。

〈豪炎のブレス〉。

　森を荒野に、平原を焦土へと変える灼熱のブレス。かつて巨竜討伐に参加した騎士十数名を一撃で葬ったとも伝えられている。

　今から走ったところで避けられるような攻撃でないのはすぐに分かった。

「聖色よ！」

　簡易キーワードで、〈不可侵の聖色〉を張り直すのが精一杯。

　同時に巨竜の動きが一瞬止まり、次の瞬間、




　――世界が、炎に包まれた。




　森など、ただの木など、障害どころか目くらましにもならない。

「あ、あぁぁああああぁああ!!」

　我知らず獣のように叫んで、暴虐なる炎の嵐に対抗する。

（何だこれは、何なんだこれは！）

　数秒前は普通の森だった場所が、今は煉獄へと変わっている。

　視界は一面、炎に覆われていた。

　アスティエールの身を隠してくれるはずの木は焼けただれ、一秒と持たずに灰になって吹き散らされていく。

　自らの剣を地面に突き立て、必死にその場に留まる。防御姿勢が崩れれば、たとえ〈不可侵の聖色〉の上からでもＨＰを奪われて削り殺されるのは明白だった。

（ま、ずい……。ＭＰが……）

　アスティエールは聖色のスキルで〈豪炎のブレス〉をかろうじて防いでいたが、〈不可侵の聖色〉はＭＰを大量に消費する。

　自分の身体から、零れ落ちるように魔力が減っていくのが分かる。このペースではブレスが終わる前にアスティエールのＭＰが尽きるのは明白だった。

（このままでは、あと三秒、持たない！）

　必死に打開策を探す。

　だが思いつかない。この状況で使えそうな技は何もない。

　使えそうな道具も思いつかないし、その前に、道具を使ったり技を使うための隙が全くない。

　あと二秒。

（何か、何かあるはずだ！　まだ、私は……！）

　ＭＰだけでなくＨＰも削られているのが分かる。

　たとえ〈不可侵の聖色〉を使い続けられてもおそらく数秒持たない。

　そんな絶望的な認識だけを残して、無為に時間が過ぎる。

　あと一秒。

（終わる、終わるのか、私は……。まだ、何も成していないのに！）

　最後の足掻きとばかりに巨竜をにらみつける。

　視線が、ぶつかった。

　巨竜は油断も緩みもない表情で、冷徹にこちらを見つめて、いや、観察していた。

　その目に、アスティエールは悟った。悟ってしまった。

　奴には油断も慢心もない。ただ目の前に立ち塞がる相手を、叩き潰してやろうという意志しかない。

（勝て、ない。私はこいつに、勝てない……）

　もしもアスティエールが何かの奇策でこのブレスから逃れたとして、それでも何も変わらない。

　巨竜はおそらく動揺の欠片すら見せず、淡々と次の攻撃に移るだけだろう。

　奇跡的にそれをしのいだとしても、次の攻撃が。あるいはそれをしのいだとしても、やはりその次が。

　アスティエールに巨竜を倒す術がない限り、彼女の運命は何も変わらないのだ。

（駄目、だ。私、は、ここで……終わる）

　アスティエールの心が、とうとう折れた。

（父様、母様、申し訳ありません。私は、ここまでのようです。それに……）

　なぜだろう。懐かしい家族の顔と一緒に、昨日会ったばかりの少年の顔が、最後に頭をよぎった。

　そして、そこで時間切れ。ＭＰが尽きる。

　かろうじてアスティエールを生かし続けていた聖色のオーラが、一度だけ炎に抵抗するように明滅し……消えた。

　アスティエールは、無言で目を閉じた。

（さようなら。最後まで、不甲斐ない私を、どうか……）

　そうして、遮るものが消え、全てを燃やし尽くす炎の舌にとうとう少女の体が巻き込まれる、その寸前、

「え？」

　アスティエールの体は、何かに引き倒された。

　いや、抱きすくめられていた。

（……だ、れ？）

　アスティエールの顔は誰かの胸に押し付けられていて、その正体は分からない。

　ただ、アスティエールは、自分が守られている、と感じた。

　――ふしぎだ。ほのおが、まるでこの人をさけるみたいにながれていく……。

　アスティエールの体を、その魂ごと焼き尽くすはずの豪炎は、誰かの背に当たって左右に流れていく。

　そんなまるで夢のような光景を、アスティエールはただ「守られている」という実感と共にぼんやりと眺めていた。

　そして、彼女にとってもっと奇妙なこと。

　それは、朦朧とする意識の中、その誰かの胸の中にいることに、不思議な安らぎを覚えているということ。

（わたしは、この人を、知っている？）

　その奇妙な確信に後押しされ、アスティエールはその身体を誰かの胸へとそっと寄せる。

　生身で放り出されれば瞬時に命を落とす火炎の暴風の中にいるはずなのに、アスティエールの心は不思議と凪いでいた。

　一体、どれだけの時間が経ったのだろうか。

　アスティエールにとってほんの刹那のようにも、あるいは永遠と等しいようにも感じた時が過ぎ、炎のブレスがやむ。

（私は、生きているのか……？）

　自分が生き延びたことが信じられず、アスティエールは呆然と顔を上げる。

　そこには、

「ハガ、ネ……？」

　死を覚悟したその瞬間、彼女の頭に浮かんだ、最弱の冒険者の姿があったのだった。




　　　５




「何だこのリアル邪気眼厨二病バトル……」

　鋼は、アスティエールと巨竜の戦いを、少しだけ離れた場所から呆然と見ていた。

《怪獣対超人の一大スペクタクルじゃな！　かっこいいのじゃ！》

　騒ぐシロニャの台詞を笑い飛ばしてしまいたいが、鋼の眼前に広がっているのは、まさにそのくらいに非現実的な光景だった。

　鉄砲玉みたいな速度ですっ飛んでいったアスティエールの身体が、何かかっこいい台詞と共に白いオーラに包まれる。

　さらに追加で技名らしきものを叫んだ彼女の剣から、レーザー光波みたいなものがびゅーんと飛んでいき、巨竜に当たって爆発した。

「あー。なんだこれ。僕は夢でも見てるのかな？」

《まあ、車にひかれてからここまでのくだりがおぬしにとっては悪夢みたいなもんじゃろ？》

「それシロニャが言うか!?」

　コントじみたやりとりをしている間にも、戦いは進む。

　アスティエールが剣から出したすごい光る何かが当たって怒ったのか、巨竜が吼える。その声があまりに大きすぎたせいか、アスティエールは攻撃を止めてしまった。

「あっちゃー」

　戦士としてはどうかと思うが、まあビビっても仕方ないくらいの迫力だったからしょうがないだろう。

　さらに巨竜の反撃は続く。体よりも長い尻尾を思いきり振り上げてそのまま落とした。

「うわっと！」

　それが鋼の近くをかすめ、街壁を豪快に破壊していって、鋼は思わず変な声を上げてしまった。

　さて、アスティエールは、と見ると、お前はバッタの改造人間かと言いたくなるくらいのジャンプ力で横にぴょーんと避けた。が、尻尾が追いかけてきて当たった。

　その様は、まあアスティエールには悪いが、ハエ叩きにはたかれた虫に似ているかもしれない。

　アスティエールはその攻防で形勢不利と見たのか、森の中に入り込んでいった。

《ううむ。アレはまずいのではないか？》

「そうなのか？　というか、見えるのか？」

《うむ。さっきの古今東西でまたおぬしとワシの仲良し度が上がって、オラクルがパワーアップしたからの。そちらの光景も見えるようになったのじゃ。まあ、残念ながら静止画限定じゃが》

　なんか不便そうだな、というのが鋼の感想だが、それどころではない。

「まずいって、やっぱりアスティエールが？」

《そうじゃ。ほら見てみるのじゃ。あのドラゴン、大規模な炎のブレスを吐くために息を吸っておる。どうやらあのツンツン騎士にはバリア的なものが使えるらしいが、それで防ぎ切れるとは思えんの》

「防ぎ切れないとどうなるんだ？」

《死ぬじゃろ、そりゃ》

「な……！」

　あっさり言ってのけるシロニャに、鋼は絶句した。

　出会いが最悪だったせいか、鋼はあの女騎士にあまりいいイメージを持っているとは言えない。だが、目の前で死ぬと言われて平然としていられるほど、相手が嫌いなワケではなかった。

《それで、どうするんじゃ？》

「どうするって、そりゃ……」

　鋼の言葉が止まる。

　今までなんとなく逃げず、物見遊山的に戦いを遠くから眺めていたが、これが命のやり取りだと鋼にだって分かっていた。

（このままじゃ、彼女が死ぬ？）

　だが、そんなことを言われても鋼はどうしたらいいか分からない。

（助けるのか？　僕が？　どうやって？）

　ついこの前、小さな白い子猫を助けた時の記憶がよみがえる。

　考えなしに突っ込んだ結果がアレだ。

　動かない身体。どんどん失われていく体温。自分という存在が終わってしまう恐怖。

　鋼は、もう二度とあんな思いを味わいたくはなかった。

「……無理だ」

　結局鋼が口に出したのは、そんな言葉だった。

「僕に、何かが出来るとは思えない。それに……アスティエールは、ほんの少し話をしただけの、他人だ」

《ほう？　じゃあおぬしは、あの騎士を見捨てると言うのかの？》

「そんな言い方……」

《まあ、言い方も何も、こんな話、全くの無駄じゃと思うんじゃけどな》

　シロニャは声に呆れのニュアンスを含ませて、言った。




《――じゃって、おぬしの足は、とっくにあの騎士を助けようと走り出しておるではないか》




「…………」

　鋼に、返せる言葉はない。

　鋼自身、色々と葛藤しているつもりでも、アスティエールが危ないと聞いた辺りから、もう彼女を助けに走っていた。

　走りながら、鋼は細切れに言葉を繰り出す。

「そりゃ、だって！　しょうがない、じゃないか！」

　鋼に、アスティエールのような超人的な能力はない。それでも、走る。

「ヒューマニズムとか叩き込まれた、現代の日本人がっ！」

　風のように、とは行かない。遅々とした歩みで、それでも戦場に、アスティエールの下に、走っていく。

「目の前で死にそうな知り合いを、見殺しにするとか、絶対、無理！」

　叫ぶ度に迷いが消え、走る速度がほんの少しずつだが増していく。

《むぅ。自分の行動を社会や教育のせいにするのはよくないと思うんじゃが》

　冷めたシロニャの言葉も、鋼の足を止めるには至らない。

　いや、呆れかえったような、けれどどこか楽しげでもあるシロニャの言葉をむしろ追い風として、鋼は敏捷ゼロの身体で一心に走る。

　その時、巨竜の動きが変わる。息を吸い込み終えた大きな竜が、今度はその息を灼熱の吐息に変えて吐き出していく。

　突如、目の前に広がる炎のカーテン。アスティエールのような加護のない、生身の人間がくらえば一瞬で骨まで焼き尽くされるような、その猛火の壁に、

「っく！」

　鋼は突っ込んだ。炎は鋼を燃やし尽くさんと荒れ狂うが、鋼は全く気にしない。

《善行を積むのにも言い訳が必要とは、おぬしも難儀な性格じゃのう》

「だっから、そういうんじゃないんだって！」

　燃え盛る炎の中を、神様と雑談する余裕だってある。

　だって、鋼にそんなものが効くはずがない。なぜなら、鋼にはゴッドブレス（神様が耳元に「ふーっ」て息吹きかける攻撃）すら防ぐタレント〈ブレス無効〉があるのだから。

「間に合って、くれよ！」

　灼熱の世界をものともせず、ただ、一人の少女の姿を求め、鋼は一直線に炎の海をかきわけて進む。

《お。まずいぞ、コウ。そろそろあのツンツン騎士のバリアが消えそうじゃ！》

「くそ！　こっちは足が遅いってのに！」

　悪態をつく鋼からも、アスティエールの白いオーラが消えかけているのが見えた。

　それが、点滅し、消えた瞬間、

「こ、れでっ！」

　間一髪、巨竜とアスティエールの間に体を差し込むようにして、アスティエールをかばうことが出来た。

　ぐったりしているアスティエールを抱きかかえ、自分の体を盾に、ブレスから守る。

《……おぬし、今、役得じゃとか思ってはおらんじゃろうな？》

「さすがにそんな余裕はないよ！」

　何とか間に合ったと思ったのだが、それにしては腕の中にいる彼女はやけにぐったりしていた。

　急に誰かに抱きかかえられたら、彼女は暴れるだろうというのが鋼の予想だった。それなのに彼女にはほとんど動きがなく、むしろ鋼に身をゆだねているのが気にかかる。

「なぁ！　ＭＰが全部なくなっても死んだりしないよな！」

《ＭＰを使いすぎるとぼうっとしたり気持ち悪くなったりすることはあっても死ぬことはないの。というか、おぬしずっとＭＰゼロじゃったろ？》

「あ、そっか……」

　驚きの説得力だった。

「これで、大丈夫なんだろうな……」

　今はきちんと守れているつもりでいるが、右足だけはみ出していて片足が灰になっちゃってました、なんてことになったら目も当てられない。鋼は神経質に、何度もアスティエールの位置を確認して抱え直す。

　腕の中にある生き物の命運を、自分が握っているという実感。

　それは、鋼をひどく消耗させた。

（早く！　早く終われ！）

　鋼は必死でそう念じるが、炎のブレスはなかなか終わらない。

《まあ、こういう時は慌てずさわがず、のんびりしりとりでもするのが一番なんじゃよ》

「だからそんな余裕はないし、さりげなくさっきの古今東西の勝負流そうとしてるだろ！　次、シロニャからだって覚えてるからな！」

《何でこんな非常事態でもちゃんと覚えてるんじゃ……》

「非常事態って分かってるならそんなことで僕を騙そうとするなよ！」

　マイペースなシロニャに鋼は怒鳴るが、それが極限状態にある鋼の精神の均衡を支えていることも確かだった。

（終わ、った……？）

　肝を冷やすような数十秒が終わり、周りから炎の気配が消えた。

　かつて森だったその場所は、今はもう焼け野原としか呼べない場所になっていて、巨竜のブレスの強大さを否応なしに思い知らされる。

　鋼がアスティエールを解放すると、呆然とした顔のアスティエールが、鋼を見上げた。

「ハガ、ネ……」

　信じられないといった目で、アスティエールは鋼を見る。

「どう、して……。私は、たす、かった？　まさか、ハガネ、が、私を……？」

　自分が助かったことが、そして助けてもらえたことが、心底理解出来ない、といった顔をしていた。

　それを見ていて、鋼は何だか無性にイラッときた。

「……どうして、って言いたいのは、僕の方だ！　力があるから戦うとか、何だよその理屈は！」

　気が付けば、アスティエールに向かって本気で怒鳴っていた。

「じゃあ金持ちは破産するまで貧乏人に施しをし続けなけりゃいけないってのか？　名誉ある騎士様は、街がピンチになる度に飛び出してって自分を犠牲にするってのか？　そんなバカな話があってたまるか！」

「待って、待ってくれ。一体何の話をしている？」

　さらに混乱するアスティエールに、何で僕が、と思いながら、告げた。




「――これから僕が、あのデカブツを倒しにいくって話だよ！」




「な、に……？」

　驚きの声をあげるアスティエールに、やけっぱちな心境で笑いかける。

「ほら、僕は大物専門だって言ったろ。はは、あんなでっかいのを倒したら、賭けは間違いなく僕の勝ちだな」

「やめろ！　バカなことは……ハガネ！」

　アスティエールは手を伸ばして鋼を引き留めようとしたが、その時にはもう鋼は彼女から離れ、別の場所を見ていた。

「やっぱり、竜退治には武器が必要だよな」

　鋼の視線が、周りをさまよう。

「お……」

　その視線がたどりついたのは、三十センチほどの長さの、枯れかけた木の枝。

　辺り一面の木が灰に変わる中で、鋼やアスティエールの陰にあったおかげか、奇跡的に燃え残った一本だった。

「さすがにちょっと、頼りない、かな」

　木の枝はもうボロボロで、今にも崩れそうだった。巨竜を打つどころか、ただ数回振っただけでも壊れてしまいそうだ。

　ただ、今の鋼にまともな武器を持ち上げるほどの筋力はない。このみすぼらしい木の枝こそ、今の自分にもっともふさわしい武器だと鋼は思った。

　軽くて重い木の枝を構えて、鋼はシロニャに呼びかける。













「なぁ、シロニャ……」

《な、なんじゃ？》

「僕、この戦いが終わったら、故郷に帰って結婚するんだ」

《なぜこのタイミングでその台詞を言うのじゃ！　というかおぬしの故郷は日本じゃし、そもそも婚約者とかおらんじゃろ！》

「……うん。シロニャが驚いた時に言う、そのちょっと腰が引けたツッコミ、僕は嫌いじゃなかったよ」

《死亡フラグ増量じゃと!?》

　シロニャのびっくりした声を聞いて、こんな時なのに笑みが浮かぶ。熱くなっていた鋼の頭がいつもの調子を取り戻す。

　すると、どうして自分がこんなに苛立っているのか分かった気がした。

（目の前で人が、知り合いが死にそうになって、嫌な気持ちになった。……たぶん、それだけなんだな）

　これはきっと、前世でシロニャを助けた時と同じだ。

　自分の周りでは楽しいことばっかり起こって欲しい。嫌なことや辛いことが起こって欲しくないというワガママ。そんな思考以前の単純な欲求だけで、鋼は動いている。

　我ながら、全く成長していないな、と思う。でも、それでいいとも思った。

「この世界に来てからまだ二日も経ってないけどさ。色々あったよな。それもバカなことばっかりさ」

《コウ……？》

　いぶかしげなシロニャの声にも構わず、鋼は思いのままに言葉を紡ぐ。

「出会う人は全部変な人ばっかりだし、蚊に刺されて殺されそうになったりするし、挙句の果てにはでっかい竜が飛び出てきたり、もうめちゃくちゃだよ。さっすがシロニャみたいなのが転生させる世界だなって思った」

《おぬしはワシをどんな風に思ってるのじゃよ！》

　シロニャの言葉に、鋼はちょっと笑って。

「……それでも、結構、楽しかったのも確かだから、さ」

　――だから。

「今さら人が死んだり誰かを犠牲にしたりで、この楽しい気分に水を差されたくないんだ」

　アスティエールとは正反対。利己的で不合理で、自分勝手すぎる動機。

　それでも自分は動き出せる。命だって懸けてやれると、そう気付いたから。

「もういっそさ。僕が感じたみたいなバカバカしさを、みんなに届けてやろうかなって思うんだ」

　幸い、バカバカしさの種だけは鋼の中にたくさん眠っている。ボーナスポイント一千万。常人の実に二十万倍以上のバカらしさが、タレントという形で鋼の中には存在しているのだ。

《う、ううむ。それも、一種の世直しかもしれんの。まあ、好きにやればいいのじゃ。まあ、なんじゃ。ワシは神様として、人に手を貸すことはできん》

「……分かってる」

《ち、ちがう！　分かってないのじゃ！　じゃから、そうじゃなくてじゃな。神としては無理でも、その、友としてなら、ワシは最後までおぬしの傍におる。……まあ、それだけじゃ》

「ありがと、シロニャ」

　そっとつぶやく。念話の向こう側で、シロニャが慌てるような気配がして、鋼は今度こそ声に出して笑った。

　そうして、

「それじゃまずは、あの竜に理不尽バカバカしさを届けてやるとしようか」

　まるで、出来て当然のことをするというように。

　まるで、ごくごく簡単な宿題を終わらせるとでもいうように。

　鋼は気負いなく、巨竜に向かってちっぽけでみすぼらしい木の枝を構える。

《コ、コウ！　勝てるのか？　あいつは強いぞ。たぶん、銀竜の次くらいに》

「ゲームと現実をごっちゃにするなって。というか、銀竜よりは強いだろ」

《じゃ、じゃから、どうなのじゃと聞いておるのじゃ！》

「まあ、たぶん大丈夫。僕は、銀竜の振り向きに合わせて大剣溜め２を翼に当てるのがうまいんだ」

《それなら安心じゃ！》

　適当に答えただけの鋼の言葉に、同じくらい適当に納得してくれるシロニャ。こういうノリにもやっと慣れてきたな、と思いつつ、巨竜に近付いていく。

　大事なのは、間合いだ。シロニャと話をしている間、巨竜は口から煙を吐くばかりで動こうとはしなかった。

　もしかしてブレス硬直だったのだろうか。銀竜なら溜め１とかを喰らわすチャンスだ。

　そう考えるともったいなかったと鋼は思わなくもなかったが、どのみちアスティエールから離れるワケにはいかなかったのだからと思い直す。

「まあでも、さすがにそろそろみたいだな」

　口から出ていた煙の量が、だんだん少なくなっている。きっとこいつも、もうすぐ動き出すだろう。

　今のうちにと、戦闘に行く前にアスティエールからもらった〈超人の丸薬〉を取り出して、無造作に口に放る。

「にっが！」

　最悪の味のそれを、何とか飲み下した。

　これで、あと二十秒は好き勝手が出来る。

（もしこれの時間切れを狙われたら厄介なんだけど……）

　頭上の巨竜を眺めて、鋼はその懸念を安堵と共に振り捨てた。

　ドラゴンは頭のいい魔物かと思っていたが、巨竜の瞳に知性の輝きは見られない。

　せいぜいが、「こいつどうやって踏み潰してやろうかなぁ」くらいのことしか考えていないことは明らかだった。

　一応歴戦の勇士と言えるだろうし、普通の獣より頭がいいのかもしれないが、所詮動物ということだ。

　後ろから、

「だ、駄目だ！　逃げて、逃げてくれ！」

　なんていう声が聞こえた気もしたが、黙殺する。

　こちらの足は遅く、耐久力も低い。超人の丸薬で能力値が二倍になろうが、ダメージが十分の一になろうが、関係ない。

　能力が少しくらい上がろうが、ダメージが抑えられようが、転んだら死ぬほどの防御力では巨竜が何をしてきても即死だ。

　怖くないと言えば噓になる。今だって、恐怖で小刻みに足が震えている。

　――それでも。

　ほんの一瞬だけ、後ろを振り返る。

　まだ動けないでいるらしいアスティエールの姿が見えた。

　鋼が失敗すれば、丸薬で無敵になっている鋼はともかく、彼女は無事では済まないだろう。

　――逃げるワケには、いかない。

　覚悟を決めた鋼は、泣きそうな顔で何か言いたそうにしている彼女に、心配ないと笑いかけておく。

「ぁ、ハガ、ネ……」

　小さく名前を呼ぶ声を振り切って、戦いへと視線を戻す。

　まるで、それを待っていたかのように、巨竜が動く。

　巨竜が選択したのは、ブレスでも尻尾でもない、もう一つの攻撃。

「ＧＹＯＯＯＯＯＯＯ!!」

　耳をつんざく咆哮が大気を震わす。

　びりびりと肌を打つその迫力に半ば感心するものの、鋼は揺るがない。

　巨竜の本命は、この後に来るのだと、分かっていた。

　だから、ただじっと木の枝を構え、その時を待つ。

　……そして、その鋼の予想を裏付けるように。巨竜の尾が、高く、高く掲げられる。

　アスティエールを襲った時以上の、大きな予備動作。あれが振り下ろされた時が、鋼の人生最後の瞬間になるかもしれない。

　それが分かっているのに、鋼の心は不思議と穏やかだった。




「――ハガネェエエエエエエエ!!」




　アスティエールの悲痛な叫びが響く中、鋼は手にしたちっぽけな木の枝を、巨竜に向けて振り上げた。
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「ハガネェエエエエエエエ!!」

　絶叫する。魂の底から、叫び声を上げる。

　この叫びが、無慈悲な現実を何か一つでも変えてくれるように。

　だが、巨竜は止まらず、少年もまた前を見つめ、少女を背負うように腕を振り上げた。

「……ゆう、しゃ」

　そんなおとぎ話に出てくる言葉が、なぜかアスティエールの口から漏れた。

　装備は貧弱で、少女をかばう背中は頼りなく、手元すらもおぼつかない。

　なのにそんなハガネが一瞬、アスティエールの目には伝承に語られる勇者のように見えたのだ。

　しかし、そんな幻想に浸っていられたのは、巨竜が動くのを見るまでだった。

「あ、あぁ……」

　天高く掲げられた巨大な尻尾が、うなりを上げる。理屈など何もいらない、圧倒的な破壊力をもって振り下ろされる。

　あれがぶつかったら、人の身体などひとたまりもない。まして、全ての能力値が最低クラスの鋼では、かすっただけでも即死だろう。

　――やめて！　お願いだ！　何でもする！　何でもするから！

　アスティエールにはただ、祈ることしか出来ない。せめて自分を置いて逃げてくれと思うのに、ハガネはその選択肢を選ばない。

　彼は、悲しいまでに勇者だった。

　巨竜のがっしりとした身体とは比較にもならない、みすぼらしくてよれよれの、短い木の枝を構えて、立ち向かう。

「―――――――――――」

　その、最後の瞬間。

　鋼の口が、確かに動いた。だが彼がその時どんな言葉を口にしたのか、アスティエールには分からなかった。

　祈りの言葉か、謝罪の言葉か。あるいは、勝利への決意か。

　しかし、それを知る機会は、彼女には訪れなかった。




　――轟音。そして、衝撃。




　振り下ろされた圧倒的な質量が、全ての幕を閉じた。

　巨竜の尻尾は大気を切り裂き、愚かな人間を肉塊へと変えるべく、少年の立っていた場所を、直撃して……。

「あ、あぁぁ……」

　ペタン、と。

　アスティエールは、その場に膝をついた。

　全てが、終わってしまった。自分の命をあきらめた時をはるかに上回る絶望が、アスティエールを襲った。

　失ってはいけないものを、失ってしまった。

　そんな自覚と共に、彼女の中から気力や希望、そんな前向きなものが全て抜け落ちて……。

「……あ、れ？」

　そこで、気付いた。

　あの尻尾が振り下ろされたなら、なぜ自分は生きているのか。

　少年があの尾の一撃を受けたのなら、その直線上にいた自分もただでは済まないはずだ。

　アスティエールが恐る恐る顔を上げると、そこには信じがたい光景が広がっていた。

「……何だ、これは」

　それは、あまりに理不尽な、自らの正気を疑うしかないような、あまりにバカバカしい光景。

　圧倒的な能力差、速度差、質量差。どんな強化がなされていても、決して止められるはずのない巨竜の一撃。

　それが、吹けば飛ぶような、直径一センチにも満たないような木の枝の先っぽに、ピタリと受け止められていたのだ。

　――鋼の使った技の名も知らないアスティエールには、だから知る由もない。

　鋼の使ったスキル、〈天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃〉には、「最初の一撃が当たった瞬間相手はストップし、残りの攻撃が全て当たる」などという性質があることなど。

　そもそも、そんな反則的な特殊効果を持つスキルが存在していることすら、想定の端にものぼらない。

　だから、

「何が、起きたんだ……」

　それから起こったことは、アスティエールにとってはなおさら、完全に想像の埒外だった。

　攻撃に使った尻尾だけではなく、完全に全身を硬直させた巨竜の速度を吸い取ったように、猛然と鋼が動き出す。

　尻尾とぶつかった木の枝を振り抜き、まず一撃。当然ながら木の枝が巨竜から離れても、まだ巨竜は石像のように固まったまま。

　昨日までのように巨大なオブジェに成り下がった巨竜の体に、鋼は返す刀で二撃目を加える。

　それから先は、まるで嵐のようだった。

　三撃、四撃と鋼は縦横に木の枝を振るい、その速度がどんどん上がっていく。鈍重としか言えなかった最初の一撃とは比べ物にならない速度で枝を振るい、際限なくその速さは上がる。

　しかも、その身体は一ヶ所に留まってはいない。

　尻尾から体方面に駆け抜けながら、手にした木の枝で巨竜の体を打つ！　打つ！

　打ち込み、斬り上げて、ぶっ叩いて、打ち払って、斬り込んで、返して、痛打し、打撃、殴打、打ちよう擲ちやく、その連打、連打連打連打！

　上がり続けたその速度は、既に人が目で追える限界を超えていた。

　常人をはるかに凌駕したアスティエールの動体視力をもってしても、縦横に巨竜の体を駆ける鋼の姿を追いきれないでいた。

「なんて、速さ……」

　鋼の動きはアスティエールが見たどんな英雄、どんな豪傑の動きをも凌駕していた。

　アスティエールがそう漏らす間にも、鋼のまるで豪雨のごとき攻撃は続いている。

　残像が見えるほどの速度で移動しながら目に見えぬ速さで斬撃を加える。剣士を、いや、戦いを生業とする者の理想形とでも言える形で、攻撃、攻撃、攻撃、その繰り返し、繰り返し、繰り返し……。

　魅了されたようにその光景を見守っていたアスティエールの口から、やがて一つのつぶやきが漏れた。

「……れ」

　彼女には、眼前の光景が全く理解出来ない。何が起こっているかなんて、想像すらつかない。

　しかし、その胸に去来する思いは、たった一つだけだった。

「頑張れ、ハガネ！」

　何が起こったのか、何をしているのかなんて、どうでもいい。

　ただ、少年の無事を、鋼が自らの下に笑顔で戻ってくることだけを祈って、アスティエールは声援を送る。

「負けるな、ハガネ！　生きて、私にありがとうを、言わせてくれ！」

　動きを止めた巨竜と、その上を目に留まらないほどの速さで動く少年とを見ながら、アスティエールはいつまでも、いつまでも声を送り続けるのだった。
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　そして、同刻。

《コウ！　コウ、負けてはダメなのじゃ！　頑張るのじゃよ！》

「わ、分かっ……う、うぅ、うぇえええええ！」

　声援を送られていた鋼はアスティエールの思惑とは全く別の次元で頑張っていた。

　超人の丸薬を使ってＨＰの消費を抑えれば、最大ＨＰの十％の消費で天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃を使える。

　そこに思い至り、巨竜に技を当てた、まではよかった。

　しかし、天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃は、高速移動しながら剣で斬りまくる技だ。もちろん鋼自身にそんな高速移動など出来るはずもなく、移動も斬撃も全て自動。

　それは、鋼が意図しない方向、意図しない速度で、自分の身体が振り回されることに等しい。

　ゆえに、

「うぐ、うぅぅ。きもち、きもちわるいぃぃぃ!!」

　鋼は激しい乗り物酔いに襲われていたのだった。

　いや、動いているのは自分の身体なので乗り物酔いとは違うかもしれないが、とにかく完全グロッキー。

　見事に巨竜の一撃すら迎え撃った鋼が、口から黄土色のブレスを吐く寸前にまで追い詰められていた。

「な、なぁ、シロニャ……」

　そしてもう一つ。ここに来て、ようやく気付いた、というより、思い出したことがある。

「こ、これって、いつまで、続くんだ……」

　それは……。




　――天魔滅殺黒龍灰燼紅蓮撃は一億とんで二千発の連続攻撃って言ってたけど。一億二千発って、もしかしてとんでもなく多いんじゃないか？




　ということ。

　鋼の言葉を受けて、シロニャが計算する。

《ええと、携帯の電卓機能使うからちょっと待つのじゃ。一秒間にざっと百二十発攻撃しているとして、一日は６０×６０×２４で８６４００秒じゃから……。……うむ、出たのじゃ！》

「どのくら……うぷ。どのくらいに、なった？」




《――ざっと十日じゃな！》




　聞いた瞬間、鋼の頭を春の風が駆け抜けた。

　アハハハハハ！　春風さーん！　待ってよー！　ワタシハルカゼチガウヨヨウセイヨー！　妖精さーん！　待ってよー！　アハハハハ！　ツカマエテゴランナサーイ！　アハハハハ！　待てこらアハハハ！　アハハハハハ！　たーのしーいねー！　アハハハハ！　待ってアハハハハハ！　ほらつかまえアハハハちゃうぞハハハハ！　タダシソレニハ十日ハカカリマス！

「はっ！」

　鋼は二秒くらいで正気に戻った。

「……えっと、冗談、だよな？」

《何を言うのじゃ！　ワシは銀竜の次に冗談が嫌いなのじゃ！　完全に完璧に本当じゃよ！　このペースなら後十日くらいかかるのじゃ！》

「待て待て待て待て！　十日？　十日って、言ったのか!?」

《うむ》

「な、何とか、ならないのか？」

《ならん》

「こう、ほら、僕のタレントを使って何か……」

《あ、思いついたのじゃ！》

「ほ、ほんとか!?」

《うむうむ！　エル・シドなんてどうじゃ！　ばっちり有名じゃし、シドって名前はゲームにもよく使われて……》

「古今東西の話じゃねぇええええええ、うっ、うぅぇえええええええ!!」

　シロニャに魂のツッコミを入れながら、鋼は思う。

　――命を懸けて女の子を救って、なのにやっぱりこの締まらない結末はなんなのだろう、と。

　これだけ頑張ってこの結末では、正直に言って己の運命を呪いたくもなる。

　だけどまあ。

「……英雄なんて柄じゃないし、やっぱり僕にはこのくらいがちょうどいいのかもな」

《ん、何か言ったか、コウ？》

「なーんにも言ってないよ！　……ただ、まあ、なんだ」

　超スピードで巨竜を打ち据えながら、それでもいつも通りな自分たちに鋼は少し笑って、シロニャにしか聞こえない声で、こう言った。




「これからもよろしく、シロ――うげぇええええええ!!」

《にゃぁああああ！　コウが吐いたのじゃぁああああ!!》




　その日、巨竜の周りでは世にも不思議な茶色の雨が降ったという。











エピローグ







　一日目。

　初めのうちはみな避難にてんやわんやだったが、巨竜が襲って来ないとみると、冒険者を中心に様子を見に来る人間が増える。

　最初は恐々と巨竜とそれと戦い続ける少年を遠目で確認するだけだったが、しばらく危険がなさそうだと見るや、堂々と観戦する人間もぽつぽつと出てくる。

　それでも夜には見張りの人間と、一人だけどうしてもその場を動こうとしなかった騎士風の格好をした少女をのぞき、みな家に戻る。

　一方その頃。

　少しだけ酔いにも慣れた鋼は、吐き気から気を逸らす目的もあって、シロニャとの古今東西で熱戦を繰り広げる。

　それは鋼勝利に終わったものの、次のゲームとしてしりとりが選ばれ、鋼とシロニャの間でしりとりブームが再燃。二人だけの徹夜のしりとり大会が開催される。




　二日目。

　さらに見物人が増える。

　冒険者ギルドの職員が避難を呼びかけるが、効果はなし。何を思ったか、弁当持参で観戦に来る者まで現れ始める。

　鋼、ついに吐き気を克服。ついでにシロニャにしりとりで百連勝し、一時、二人の仲が険悪になる。




　三日目。

　ご近所観光スポットとして定着。花見感覚で続々と人が集まる。

　冒険者ギルドも早々に説得をあきらめ、会場整理と酔った見物客によるトラブルの処理に回る。

　この時、「ハガネさん……」と気遣わしげに金色の少年を見る職員と、その隣で「これは、使えそうですね」と漏らすメガネの女性職員がいたという目撃証言もある。

　鋼、シロニャとの間でのしりとりの通算成績が、三百八十九勝ゼロ引き分けゼロ敗になる。鋼はこの勝率に、〈瞬間記憶復元〉の効果で自分がしりとりに強くなったことに思い至る。




　四日目。

　この頃から噂を聞きつけ、街の外からも見物客がやってくるようになる。

　その流れをいち早く見抜いた冒険者ギルドが、戦いの見られる場所をブロック単位で区切り、場所代を取り始める。屋台も入り、さらににぎやかに。

　また、酒の入った見物客を中心にこの後の展開をああでもないこうでもないと予想するのが流行する。

　どうしても勝てない状況に錯乱したシロニャが、〈サドンデス脱衣しりとり〉なる狂気のゲームを提唱。当然のごとく却下される。




　五日目。

　冒険者ギルド主導による〈巨竜と少年トトカルチョ〉開始。

　賭けの項目は多岐にわたったが、やはり目玉は巨竜と少年の戦いの結末であり、最終的なオッズは、少年の勝ち、巨竜の勝ち、引き分けが、それぞれ１・５：２：４という結果になった。やや少年びいきな結果と言えよう。

　実際少年の熱烈なファンらしき人も見受けられ、噓か真か、目つきがキツいがとびきりの美少女が「これが私の全財産だ」と少年の勝利に全額を賭けたという豪快なエピソードも残されている。

　シロニャのごり押しで強行された〈サドンデス脱衣しりとり〉によってシロニャ五分で丸裸に。《ワシは常に全裸待機状態じゃ！》と強がる。




　六日目。

　トトカルチョの大盛況を受け、あちこちに予想屋も現れ、議論も大いに活発化する。

〈少年は強いよ巨竜も倒せるよ派〉〈巨竜は負けないよ少年死んじゃうよ派〉の二大派閥が激突、その隙を縫って〈どっちも強いよ決着つかないよ派〉〈少年は偉いよ命と引き換えに街を守るよ派〉〈このまま永遠に戦い続けるよ派〉が連立、三つ目の勢力として台頭し、三巨頭体制が築かれる。

　そこに〈少年と巨竜は仲直りするよ派〉〈少年かっこいいよ結婚したいよ派〉などがゲリラ的に活動を開始、議論は乱戦の様相を呈し、予想合戦は戦国時代に突入する。

　一方、〈サドンデス脱衣しりとり〉について、《よく考えたらおぬし手がふさがっとるから負けても脱衣できんじゃないか！》と物言いがつく。

「どうせ見えないから脱衣とかどうでもいい」という鋼の意見もあったが無視され、シロニャは全裸の代わりに水着のセクシーショットを見せることで手を打つことに。




　七日目。

　今更ながら、巨竜と渡り合う少年の正体についての詮索と推測が活発になる。

　鋼のことを目撃した人間はほとんどいなかったため、〈流れのＳ級ランカー説〉〈伝説の剣士の息子説〉〈神が遣わした黄金の闘士説〉など様々な噂が好き勝手に流される。

　そのくらいならまだよかったのだが、〈古代魔法文明時代からタイムスリップしてきた説〉〈全く別の世界から時空転移してきた勇者説〉や、「オレ、一ヶ月くらい前にアイツがヤマダのとこの農園で働いてるの見たぜ。間違いねえよ」という〈ヤマダ家の孫説〉。さらには「実はあのゴワゴワしたさわり心地のいい服こそが本体であり、身体は見せかけである」という〈ゴワゴワの人説〉が出るに至って、議論は混迷を極めた。

　最後まで結論は出なかったが、まあとりあえず〈ゴワゴワの人説〉だけはないという方向で意見が一致し、最後まで強硬に〈ゴワゴワの人説〉を唱え続けた修道女が会議の場から強制退去させられたという。

　丸一日裸で過ごしたせいでシロニャが風邪をひく。ついでに延々続くひたすら徹夜で棒を振るう日々に耐えかね、鋼が心の風邪をひく。「ス〇リー、聞いてくれ、僕は……」「機関の妨害にあっている！」などの妄言を吐き始める。




　八日目。

　とうとう現場に騎士団が駆けつける。

　巨竜なんて大物が復活していたとしたらもっと早くやってきてもおかしくないはずだが、巨竜復活の報と同時に、巨竜を金色の棒切れでずっと殴り続けている少年がいる、という情報まで流れたためにイタズラだと判断され、初動が遅くなってしまったという事情があった。

　騎士団は巨竜を殴り続ける少年にひとしきり驚いた後、とりあえず巨竜を包囲。出来るだけ少年のいない場所を狙って攻撃をしかけてみたりもしたのだが、全く効果が見られず、それどころか見物をしていた人々から「少年に攻撃が当たったらどうする」と抗議が殺到したため、それ以上の行動は起こせずに様子見をすることになった。

　ちなみに、その騎士団の攻撃が止んだのは、「やめてくれ！　彼はわた……街のために、今もまだ戦っているんだ！」と言って、単身騎士団の前に立ちはだかった金髪の美少女の必死の説得が功を奏したからだ、という情報もあるが、真偽のほどは定かではない。

　鋼、とうとうしりとりの奥義を究める。たった十七手で確実にシロニャを敗北に追い込む〈絶対運命方程式〉を発見。同時に心の病も進行し、しりとり時以外の発言が「かゆ…」と「うま…」の二種類になる。




　九日目。

　危険度もよく分からず、解決策も見いだせなかった騎士団は三日間だけ滞在し、それで事態が動かなければ一部の団員を残して撤収することを決定する。

　騎士団とは言っても、今回駆けつけたのは所詮辺境を守る自警団に毛が生えた程度の部隊だったので、周りの冒険者や観光客に交じって観戦を始める。

　おかげで巨竜せんべいなどの土産物が売り上げを伸ばし、トトカルチョのチケットも完売する。

　鋼、精神崩壊。「あんぱん」以外の言葉を口にしなくなる。この隙にとシロニャがしりとり勝負を挑むが返り討ち。ふたたび全裸に。




　十日目。

　早朝。少年の最後の一撃を受け、巨竜がついに倒れる。

　同時に無数の歓呼の声と、ただの紙切れになったチケットが空に舞う。

　そして……。

「僕、は、しりとり、キング……」

　意味不明な言葉を漏らして、地面に倒れそうになる街を救った少年と、

「お疲れ様。……ありがとう」

　それを優しく抱き止めた金髪の元騎士の姿は、多くの人の語り草になったという。

　こうして、華々しくもバカバカしく、あるいはバカバカしくも華々しく、




　人々から尊敬と、それと同量の呆れを込め、〈棒切れ勇者〉と呼ばれる英雄が、ここに誕生したのだった。








断章２





　　　　　「――こーら、ゆっきー！　ゆっきーってば！　ちゃんと聞いてるの？」

　　　　　「え？」

　　　　　　顔を上げると、私の顔を覗き込んだクラスメイト、三さえ枝ぐさ牧まきと目が合った。

　　　　　　彼女はこんなめんどくさい私とも親しく付き合ってくれる心の広い奴で、「ゆっきー」「マッキー」と呼び合う仲である。などと言っても私は基本、恥ずかしいから無難に「マキ」と呼んでいるけれど。

　　　　　　そういえば、私は彼女と一緒に学校を出て、家に帰る途中だったのだ。またコウくんのことを考えていて、少しぼうっとしてしまっていた。

　　　　　「き、聞いてる聞いてる！　聖徳太子よりちゃんと聞いてるよ！」

　　　　　　慌てて誤魔化す私を見て、マキははぁ、とため息をつく。

　　　　　「まったくさぁ。結城くんがいなくなってショックなのは分かるけど、あんたまでぽろっといなくなったりしないでよ」

　　　　　「私が？　何で？」

　　　　　「なんで、つーか。ほら、あいつ、行方不明なんでしょ。何があったんだか知んないけど、それを追いかけてあんたまでいなくなったりしないでね、ってこと」

　　　　　　ああ。そういう事か。でも残念。それは杞憂もいい所である。

　　　　　「大丈夫だよ。コウくんの手がかりなんて何も見つかってないし、追いかけようがないから」

　　　　　「はぁ。そういう言い回し選んでる時点で、会える方法があるならいなくなったって構わない、って言ってるような気がするんだけど」

　　　　　「そ、そうかな」

　　　　　　本当に、そういうつもりじゃ、なかったんだけど。

　　　　　「そうだよ。というか、あんた鈍すぎ。人がどうとかってんじゃなくて、自分のことに」

　　　　　「そんな事、ないよ。ない、はずだよ」

　　　　　「あるの！」

　　　　　　そう強弁されてしまえば、私はそうなのかとしか言えなくなってしまうのである。

　　　　　「たとえばね」

　　　　　　マキは突然、右手にある路地を指さした。

　　　　　「この道は、あんたの愛しいコウくんへとつながってるとします。でも、一度行ったら戻れません。どうする？」

　　　　　「え？　え？」

　　　　　「ほら、５、４、３、２、１、はい時間切れー」

　　　　　　マキがカウントダウンする間、私は動けないでいた。

　　　　　「おや、意外。てっきりゆっきーは飛び込んでいくと思ったのに」

　　　　　「ちょ、ちょっと。マキは私の事、どれだけ猪突猛進だと思ってるの？　戻れないとか言われたら、私だって行く訳ない」

　　　　　　朝にあんな醜態を見せておいて我ながら説得力がないけれど、本来の私は抑制の利いた人間なのである。

　　　　　「だと、いいんだけどね」

　　　　　　全く信じていない口調だった。私はもう一言二言言ってやろうと口を開きかけたのだが、その時にマキの奥、ちょうどマキが示していた路地の奥に、見覚えのある姿を見つけた。

　　　　　　純白の子猫。シロニャン。私の、青い鳥。

　　　　　　何でそんな事を思ったのかは、私にも分からない。けれど、私がしなくちゃいけない事だけは、不思議と飲み込めた。

　　　　　「ごめん、マキ。私、ちょっと急用を思い出した」

　　　　　　決断は一瞬。いや、たぶん決めるとか迷うとか、そんな判断すらしなかった。

　　　　　　――あの子猫を見ていると、胸が苦しくなる。

　　　　　　そして、この甘い疼うずきの正体を、私は前から知っていた。

　　　　　　だから私は――行かねばならない。いや、ただ、行きたいんだ、彼の下へ。

　　　　　　背中からマキの、

　　　　　「まあったく、言わんこっちゃないよ」

　　　　　　という声が聞こえたが、私はもう、振り返らなかった。




　　　　　　そうして子猫を追って駆け出してみて、しばらく。

　　　　　　――何やってんだろ、私。

　　　　　　私は目下、激しい後悔に襲われ心の中において七転八倒していたりする訳である。

　　　　　　飛び出した瞬間はそれが何か意味がある事のように思えたが、やっている事はただの猫のストーカー。第一別れる口実が、『急用を思い出した』なんて、ベタ中のベタ。返す返すも赤面ものである。最前の自分の全ての行動が、私のイタさを保証する証左でしかないように思えた。

　　　　　　それを証明するように、子猫はただ優雅に散歩をするだけで、他の凡百の猫と明確な線引きが出来るような特別な行動は何もしていない。

　　　　　　これは完全なる無駄足！　私が、そう思いかけた時だった。

　　　　　　――あれ？　今あの猫、周りを見回した？

　　　　　　気のせいではない。まるで尾行を気にする犯罪者のように、油断のない目でちらちらちらちら、後ろを確認している。

　　　　　　慌てて隠れながら、私は胸の高鳴りを抑え切れなかった。

　　　　　　少し振り返る、くらいならともかく、あんな風に全方位を気にする仕種を猫が見せたのは、私は見た事がない。これは本当に、何かある、とか。

　　　　　　甘い見通しだと知りながらも、そんな期待から抜け出せない私。そして、シロニャンの様子を向こうから見つからないよう鏡を使って確認する、用意のよすぎるイタい私。

　　　　　　鏡越しで見難かったけれど、シロニャンは路地に入り込んだらしかった。

　　　　　「１、２、３、４、５……よし！」

　　　　　　逸はやる気持ちを抑え、心の中でカウントを刻んでから、路地に飛び込む。

　　　　　　間一髪のタイミング。更に角を曲がる、シロニャンのしっぽの先が見えた。追いかける。




　　　　　　――そこで私は、驚愕の映像を目にした。




　　　　　「変身、した？」

　　　　　　細い路地に入り込んだシロニャン。子猫だったその姿が、私の目の前で、一瞬にして十二、三歳くらいの子供に変わった。

　　　　　「う、そ…？」

　　　　　　だが、私が何度目を凝らそうと、目の前にいるのはどこか人間離れした雰囲気を持つ、白い着物を着た少女だった。

　　　　　　何が起こったのか分からない。ただ喉がからからに渇いて、心臓が１６ビートで鳴り響く。

　　　　　　目の前で起こった、あまりに非現実的な状況に、私が不整脈になりかけた時、

　　　　　「――!!」

　　　　　　それを倍する衝撃が、私の全てを塗り潰した。

　　　　　　少女は、誰もいない路地で、けれど誰かと話していた。

　　　　　　誰か？　誰か、とは？

　　　　　　それは、もちろん……。

　　　　　「コウか？　何度も言っておるがな。ワシをそうポンポンと呼び出すのは……」

　　　　　　――コウ。その単語。

　　　　　　――見つけた。

　　　　　　――ようやく、追いついた。

　　　　　　――なら、私は。

　　　　　「その話！」

　　　　　　その言葉を耳にした時には、私はもうその白い女の子の前に飛び出していた。

　　　　　　だって私は、肝心な時、考えるより先に動くタイプだから。

　　　　　　だから、叫ぶ。

　　　　　　身にこもる全ての想いを込めて、私は叫ぶ。




　　　　　「その話、私にも聞かせてください！　あなたが話している相手は、コウくん。結城鋼くんですか!?」




　　　　　　――この道が、コウくんへと繋がる道だと、信じて。







つづく　










　　　あとがき




　どうも、ウスバーです。突然ですが、実はこの作品は、二〇一一年頃に小説投稿サイト「小説家になろう」に連載していたものを書籍用に書き直したものです。だったら本にするのはすごく簡単だったろう、と思われるかもしれませんし、自分でもそう思っていたのですが、これがなかなか苦労しました。

　まず、この作品は約二年半前に書いたので、ネタがびみょーに古いんです。いっそ十年前とかなら「懐かしいなぁ」で済むのですが、二年半前の時事ネタとかを読むと、「あぁ、そんなこともあった……よね」と、読んだ人を絶妙に残念な気持ちにさせる不思議な魔力を帯びてしまうのです。

　ははは、まさかぁ、と思われた方は、ぜひネット版を検索してみてください。読んでいる方が恥ずかしくなる微妙な古さを堪能できます。

　あともう一つ、苦労したのが本編以外の部分です。章扉の小ネタなど、最初に予定してなかった仕事がドンドン増えるんですよね。しかも割と締切が近い！

　まあやることがあるのはありがたいことですし、作家というのはそういうお仕事だと思うのですが、メンタルの弱さには自信のある僕には結構なトラウマで、とうとうこの前、編集さんから突然新しい仕事を投げられる夢を見ました。今度は宣伝用のキャラ紹介文を書くという無駄なリアルさに起きてからも悪寒が止まりませんでした。

　さて、そんなこんなで完成したこの作品ですが、もちろん一人で作った訳ではありません。そろそろ紙面も埋まってきたので謝辞に移らせていただきます。

　まず、イラストのnyanyaさん。要望も感想もシロニャのことばっかりだったような気がしますが、おかげで可愛いシロニャを拝むことが出来て大満足です。これからも可愛いシロニャをよろしくお願いします。デザイナーの浜崎さん。たくさんのデザインを見せていただき、はっきり言ってどれも選べない！　と苦しい選択でした。ありがとうございます。担当のＦ田さん。いえ、あんなこと書いといてアレですが、本当に心の底からお世話になっていると思っております。これからもよろしくお願いします。

　そのほか、この本を作るのに尽力してくださった方々、また、当時に感想をくれたネット読者の方々、本当にありがとうございます。

　この作品がこうして日の目を見れたのは間違いなくあなた方のおかげです。

　最後に、この本を手に取ってくれた皆様に特大の感謝を！　鋼たちのバカバカしくて賑やかな冒険を、一緒に楽しんでいただけると幸いです。
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